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28 排卵因子の不妊治療
 やせすぎ、太りすぎはともに改善が必要
 まずは飲み薬による排卵誘発治療から
 脳下垂体ホルモン治療　注射薬による誘発
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 胚移植
 黄体補充療法

41 36～40ページの体外受精や
 顕微授精法で妊娠に至らない場合

よい受精卵ができない場合、受精方法を見直してみましょう
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72 フリーマガジン『ジネコ』から
85 スペシャルインタビュー　胚培養士という仕事

「生命の誕生に携わる仕事。
 重大な責任を感じながら、大切な受精卵を
 お預かりしています」
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は
じ
め
に

　

他
人
の
痛
み
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

特
に
不
妊
症
の
深
刻
な
悩
み
は
、
一
般
の
方
に
は
理
解
し
に
く
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
は
自
然
に
授
か
る
も
の
と
い
う
考
え
を
お
持
ち

の
方
が
多
い
な
か
、
友
達
に
も
相
談
で
き
ず
、
ま
た
家
族
に
も
相
談
で
き
ず

に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
英
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
不
妊
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ま

の
立
場
に
立
っ
て
、
最
先
端
の
技
術
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
心
身
両
面
か
ら

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
方
針
と
定
め
、
不
妊
で
悩
む
多
く
の

ご
夫
婦
に
一
日
も
早
く
朗
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
夜
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

　

不
妊
症
の
治
療
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
た
と
え
る
と
、
瞬
発
力
を

発
揮
す
る
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
は
な
く
、
持
久
力
を
必
要
と
す
る
マ
ラ
ソ

ン
で
す
。
ゴ
ー
ル
が
見
え
そ
う
で
見
え
な
い
、
ゴ
ー
ル
に
届
き
そ
う
で
届
か

な
い
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
当
に
ゴ
ー
ル
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

皆
さ
ま
に
必
ず
ゴ
ー
ル
は
あ
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
は
皆
さ
ま
が
ゴ
ー
ル
に

到
達
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。
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一
般
的
に
は
結
婚
後
に
避
妊
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
最
初
の

１
年
で
８
割
の
ご
夫
婦
が
、
さ
ら
に
２
年
が
経
過
す
る
と
、
９
割

の
ご
夫
婦
が
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
結
婚
し
て
１
〜
２
年
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妊

娠
の
徴
候
が
な
い
場
合
は
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

妊
娠
成
立
の
た
め
に
は
５
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
、
す
な
わ
ち
卵
子
・

精
子
・
卵
管
・
子
宮
・
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
状
態
が
整
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
調
子
が
悪
い
と

妊
娠
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
当
院
に
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
女
性
の
場
合
、
卵
管

に
問
題
の
あ
る
方
が
最
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
卵
管
は
と
て

も
繊
細
な
構
造
を
し
て
い
る
た
め
、
傷
つ
き
や
す
い
も
の
な
の
で

す
。
近
年
、
卵
管
鏡
と
い
う
極
細
の
カ
メ
ラ
で
卵
管
の
中
を
観
察

し
た
り
、
こ
の
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
卵
管
を
中
か
ら
治
療
し
た
り
す

る
「
卵
管
鏡
下
卵
管
形
成
術
」
も
一
般
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
精
子
の
問
題
で
す
。
近
年
、
男
性
の
精
子
数
の
減

少
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
調
査

に
よ
る
と
、
不
妊
症
の
原
因
は
41
％
が
女
性
の
み
、
24
％
が
男
性

の
み
、
11
％
が
原
因
不
明
。
つ
ま
り
不
妊
症
の
カ
ッ
プ
ル
の
48
％

が
男
性
側
に
も
原
因
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
妊
症
の
検
査
は
、
ご
夫
婦
二
人
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

不
妊
治
療
に
関
し
て
は
、
何
を
お
い
て
も
ま
ず
不
妊
症
の
原
因

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
般
的
な
検
査
か
ら
精
密
検

査
ま
で
、
女
性
の
月
経
周
期
を
利
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

応
じ
て
行
い
ま
す
。
で
す
か
ら
検
査
に
必
要
な
時
間
は
お
よ
そ
１

カ
月
。
月
経
中
に
行
う
検
査
、
月
経
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
う
検
査
、

排
卵
期
に
行
う
検
査
、
排
卵
後
に
行
う
検
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
通
り
終
え
る
の
に
は
ど
う
し
て
も
ひ
と
月
を
要
す
る
の
で
す
。

　

以
前
に
済
ま
せ
ら
れ
た
検
査
に
つ
い
て
は
、
結
果
を
参
照
し
な

が
ら
省
略
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
検
査
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
す
る
、
検
査
方
法
が
当
院
と
は

異
な
る
な
ど
の
理
由
で
再
検
査
を
お
す
す
め
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
不
妊
の
原
因
に
応
じ
た
治
療
を
ご
提
案
す
る
た

め
に
も
、
当
院
で
は
、
治
療
の
前
に
行
う
検
査
が
治
療
の
大
き
な

鍵
を
握
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

不
妊
症
と
は

受
診
に
あ
た
っ
て

〜
検
査
・
治
療
方
針

不
妊
症
は
そ
の
原
因
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
治
療
へ
の
近
道



5 Hanabusa with Jineko

新神戸

神戸

さんのみや

たるみ

さんのみや・たるみ

英ウィメンズクリニックのご案内
英ウィメンズクリニックは、神戸市の三宮、垂水にクリニックを展開し、
 2カ所の強力なネットワークで患者さまの治療をサポートしています。

さんのみやクリニック

一般不妊治療から高度治療まで
最先端の設備が整う

　さんのみやクリニックは、不妊治療に関する最先端のすべての設備

が整い、一般的な不妊治療から高度不妊治療に至るまで、きめ細かく

対応できる施設です。

　皆さまの大切な精子や卵子を取り扱う培養室や採卵室は、各クリ

ニックに分散せず、さんのみやクリニックに集中してよりレベルの高

い生殖技術を追求しています。そのため、採卵や移植、精子や卵子の

凍結保存、精巣精子の回収、卵管鏡下卵管形成術（FT 法）、ギフト法

（GIFT）、ジフト法（ZIFT）などは、さんのみやクリニック（2F）で行っ

ています。たるみクリニックに通院の方で、体外受精や顕微授精を必

要とされる場合は、排卵誘発、卵胞モニター、ホルモンチェックなど

を各クリニックで受けていただき、採卵と移植だけ、さんのみやクリ

ニックで実施する形になります。

　院内は、関西最大規模のスペースを有し、広くて気持ちのいい静養

室や待合ロビーで患者さまをお迎えしています。受付はホテルのロ

ビーのようにゆったりとし、ソファで落ち着いてお待ちいただけます。

患者さまの待ち時間短縮のため、電子カルテや自動精算機などの設備

も導入しています。医師や看護師、胚培養士、カウンセラーとゆっく

りお話しいただけるドクタールーム（8室）やケアルーム（5室）は

それぞれ個室です。リカバリールームでは、人工授精や胚移植後にベッ

ドでゆったり過ごしていただけます。メンズルームは個室となってい

ます。お子さまをお連れの患者さまのためのファミリールームもあり

ます。

待合ロビー

7F受付

ドクタールーム待合ロビー

ケアルームリカバリールーム

手術室培養室 メンズルームファミリールーム

iPad スペースカウンター

タッチパネルカウンターで
診察受付、診察予約ができ
ます。各種教室のご予約も
こちらで簡単に行えます。
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●診療時間 月～金　8：30～ 16：00
 土・日・祝　8：30～ 15：00
●休診日 なし
●住所 神戸市中央区三宮町 1-1- 2
 三宮セントラルビル2・7・8F
●アクセス ＪＲ・私鉄・地下鉄、各線三宮駅から徒歩５分
●駐車場 無（付近に神戸市営三宮駐車場、三宮中央 
 通り駐車場有）

さんのみやクリニック
☎078-392-8723

clinic
data

■ホームページ
http://www.hanabusaclinic.com/
（さんのみや、たるみ共通）

クリニックのことや
治療についていろいろ
お話ししています！
●院長コラム
http://www.hanabusaclinic.
com/column/cat39/

たるみクリニック

一般不妊治療をサポートする
地域密着型のクリニック

　たるみクリニックでは、一般不妊相談、タイミング指導、人工授精に

よる治療、排卵誘発剤の注射、卵胞発育のモニタリング、漢方薬治療な

ど一般不妊治療を行っています。体外受精や顕微授精を必要とされる

場合は、排卵誘発、卵胞モニター、ホルモンチェックなどを、たるみク

リニックで受けていただき、採卵と移植の日だけ、さんのみやクリニッ

クで実施する形になります。午前 9時からの早朝外来も設けています。

●診療時間 月・水・金　9：00～13：00、15：00～18：00
 火・木　　　9：00～13：00、14：00～16：00
●休診日 土日祝
●住所 神戸市垂水区日向 1-4-1 
 レバンテ垂水１番館 2F
●アクセス JR 線・山陽垂水駅から徒歩 3分
●駐車場 有

たるみクリニック
☎078-704-5077

clinic
data待合室受付

カウンセリングルーム静養室

さんのみやクリニック 2 F について

専門外来や各種検査・オペに特化
統合医療なども実施

　さんのみやクリニック2Fでは、男性不妊外来、内視鏡外来、漢方相

談などの専門的な外来や、子宮鏡検査、子宮卵管造影検査といった検

査に加え、卵管鏡下卵管形成術、ジフト法・ギフト法などの手術のでき

る環境を整えております。

　また、レーザー治療や鍼灸治療、アロマテラピー教室といった、妊娠

力を高める治療に加え、各種カウンセリングも実施しております（詳し

くは 52～ 53ページへ）。

　通常は 7F・8Fで受診していただき、手術や一部検査の際には 2Fに

お越しいただく形になります。充実した設備でスムーズな診療を行って

おりますので、安心して受診いただけます。

手術室2F待合ロビー

卵管造影検査のレントゲン写真卵管鏡下卵管形成術の様子

アロマテラピールーム カウンセリングの様子静養できる個室
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阪急西宮北口駅

西宮北口駅
南ひろば

阪急神戸線

阪
急
今
津
線

ファミリー
マート
●

コナミ
スポーツクラブ

なでしこビル
７F

阪
急
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
ゲ
ー
ト
館

●診療時間 月～金　8：30～ 16：00
 土・日・祝　8：30～ 15：00
●休診日 なし
●住所 神戸市中央区三宮町 1-1- 2
 三宮セントラルビル4F
●アクセス ＪＲ・私鉄・地下鉄、各線三 
 宮駅から徒歩５分
●駐車場 無（付近に神戸市営三宮駐車
 場、三宮中央通り駐車場有）

●診療時間 月～金　10：00～ 19：30
 土　10：00～ 15：30
●休診日 日・祝
●住所 西宮市高松町 5-39
 なでしこビル7F
●アクセス 阪急西宮北口より徒歩 2分
●駐車場 なし

メンズクリニック
☎078-391-8723

にしのみや院
☎0798-63-8723

clinic
data

clinic
data

公式LINEのご案内
にしのみや院では公式 LINEによる事前問診およびご質問
の受付を行っております。
受診前日までに必ず事前問診を終わらせて頂けますようご
協力をお願い致します。

にしのみや院について

「より多くの患者さまが快適に
通院して頂けますように」という
願いを込めてオープン！

　にしのみや院には、3つの大きな特色があります

　　1. 西宮北口駅から徒歩1分

　　2. 採卵から移植まで完結できる施設

　　3. 夜の診療を行うこと

　これにより、神戸への通院が難しかった方や、日中の通院が難しかっ

た方にも、無理なく通院して頂ける体制が出来ました。スタッフ全員一

丸となって皆様と向き合って行きます。一緒にゴールを目指して頑張り

ましょう！

メンズクリニック

関西で初めての男性のための
不妊治療専門クリニック

女性の治療に合わせることで
最大の効果を

　日本の不妊治療専門医は、女性の診察を中心とする医師がほとんど

です。また、泌尿器科医で男性不妊を専門とする医師もごくわずかで

す。不妊治療は、男性と女性では大きく方法が異なるため、専門性が

必要とされる分野です。当クリニックでは、数少ない男性不妊治療専

門医の中でも、全国有数の症例を経験し、論文や学会発表も多数おこ

なってくるなど、経験・知識ともに豊富な医師による高度な検査およ

び専門性の高い治療を行っています。

　当クリニックと英ウィメンズクリニックは、平日毎朝実施している

共同カンファレンスやカルテの共有などによって、ご夫婦の情報をリ

アルタイムに共有できる体制を確立しています。不妊治療は、女性側

と男性側の情報を正しく共有し、両面から最適な治療を行うことで、

短期間で終了するケースも少なくありません。英ウィメンズクリニッ

クとの連携により、女性側の状態を把握しながら男性側の治療を組み

立てることができるため、より高い治療効果を得ることにつながって

います。

待合室

受付

診察室

ケアルーム

受付

待合室

検査室

培養室

メンズルーム

手術室
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2006年高知大学医学部卒業。姫路赤十字病
院にて初期臨床研修修了後、同院産婦人科
で勤務。神戸大学医学部産科婦人科学教室
へ入局し、同院勤務後、加古川西市民病院
勤務。2014年10月より英ウィメンズクリニッ
ク勤務。趣味は旅行、食べログ検索。魚座、
O型。

医員　林　奈央

ドクター紹介1985年島根医科大学卒業。京都大学産婦人科に
入局、体外受精チームに所属し、不妊の臨床に
取り組むかたわら研究生活を送り、1994年に医
学博士（京都大学）となる。研究テーマは受精
卵の着床過程の解析。1994年より2000年2月まで
神戸市立中央市民病院に勤務。この間、兵庫県
初の顕微授精による児の誕生に貢献。2000年3月
より、不妊症専門クリニックとして、英ウィメンズ
クリニックを垂水駅前に開設、2004年4月に不妊
センターとしてさんのみやクリニックを開設。趣
味は読書、ジョギング、テニス。獅子座、A型。

英ウィメンズクリニック理事長
塩谷 雅英

1984 年宮崎医科大学卒業、岡山大学医学
部産婦人科学教室入局。1992 年に医学博士
（岡山大学）。高知県立中央病院産婦人科を
経て、神戸掖済会病院産婦人科部長。2004
年より英ウィメンズクリニック勤務、2005 年
より副院長。卵管鏡下卵管形成術（FT 法）
に関しては、国内有数の実績を有し、国内
およびアメリカ生殖医療学会にて発表。医
療の品質向上、患者さま満足度の向上、安
全管理およびシステム作りに活躍している。
牡羊座、B型。

院長　苔
こ け ぐ ち

口 昭次

1977 年神戸大学医学部卒業。大学卒業後、
神戸市立中央市民病院産婦人科へ入局。そ
の後大森産婦人科医院にて副院長として勤
務。2005 年 5月より英ウィメンズクリニック
勤務。得意とする分野は一般不妊治療およ
び婦人科全般。温和でとても温かいドクター
である。牡羊座、A 型。

姫野 清子たるみクリニック
医長

東京女子医科大学卒業、慶應大学医学部産
婦人科教室入局。慶應大学にて不妊治療の
トレーニングを受け、その後、東京の荻窪
病院では、一般不妊治療および高度生殖医
療に従事。2009 年 7月より英ウィメンズク
リニックに勤務。2010 年 8月より英ウィメン
ズクリニック医長。親切で丁寧な医師である。

部長　水澤 友利

1972 年神戸大学医学部卒業。1976 年神戸
大学医学部大学院修了。大学卒業後、神戸
大学医学部に入局。1994 年西神戸医療セン
ター産婦人科医長として勤務。2006 年同病
院副院長に就任。2011年同病院院長に就任。
2013年 4月より英ウィメンズクリニック勤務。
2013 年 11月より内分泌・代謝部門顧問に
就任。蟹座、B型。趣味はテニスと園芸。

顧問　片山 和明

1998 年大阪市立大学医学部卒業。大学卒
業後、大阪市立大学医学部附属病院産婦人
科へ臨床研修医として勤務後、大阪市立住
吉市民病院産婦人科に勤務。2004 年、大
阪市立大学大学院医学研究科卒業。その後、
大阪府済生会千里病院産婦人科にて勤務。
2007年1月より英ウィメンズクリニック勤務。
2020 年 12 月よりさんのみやクリニック副院
長に就任。

副院長　岡本 恵理

2011年旭川医科大学医学部医学科卒業。
2011年より八尾市立病院産婦人科勤務。
2018年7月より英ウィメンズクリニック勤務。
みずがめ座、A 型。

医員　山田 弘次

2003年神戸大学医学部卒業後、同大学附属病院にて
研修。その後小野市民病院、兵庫県立こども病院勤
務を経て、神戸大学大学院医学研究科入学。学位論
文テーマは、ストレスホルモンの卵巣機能発現に与え
る影響について。大学院在学中、2007年11月～2010
年3月まで米国スタンフォード大学医学部生殖内分泌
分野（Hsueh lab）留学。卵胞発育、活性化等の基礎
研究に従事。帰国後は、臨床現場での勤務を志願し
加古川市民病院産婦人科（周産期センター）で勤務。
以上を経て、2018年英ウィメンズクリニック入職。

医員　山田　愛

たるみクリニック
医員

2008年大阪医科大学卒業後、大阪医科大学
附属病院で初期研修医及びレジデントとし
て勤務。2011年 4月より市立池田病院産婦
人科、2013 年 12 月より枚方市民病院 産婦
人科を経て、2016 年 4月より英ウィメンズク
リニック勤務。趣味は旅行。獅子座、B型。

八田 桂奈

2005 年九州大学医学部卒業後、福岡赤十
字病院で初期臨床研修を受ける。その後、
亀田総合病院産婦人科で後期研修。2011年
パルモア病院産婦人科を経て、2013 年 10
月より英ウィメンズクリニック勤務。趣味は
旅行、茶道。魚座、A 型。

医員　江夏 宜シェン

1992 年滋賀医科大学卒業。卒業後は神戸市
立医療センター中央市民病院麻酔科に入局。
1995 年岡山大学医学部産科婦人科学教室に
入局。その後、広島市民病院、岡山大学にて
勤務。1999 年より神戸市立医療センター中央
市民病院産婦人科にて勤務。現在も非常勤に
て胎児超音波外来を担当。2009 年 11月より
英ウィメンズクリニック勤務。2010 年 8月より
英ウィメンズクリニック医長。2012 年より超音
波・内視鏡部門部長に。牡牛座、B型。

部長　山田 聡

2005 年関西医科大学医学部卒業後、東京
北社会保険病院で臨床を受ける。その後、
帝京大学医学部附属溝口病院へ入局。母子
愛育総合母子保健センター産婦人科新生児
科、帝京大学医学部附属溝口病院産婦人科
を経て、2011年 12 月より英ウィメンズクリ
ニック勤務。2012 年 8月より女性医学部門
部長に就任。趣味は旅行と音楽。双子座、
A 型。

部長　十倉 陽子

医　　師
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2007 年 愛媛大学医学部卒業後、兵庫県立
西宮病院にて初期および後期臨床研修修
了、2012 年まで同院にて産婦人科で勤務。
2013 年大阪大学医学部附属病院 産婦人科
で勤務。2014 年大阪大学大学院医学系研
究科に入学し、2018 年 3月に卒業。2018
年石井記念愛染園愛染橋病院産婦人科にて
医長として勤務。2020 年兵庫県立西宮病院
産婦人科医長として勤務。2022 年 5月より
英ウィメンズクリニックに入職。

医員　小寺 花織
2011年金沢医科大学医学部医学科卒業後、
大阪 医科大学付属病院にて初期臨床研修修
了。2014 年ベルランド総合病院産婦人科。
2017 年ベルランド総合病院乳腺センター。
2022 年 5月より英ウィメンズクリニックに入
職。

医員　芳川 裕美子

2004 年に慶應義塾大学法学部を卒業後、
2012 年に熊本大学医学部に進み、2014 年
九州大学産科婦人科学教室に入局。その後、
九州大学病院、田川市立病院、福岡東医療
センター、指宿医療センターで産婦人科医と
して勤務。2019 年 4月より英ウィメンズクリ
ニック勤務。2022 年 3月よりにしのみや院
院長に就任。趣味はゴルフ、自転車、ブログ。

メンズクリニック
院長

2005年鹿児島大学医学部卒。済生会福岡総
合病院初期研修医。2007年～2011年亀田
総合病院泌尿器科後期研修、亀田総合病院
泌尿器科後期研修医を経て 2011年より神戸
大学医学部人泌尿器科へ入局。2016年より
神戸大学医学部腎泌尿器科助手。2016年 4
月より英ウィメンズクリニック男性不妊外来
を担当。2018年4月より英ウィメンズクリニ
ック男性診療部部長、研究部副部長に就任。
趣味は自転車。おひつじ座、O 型。

江夏 徳寿

不妊症の一般的な
検査の流れ

検査の種類と
わかる症状

一般検査

精密検査

妊娠と風疹

P10

P12

P13

P19

P22
ブレイクコラム❶

不
妊
症
の
検
査

不
妊
症
の
原
因
を
見
つ
け
、
治
療
に
つ
な
げ
る
に
は
、
ま
ず
体
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
初
診
か
ら
約
１
カ
月
を
か
け
て
、
一
般
的
な
検
査
を
し
ま
す
。
同
じ
血
液
検
査
で
も
目
的

が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
の
た
め
の
検
査
な
の
か
を
理
解
し
て
お
く
と
、
治
療
へ
の
理
解
も

深
ま
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
般
的
な
検
査
の
後
、
必
要
が
あ
れ
ば
精
密
検
査
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

2006年兵庫医科大学大学院卒業。2002 年
より兵庫医科大学病院産婦人科、2008年よ
り府中病院産婦人科にて勤務。2009年より
神戸アドベンチスト病院産科・婦人科・不妊
センターの勤務を経て 2016年1月より英ウ
ィメンズクリニック勤務。2016年10 月より
たるみクリニック院長を務める。趣味は野球、
スポーツ観戦。ふたご座、A 型。

たるみクリニック院長　伊藤 宏一

にしのみや院　院長　江夏 国宏
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不妊症の検査は多岐にわたり
ます。スムーズにお受けいた
だくために、当院では完全予
約制をとっています。お電話
のほか、パソコンや携帯電話
のインターネットから24時間
お受けしています。医院備え付

けのタッチパネル＊でご予約い
ただくこともできます。
＊たるみクリニックを除く。

不
妊
症
の
一
般
的
な
検
査
の
流
れ

ま
ず
、
不
妊
症
の
原
因
を
見
つ
け
、
そ
の
原
因
に
応
じ
た
治
療
を
検
討
・
ご
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

原
因
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
査
は
、
女
性
の
月
経
周
期
１
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応
じ
た
検
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
査
に
要
す
る
期
間
は
通
常
１
カ
月
と
な
り
ま
す
。

医師が問診・視診・内診することにより、お１人ずつの
特有の体質、体型や不妊の原因を調べます。また、皆さ
まから、ご希望や心配事などもお伝えいただけます。

診察（問診・視診・内診） 診察の予約をする

基礎体温測定 超音波検査

月経周期と検査の流れ

抗
精
子
抗
体
検
査

子
宮
内
膜
病
理
検
査※

黄
体
期
の
血
液
検
査
（
血
液
検
査
）

卵
管
通
気
・
通
水
検
査

子
宮
卵
管
造
影
検
査

子
宮
鏡
検
査※

　

腹
腔
鏡
検
査※

血
液
検
査

ホ
ル
モ
ン
検
査
（
Ｌ
Ｈ
、Ｆ
Ｓ
Ｈ
、Ｐ
Ｒ
Ｌ
）

月
経
血
結
核
菌
培
養
検
査※

低温相

卵胞期 排卵期 黄体期月経 月経

高温相

排卵日

（※

は
精
密
検
査
）

周 期

37.0

℃

36.0

1日 5 10 15 20 25 1

 診察・基礎体温測定・超音波検査・  腟分泌物検査・  精液検査 ＝いつでも検査可能

電話以外に
パソコンや携帯からも

来院される前に１～２カ月分程度、毎日基礎体温を測定
し、基礎体温表をつけていただけると、効率よく診断す
ることができます。この基礎体温表から幅広く情報を読
み取ることができ、以降の治療に役立ちます。

プローベという器具を腟内に入れる方法と、腹部に当て
る方法とがあり、モニターに映る体内の画像を見ながら
診断をします。痛みはなく、気軽に受けていただけます。
初診以降もさまざまな時期に行います。

何
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子宮頸管内や腟内の分泌
物を、清潔な綿棒で採取
する簡単な検査です。苦
痛もなく、安心して受け
ることができます。採取
した分泌物を培養して調
べますので、結果が判明
するまでに３～４日を要
します。

子宮卵管造影検査 腟分泌物検査

子宮頸管粘液検査 精液検査

ヒューナー検査 血液・ホルモン検査

抗精子抗体検査 黄体期の血液検査

排卵日を自宅で調べる検査 通水検査・通水治療

男性の精子を自ら採取し
ていただきます。病院で
採取するほか、自宅で専
用の容器に採取して、冷
やさないように持参して
いただく方法もありま
す。精液の様子は体調に
より変化しやすいので、
２～３回行います。

まずは貧血、肝臓の異常、
糖尿病の有無など、基礎
的な健康状態を調べるた
めに採血します。これは
月経後２～５日目が好適
です。また、ホルモンが
正常に分泌しているかど
うかも血液検査でチェッ
クします。

卵管性の不妊症の因子と
なるクラミジア感染がな
いかどうかも、血液検査
でわかります。さらに、
腫瘍マーカー検査では、
卵巣癌のほか、良性の卵
巣嚢

のう

腫
しゅ

や子宮内膜症、子
宮腺筋症などを発見する
こともあります。

卵管が詰まっていない
か、正常に通っているか
を調べる検査で、子宮口
から生理的食塩水などを
注入して調べます。卵管
通水は、卵管の通りをよ
くするため、治療を目的
にする場合も多くなって
います。

子宮口からカテーテルを
挿入し、造影剤と呼ばれ
る検査薬を子宮腔から卵
管へと注入して、卵管の
異常や子宮腔の変形の有
無を調べます。検査によっ
て卵管の通りがよくなり、
検査後２～３カ月は妊娠
しやすくなります。

子宮頸管の粘液を注射器
で吸い取り、量・透明度・
粘り気（糸の引き具合）、
含まれる細胞の数、特徴
的な結晶形成の程度を、
肉眼や顕微鏡で調べま
す。排卵日と予測される
日の３～４日前から直前
までが検査の時期です。

子宮頸管粘液と精子との
相性を調べる検査です。
排卵の時期に性交を行
い、９～ 24 時間後に腟
内を洗浄せずに来院して
いただき、子宮頸部の粘
液を吸い取ります。粘液
の中で泳いでいる精子の
状態を顕微鏡で観察しま
す。

女性の体の中に、精子の
受精能力を妨げる抗体が
あるかどうかを調べま
す。血液検査で採取した
女性の血清の中に精子を
加え、精子の動きを調べ
る精子不動化試験、特殊
なビーズを使うイムノ
ビーズテスト（IBT）が
用いられます。

排卵日を把握し、妊娠に
結びつけるために行いま
す。簡単な尿検査による
尿中 LH 検査、自分で頸
管粘液（おりもの）を手
に取って粘り具合を調べ
る検査などがあり、下腹
部痛や出血などの自覚症
状も手がかりになります。

綿棒腟

子宮

子宮頸管粘液

ガスが抜ける

尿

自己検査用 LHキット

膀胱
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精密検査 わかる症状 一般検査 不妊原因

●超音波検査
●血液・ホルモン検査
●基礎体温測定

●ホルモン検査
●ホルモン負荷試験
●子宮内膜病理検査
●腹腔鏡検査

●視床下部機能低下
●下垂体機能低下
●甲状腺機能低下
●卵巣機能低下
●黄体機能不全
●多嚢胞性卵巣症候群
●他の疾患（甲状腺や副腎の
疾患、糖尿病など）

卵 管
に原因

●通水検査・通水治療
●子宮卵管造影検査
●腟分泌物検査

●腹腔鏡検査
●選択的卵管造影検査

●卵管閉塞・卵管狭窄
●卵管周囲の癒着
●子宮内膜症
●クラミジア感染症

子 宮
に原因

●超音波検査
●子宮卵管造影検査

●腹腔鏡検査
●子宮鏡検査
●月経血結核菌培養検査
●ソノヒステログラフィー

●子宮筋腫
●子宮内膜ポリープ
●子宮腺筋症
●子宮奇形・変形
●性器結核

男 性
に原因

●精液検査

●染色体検査
●睾丸生検
●精路造影検査
●逆行性射精検査

●精子減少症
●精子無力症
●奇形精子症
●性機能障害など

免疫
に原因

●ヒューナー検査
●抗精子抗体検査

●精子不動化試験 ●抗精子抗体

子宮頸管
に原因

●超音波検査
●子宮頸管粘液検査
●ヒューナー検査

●頸管粘液産生不全
●抗精子抗体

排 卵
内分泌
に原因

p13
p14

p20

p20
p20

p21

p20

p18
p18

p13

p13

p17
p17

p17

p18

p14・p15

p16・p21

p15

こうがん

ゆ ちゃく

検査の種類とわかる症状
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●陰毛が薄く、
　外陰部の発達が不十分
●陰毛が濃い
●子宮陰部びらんが顕著
●子宮頸管粘液が多い
●子宮頸管粘液が少ない
●腟分泌物が多い
●子宮が小さい
●子宮が大きい
●子宮がよく動く
●子宮の動きが悪い

●子宮の裏にしこり

●卵巣が腫れている

ホルモン分泌不全
多嚢胞性卵巣症候群
ホルモン分泌が盛ん
排卵が近い
頸管因子による不妊の可能性
感染症の可能性
子宮発育不全
子宮筋腫、子宮腺筋症の疑い
妊娠しやすい
子宮の周囲に癒着があり
妊娠しにくい
子宮内膜症の可能性
押さえると強く痛む場合は
子宮内膜症が疑われる
卵巣腫瘍
特にチョコレート嚢胞は
不妊症と密接な関係あり

初診で具体的にわかること 診
察（
問
診
・
視
診
・
内
診
）で

ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
か
？

ソノヒステログラフィーで見た子宮内膜ポリープ

チョコレート嚢胞

◎基礎体温測定
についてはP15へ

◎多嚢胞性卵巣症候群
についてはP28へ

問
診
・
視
診
で
は

体
調
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌
を

　

不
妊
治
療
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
が
あ

り
、
月
経
周
期
の
お
よ
そ
１
カ
月
の
間
に
そ

の
時
期
に
合
っ
た
検
査
を
行
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
初
診
の
時
期
を
そ
れ
ほ
ど
気
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
礎
体
温
表
を
１

〜
２
カ
月
つ
け
、
持
参
す
る
の
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
。

　

問
診
で
は
初
潮
年
齢
、
結
婚
年
齢
、
避
妊

期
間
の
有
無
、
月
経
の
状
態
、
妊
娠
や
分
娩

の
有
無
、
治
療
歴
、
過
去
の
病
気
や
手
術
の

有
無
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
尋
ね
ら
れ
ま

す
。
医
師
に
よ
る
直
接
問
診
の
前
に
、
受
付

で
問
診
票
を
受
け
取
り
、
記
入
す
る
方
式

を
取
っ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
多
い
で
し
ょ

う
。

　

視
診
で
は
体
型
、
肥
満
度
、
乳
房
の
発
育

状
態
や
、
陰
毛
の
生
え
方
、
外
陰
部
の
発
育

具
合
、
腟
分
泌
物
の
様
子
、
子
宮
腟
部
の
び

ら
ん
な
ど
を
肉
眼
で
観
察
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
や
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
に
異
常
が
な
い
か
ど
う
か
推
測
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
無
排
卵
症
の

原
因
と
な
る
多た

嚢の
う

胞ほ
う

性せ
い

卵ら
ん

巣そ
う

症
し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

の
場

合
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
過
剰
が
み
ら
れ
、
肥

満
や
多
毛
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

内
診
で
は
、
医
師
が
触
診
を
し
て
、
子
宮

の
大
き
さ
や
動
き
、
子
宮
の
異
常
や
卵
巣
の

異
常
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
子
宮
の
裏
側
に
し

こ
り
が
あ
り
、
押
さ
え
る
と
強
く
痛
む
と
き

は
子
宮
内
膜
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。
子
宮
後こ
う

屈く
う

や
子
宮
内
膜
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
肛
門

診
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

内
診
で
子
宮
や
卵
巣
の

異
常
を
発
見
し
ま
す

超
音
波
検
査
は

何
の
た
め
に
す
る
の
？

子
宮
や
卵
巣
の

内
側
の
様
子
ま
で
わ
か
る

　

超
音
波
画
像
を
見
な
が
ら
子
宮
や
卵
巣
を

調
べ
ま
す
。
超
音
波
検
査
に
は
プ
ロ
ー
ベ
と

呼
ば
れ
る
器
具
を
腟
内
に
入
れ
る
経け
い

腟ち
つ

法

と
、
お
腹
に
当
て
る
経け
い

腹ふ
く

法
と
い
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。
痛
み
は
な
く
、
初
診
以
降
も
さ

ま
ざ
ま
な
時
期
に
行
う
検
査
で
す
。

　

超
音
波
検
査
で
わ
か
る
の
は
、
子
宮
形
態

異
常
、
子
宮
筋
腫
、
子
宮
腺せ
ん

筋き
ん

症
、
不
妊
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢の
う

胞ほ
う

な

ど
の
卵
巣
腫
瘍
、
卵
巣
に
た
く
さ
ん
の
小
嚢

胞
が
み
ら
れ
る
多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
な
ど

で
す
。
ま
た
、
排
卵
の
有
無
や
排
卵
の
時
期

を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
検
査
で
す
。
自
然

周
期
で
は
、
通
常
、
片
側
の
卵
巣
に
１
個
の

卵ら
ん

胞ぽ
う

が
発
育
し
、
直
径
が
21
㎜
前
後
に
な
る

と
破
裂
し
て
排
卵
が
起
こ
り
ま
す
。
破
裂
し

た
卵
胞
は
黄お

う

体た
い

へ
と
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
卵
胞
の
発
育
、
破
裂
、
黄
体
へ
の
変
化
を
、

超
音
波
検
査
に
よ
っ
て
つ
ぶ
さ
に
観
察
で
き

る
の
で
す
。

　

卵
胞
の
発
育
に
同
調
し
て
子
宮
内
膜
も
発

育
、
成
熟
し
ま
す
。
月
経
直
後
の
子
宮
内
膜

は
薄
い
状
態
で
す
が
、
徐
々
に
厚
く
な
り
、

排
卵
時
に
は
10
㎜
前
後
に
な
り
ま
す
。
画
像

で
は
排
卵
前
の
子
宮
内
膜
は
、
白
い
３
本
の

線
に
縁
取
ら
れ
た
黒
い
木
の
葉
状
に
、
排
卵

後
は
全
体
が
白
く
見
え
ま
す
。
子
宮
内
膜
の

厚
さ
や
見
え
方
か
ら
、
排
卵
の
時
期
を
推
定

で
き
ま
す
。
排
卵
期
に
な
っ
て
も
子
宮
内
膜

が
厚
く
な
ら
な
い
場
合
は
、
不
妊
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
超
音
波
検
査
で
は
、
子
宮
内
膜

の
厚
さ
を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

子
宮
内
膜
の
厚
さ
を

知
る
に
も
重
要
な
検
査
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ホルモンの種類 項　　目 検査でわかること（すべて基準値より）

脳下垂体
ホルモン

女　性
ホルモン

男　性
ホルモン

甲 状 腺
ホルモン

副　腎
ホルモン

LH（黄体化ホルモン）

FSH（卵胞刺激ホルモン）

PRL（乳汁分泌ホルモン）

TSH（甲状腺刺激ホルモン）

エストロゲン（卵胞ホルモン）

プロゲステロン（黄体ホルモン）

テストステロン
アンドロステンジオン

FT3（遊離トリヨードサイロニン）、
FT4（遊離サイロキシン）

DHEA-S（デヒドロエピアンドロステロン
サルフェート。男性ホルモンの１つ）

高い→多嚢胞性卵巣症候群の可能性
低い→視床下部あるいは下垂体の機能低下

高い→卵巣の機能低下
低い→視床下部あるいは下垂体の機能低下

高い→排卵の異常、黄体の機能低下、甲状腺の機能低下
　　　多嚢胞性卵巣症候群の可能性、脳下垂体腫瘍がある場合も

高い→甲状腺の機能低下
低い→甲状腺の機能亢進

黄体期に 10ng/mL 以下→黄体機能不全

高い→多嚢胞性卵巣症候群の可能性、まれに副腎性器症候群、
　　　男性ホルモン産生腫瘍、クッシング病

ホ
ル
モ
ン
検
査
で

病
気
な
ど
も
発
見

　

不
妊
治
療
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

の
が
血
中
ホ
ル
モ
ン
検
査
で
す
。
排
卵
や
妊

娠
の
成
立
・
維
持
に
影
響
を
持
つ
ホ
ル
モ
ン

が
、
正
常
に
分
泌
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。

　

下
図
に
具
体
的
な
ホ
ル
モ
ン
の
種
類
と
検

査
で
わ
か
る
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
不
妊
の
原
因
と
な

る
多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
、
黄
体
機
能
不
全

な
ど
は
、
こ
の
検
査
で
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ホ
ル
モ
ン
は
月
経
周
期
に
応
じ
て
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
ま
す
の
で
、
測
定
時
期

に
よ
っ
て
大
き
く
値
が
異
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
で
大
き
く
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ホ
ル
モ
ン
検
査
と
し
て
抗

ミ
ュ
ラ
ー
管
ホ
ル
モ
ン
（
Ａ
Ｍ
Ｈ
）
の
測
定

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
不
妊
治
療
に
携
わ
る
産
婦
人
科
医

の
多
く
が
、
女
性
の
卵
巣
年
齢
に
注
目
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
血
液
中
の
Ａ
Ｍ
Ｈ
を

測
る
こ
と
に
よ
っ
て
卵
巣
予
備
能
力
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
を
不

妊
の
情
報
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

Ａ
Ｍ
Ｈ
は
卵
巣
の
中
に
あ
る
未
熟
な
卵
胞

か
ら
分
泌
さ
れ
て
い
ま
す
。
卵
巣
の
中
に
、

将
来
排
卵
さ
れ
て
妊
娠
す
る
可
能
性
の
あ
る

卵
子
を
含
ん
だ
卵
胞
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
、

血
液
中
の
Ａ
Ｍ
Ｈ
が
高
く
な
り
、
卵
胞
が
残

り
少
な
く
な
る
と
Ａ
Ｍ
Ｈ
が
低
く
な
り
ま

す
。
基
本
的
に
Ａ
Ｍ
Ｈ
の
値
は
年
齢
と
と
も

に
低
下
し
、
卵
巣
の
中
の
卵
子
が
残
り
少
な

く
な
る
と
検
出
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
若
い

方
で
も
卵
巣
年
齢
が
進
ん
で
い
た
り
、
ま
た

は
そ
の
反
対
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

実
際
の
年
齢
と
卵
巣
年
齢
の
間
に
は
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
妊
娠
を
望
ん
で
い
る
方
は
、
一
度
、
血
液

検
査
で
Ａ
Ｍ
Ｈ
を
調
べ
、
ご
自
分
の
卵
巣
年

齢
を
知
っ
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

こ
の
検
査
は
、
健
康
保
険
が
使
え
な
い
た

め
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
検
査

は
採
血
だ
け
で
簡
単
な
も
の
で
す
。
卵
巣
年

齢
が
実
際
の
年
齢
よ
り
も
進
ん
で
い
る
場
合

に
は
、
た
と
え
年
齢
が
若
く
て
も
早
期
の
妊

娠
、
出
産
が
望
ま
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
検
査
で
す
。

Ａ
Ｍ
Ｈ
の
値
で
わ
か
る

卵
巣
年
齢

血
中
ホ
ル
モ
ン
検
査
、

抗
ミ
ュ
ラ
ー
管
ホ
ル
モ
ン

（
Ａ
Ｍ
Ｈ
）検
査
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

■ホルモン検査の種類と検査でわかること
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低温相

卵胞期 排卵期 黄体期月経 月経

高温相

排卵日
周 期

37.0

℃

36.0

1日 5 10 15 20 25 1

そ
の
他
の
血
液
検
査
は

何
の
た
め
に
行
う
の
で
す
か
？

不
妊
の
原
因
に
な
る

病
気
も
発
見
で
き
る

　

妊
娠
す
る
た
め
に
は
ま
ず
健
康
で
あ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
血
液
検
査
で
は
、
ホ
ル
モ

ン
検
査
の
ほ
か
に
、
貧
血
、
肝
臓
の
異
常
、

糖
尿
病
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
も
調
べ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
妊
娠
の
た
め
に
治
療
や
体

質
改
善
が
必
要
な
疾
患
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

血
液
検
査
で
は
、
癌
の
診
断
や
経
過
観
察

に
有
効
と
さ
れ
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
も
参
考
に

し
ま
す
。
不
妊
症
と
か
か
わ
り
が
あ
る
も
の

は
Ｃ
Ａ
１
２
５
と
Ｃ
Ａ
19-

９
と
い
う
項
目

で
す
。
卵
巣
癌
な
ど
の
場
合
に
数
値
が
高
く

な
る
こ
と
が
あ
る
腫
し
ゅ
う

瘍よ
う

マ
ー
カ
ー
で
す
が
、

良
性
の
卵
巣
嚢の
う

腫し
ゅ

や
子
宮
内
膜
症
、
ま
た
は

子
宮
腺
筋
症
な
ど
の
時
に
も
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
血
液
検
査
で
重
要
な
も
の
と
し

て
、
抗
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
が
あ
り
ま

す
。
採
取
し
た
血
液
で
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
価

と
い
う
数
値
を
調
べ
る
こ
と
で
、
抗
体
が
あ

る
か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

卵
管
性
不
妊
症
の
原
因
と
し
て
、
性
器
ク

ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
は
最
も
注
意
す
べ
き
疾
患

で
す
。
原
因
は
ク
ラ
ミ
ジ
ア
ト
ラ
コ
マ
チ
ス

と
い
う
微
生
物
で
、
大
き
さ
は
細
菌
と
ウ
イ

ル
ス
の
中
間
で
す
。
性
行
為
を
通
じ
て
感
染

し
ま
す
。
子
宮
頸け
い

管か
ん

や
卵
管
内
、
そ
の
周
囲

に
炎
症
を
起
こ
し
、
症
状
が
進
む
と
卵
管
の

癒ゆ

着ち
ゃ
くや

閉へ
い

塞そ
く

を
起
こ
し
ま
す
。
自
覚
症
状
と

し
て
は
、
お
り
も
の
の
量
が
増
加
し
、
下
腹

部
が
重
く
、
時
に
は
痛
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
ほ
か
に
、
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
や
ウ
レ
ア
プ
ラ
ズ
マ
も
卵
管
因
子
の
不

妊
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

抗
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査

も
と
て
も
大
事

基
礎
体
温
測
定
で

何
が
わ
か
り
ま
す
か
？

卵
巣
の
働
き
の
様
子
が

数
値
か
ら
わ
か
る

　

基
礎
体
温
表
か
ら
は
、
排
卵
の
有
無
、
黄

体
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
な
ど
、
卵
巣
の
働
き
の

様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

　

排
卵
が
起
こ
っ
た
後
の
卵
胞
（
黄
体
）
か

ら
は
、黄
体
ホ
ル
モ
ン
（
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
）

が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
黄
体
ホ
ル
モ
ン
は
、
基

礎
体
温
を
上
昇
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
た
め
、

排
卵
前
は
低
く
（
低
温
相
）、
排
卵
後
は
高

く
（
高
温
相
）
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

基
礎
体
温
表
で
き
ち
ん
と
低
温
相
と
高
温

相
の
二
相
性
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
排
卵
が
起

こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
排
卵
日
を
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
十

分
な
量
の
黄
体
ホ
ル
モ
ン
が
一
定
期
間
分
泌

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
黄
体
機
能

不
全
と
い
い
、
高
温
相
の
期
間
や
体
温
の
変

動
な
ど
か
ら
、
黄
体
機
能
不
全
か
ど
う
か
が

あ
る
程
度
わ
か
り
ま
す
。

　

毎
朝
、
目
覚
め
た
時
に
寝
床
で
体
温
を
測

る
の
は
面
倒
で
す
が
、
基
礎
体
温
は
全
体
の

流
れ
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
１
〜
２
日

つ
け
忘
れ
た
り
、
測
定
時
間
が
多
少
ず
れ
て

も
途
中
で
や
め
な
い
で
続
け
ま
し
ょ
う
。
基

礎
体
温
の
高
低
幅
や
排
卵
の
時
期
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
に
は
、
月
経
、
お

り
も
の
の
変
化
、
下
腹
部
痛
、
不
正
出
血
、

性
交
渉
な
ど
に
つ
い
て
も
記
録
し
ま
し
ょ

う
。
１
〜
２
カ
月
つ
け
て
初
診
時
に
持
参
す

る
と
診
察
に
役
立
ち
ま
す
。
体
温
を
測
る
こ

と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
場
合
は
、
測
定
せ
ず

に
記
号
（
月
経
、
性
交
、
お
り
も
の
、
出
血
）

だ
け
つ
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

子
宮
内
膜
の
厚
さ
を

知
る
に
も
重
要
な
検
査

■月経周期
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精子の直線運動の
スピードに着目

夫
も
精
液
検
査
を

受
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

男
性
因
子
の
不
妊
の

多
さ
を
考
え
る
と
必
要

　

結
婚
後
、
特
別
に
避
妊
を
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
２
年
経
っ
て
も
妊
娠
に
至

ら
な
い
場
合
、
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

最
近
は
１
年
間
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
調
査
に
よ

る
と
、
不
妊
症
は
41
％
が
女
性
の
み
、
24
％

が
男
性
の
み
に
原
因
が
あ
り
、
11
％
が
原
因

不
明
で
す
。
つ
ま
り
、
男
性
側
に
不
妊
症
の

原
因
が
見
つ
か
る
カ
ッ
プ
ル
が
、
お
よ
そ

48
％
と
な
り
ま
す
の
で
、
不
妊
症
の
検
査
は

夫
婦
と
も
に
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

え
ま
す
。

　

一
般
的
な
精
液
検
査
は
、
３
〜
５
日
間
の

禁
欲
の
後
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
精
液

を
採
取
し
ま
す
。
採
取
し
た
精
液
を
30
分
間

放
置
し
て
液
化
さ
せ
た
後
、
精
液
量
、
色
調
、

粘ね
ん

稠
ち
ょ
う

性せ
い

、
精
子
濃
度
、
運
動
率
、
奇
形
率

な
ど
を
調
べ
ま
す
。
検
査
方
法
に
は
、
病
院

で
採
取
す
る
方
法
と
、
自
宅
で
専
用
ケ
ー
ス

に
直
接
採
取
し
、
持
参
し
て
い
た
だ
く
方
法

の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
採
取
し
た

精
液
は
、女
性
の
手
で
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、

男
性
に
受
診
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

検
査
で
問
題
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
後
の
検
査

を
お
受
け
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、ま
ず
は
精
液
検
査
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

精
子
は
精
巣
の
中
で
約
３
カ
月
間
育
ま
れ

て
一
人
前
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
過
去
３
カ

精
子
の
状
態
で
わ
か
る

自
然
妊
娠
の
可
能
性

奇形精子症

［正常な精子が 30％未満］

男性の初期検査は通常の場合、
精液量や運動率を調べる精液
検査だけですが、さらに詳し
い検査が必要な場合がありま
す。当院では全自動精液解析
装置（SQA-V）を導入してお
り、初めての精液検査の際に
は SQA-V による精密検査をお
すすめしています。SQA-V は
精子の直線運動のスピードに
着目し、精子の受精能力を客
観的に数値化することができ
る装置です。

精子減少症

数が少ない……

精子無力症

数は多いけれど
活発に動くのは
半分以下……

正常な形

［奇形精子たち］

精液 SQA検査

月
の
体
調
が
、
精
子
の
状
態
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
精
液
は
体
調
や
精

神
状
態
に
よ
り
と
て
も
変
動
し
や
す
い
こ
と

を
念
頭
に
、
検
査
は
２
〜
３
回
行
う
の
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

一
般
的
な
精
液
検
査
に
よ
っ
て
わ
か
る
の

は
、
精
子
減
少
症
、
精
子
無
力
症
、
奇
形

精
子
症
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
自
然
妊
娠
の

可
能
性
が
低
く
な
り
ま
す
（
下
図
参
照
）。

精
子
減
少
症
と
は
１
mL
中
の
精
子
の
数
が

２
０
０
０
万
個
以
下
で
あ
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
、５
０
０
万
個
以
下
に
な
る
と
、

自
然
妊
娠
の
可
能
性
は
極
端
に
低
く
な
り
ま

す
。
精
子
無
力
症
は
運
動
し
て
い
る
精
子
の

割
合
が
50
％
未
満
の
状
態
、
奇
形
精
子
症
は

正
常
な
形
を
し
た
精
子
が
30
％
に
満
た
な
い

状
態
を
い
い
ま
す
。

頭部が異常に小さい、大きい、尾部が折
れ曲がっている、頭部や尾部が 2つに分
かれているなど、頭部と尾部に奇形が見
られる。



17 Hanabusa with Jineko

③女性の体が抗精子抗体を
　作っている可能性がある

②子宮頸管粘液の状態が悪いので、
　精子が動けない

精
液
検
査
へ

抗
精
子
抗
体
検
査
へ

人
工
授
精
へ

①もともと精子の数が
　少なく運動率も悪い

ヒ
ュ
ー
ナ
ー
検
査
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
管
粘
液
と
精
子
の

相
性
を
調
べ
る
検
査

　

性
交
後
試
験
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
な
ど
と
も
呼
ば
れ

る
ヒ
ュ
ー
ナ
ー
検
査
は
、精
液
検
査
と
同
様
、

男
性
が
受
診
し
な
く
て
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
簡
単
な
検
査
で
す
。
排
卵
の
頃
に
性
交

渉
を
持
ち
、
そ
の
後
、
女
性
だ
け
受
診
し
ま

す
。

　

腟
内
に
射
精
さ
れ
た
精
子
は
、
い
っ
た
ん

子
宮
頸
管
粘
液
の
中
に
避
難
し
、
や
が
て
旅

立
ち
ま
す
。
不
妊
症
の
患
者
さ
ま
の
な
か
に

は
、
こ
の
子
宮
頸
管
粘
液
と
精
子
の
相
性
が

悪
い
た
め
、
精
子
が
子
宮
頸
管
粘
液
の
中
で

動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
が
頸
管
因
子
に
よ
る
不
妊
症
で
す
。

こ
の
子
宮
頸
管
粘
液
と
精
子
の
相
性
を
調
べ

る
の
が
ヒ
ュ
ー
ナ
ー
検
査
で
、
必
ず
排
卵
の

時
期
に
行
い
ま
す
。

　

検
査
の
際
は
、
性
交
を
行
っ
た
24
時
間
後

に
腟
内
を
洗
浄
せ
ず
に
来
院
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
検
査
日
の
前
夜
に
性

交
渉
を
持
ち
、
翌
朝
受
診
す
る
か
、
検
査
日

の
朝
、
性
交
渉
を
持
つ
の
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。
医
師
は
子
宮
頸
部
の
粘
液
を
吸
い

取
り
、
こ
の
頸
管
粘
液
の
中
で
泳
い
で
い
る

精
子
の
様
子
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

　

４
０
０
倍
に
拡
大
し
た
顕
微
鏡
の
視
野
の

中
に
、
運
動
精
子
を
20
以
上
認
め
る
場
合
を

正
常
と
判
断
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
排
卵

時
に
子
宮
頸
管
粘
液
が
、
精
子
を
通
し
や
す

い
状
態
に
変
化
す
る
か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま

す
。
結
果
が
思
わ
し
く
な
い
場
合
は
、
次
の

検
査
や
治
療
に
進
み
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　

性
交
と
い
う
夫
婦
に
と
っ
て
最
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
部
分
に
か
か
わ
る
こ
の
検
査
に
、

抵
抗
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
こ
の
検
査
は
一
度
で
は
判
定
が

難
し
く
、
結
果
が
悪
い
場
合
は
何
度
か
検
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
ご
夫
婦
と
も

に
ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
妊
の
原
因
を
知
る
重
要
な
検

査
で
す
の
で
、
医
師
に
す
す
め
ら
れ
た
場
合

は
積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

４
０
０
倍
に
拡
大
し
た

顕
微
鏡
で
観
察
し
ま
す

抗
精
子
抗
体
検
査
っ
て

ど
う
や
る
の
で
し
ょ
う
か
。

女
性
側
が
精
子
に
対
し
て

抗
体
を
つ
く
っ
て
し
ま
う

　

ヒ
ュ
ー
ナ
ー
検
査
の
結
果
が
悪
い
場
合
、

女
性
の
体
が
抗
精
子
抗
体
を
作
っ
て
い
る
こ

と
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
抗
精
子
抗
体
検
査

を
受
け
る
よ
う
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
抗
体
と
は
外
敵
の
侵
入
を
阻
止
す

る
働
き
を
持
つ
物
質
で
す
が
、
女
性
は
精
子

に
対
し
て
、
普
通
は
抗
体
を
作
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ま
れ
に
女
性
の
体
内
で
精
子
と
結

合
す
る
抗
体
が
作
ら
れ
、
子
宮
や
卵
管
の
中

で
精
子
の
運
動
を
止
め
た
り
、
受
精
能
力
を

妨
げ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
抗

精
子
抗
体
と
呼
び
、
不
妊
症
の
女
性
の
数
％

に
見
つ
か
り
ま
す
。
抗
精
子
抗
体
が
あ
る
場

合
は
、
体
外
受
精
以
外
で
は
妊
娠
し
に
く
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

血
液
検
査
で
採
取
し
た
女
性
の
血
清
の
中

に
精
子
を
加
え
、
精
子
の
動
き
を
調
べ
る
精

子
不
動
化
試
験
、
お
よ
び
、
小
さ
い
ビ
ー
ズ

の
粒
を
使
う
イ
ム
ノ
ビ
ー
ズ
テ
ス
ト
（
Ｉ
Ｂ

Ｔ
）
な
ど
の
方
法
が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

検
査
の
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

精
子
不
動
化
試
験
で
は
、
女
性
の
体
内
で

抗
精
子
抗
体
を
作
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

Ｉ
Ｂ
Ｔ
で
は
、
精
子
の
ど
こ
に
抗
精
子
抗
体

が
結
合
す
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
す
べ
て
の

抗
精
子
抗
体
が
不
妊
の
原
因
に
な
り
ま
す

が
、
精
子
の
頭
部
に
結
合
す
る
抗
精
子
抗
体

は
特
に
問
題
と
な
り
ま
す
。

精
子
の
運
動
率
か
ら

抗
体
の
有
無
を
調
べ
る
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通
水
検
査
・
通
水
治
療
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

カ
テ
ー
テ
ル
か
ら

液
体
を
注
入
し
ま
す

　

子
宮
に
抗
生
物
質
を
含
ん
だ
液
体
を
注
入

し
、
そ
の
流
れ
方
に
よ
っ
て
、
卵
管
の
通
り

具
合
を
調
べ
る
の
が
通
水
検
査
で
す
。ま
ず
、

内
診
台
で
先
端
に
小
さ
い
風
船（
バ
ル
ー
ン
）

の
付
い
た
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
製
の
カ
テ
ー
テ
ル

を
子
宮
に
装
着
し
ま
す
。
そ
し
て
注
射
用
シ

リ
ン
ジ
で
子
宮
腔
内
に
抗
菌
剤
を
含
ん
だ
生

理
的
食
塩
水
を
注
入
し
て
、
子
宮
腔
か
ら
卵

管
へ
と
通
し
、
そ
の
流
れ
方
を
調
べ
ま
す
。

当
院
で
は
、
通
水
検
査
を
必
須
検
査
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
検
査
は
月
経
終

了
後
か
ら
排
卵
ま
で
の
、
妊
娠
し
て
い
る
可

能
性
の
な
い
低
温
相
の
時
期
（
月
経
周
期
７

日
目
か
ら
12
日
目
の
間
）
に
行
い
ま
す
。

　

次
に
ご
説
明
す
る
子
宮
卵
管
造
影
検
査
と

ほ
ぼ
同
じ
操
作
で
す
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
使

用
し
な
い
と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。
通
水

治
療
は
通
水
検
査
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す

が
、
目
的
が
卵
管
の
治
療
と
い
う
こ
と
が
異

な
る
点
で
す
。
軽
い
詰
ま
り
な
ど
の
卵
管
の

異
常
な
ら
、
こ
の
通
水
治
療
が
非
常
に
有
効

で
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
に
見
つ
か
る
不
妊
原
因
の
中
で
も
卵

管
の
異
常
は
大
変
頻
度
の
高
い
も
の
で
す
。

当
院
で
は
、
卵
管
の
異
常
を
見
つ
け
る
た
め

の
検
査
と
し
て
、
こ
の
通
水
検
査
の
他
に
、

子
宮
卵
管
造
影
検
査
、
そ
し
て
子
宮
鏡
検
査

の
３
つ
を
必
須
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
検
査
の
ど
れ
か
１
つ
で
も
異
常
が
あ
る
場

合
に
は
、
卵
管
の
異
常
が
あ
る
、
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

軽
い
詰
ま
り
な
ら

通
水
法
の
検
査
で
解
消

子
宮
卵
管
造
影
検
査
は

ど
ん
な
検
査
で
す
か
？

造
影
剤
を
注
入
し
て

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　

卵
管
の
異
常
に
よ
る
不
妊
症
は
、
不
妊
症

の
原
因
の
な
か
で
最
多
で
す
。
ま
た
、
子
宮

の
変
形
が
原
因
で
妊
娠
し
に
く
く
な
る
こ
と

や
、流
産
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
卵
管
造
影
検
査
を
一
言
で
い
え
ば
、

卵
管
と
子
宮
の
異
常
を
調
べ
る
た
め
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
検
査
で
す
。
一
般
的
に
は
子
宮

口
か
ら
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
製
の
バ
ル
ー
ン
カ

テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
造
影
剤
と
呼
ば
れ
る

検
査
薬
を
子
宮
腔
か
ら
卵
管
へ
と
注
入
し
ま

す
。
そ
の
造
影
剤
の
流
れ
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
透

視
下
で
観
察
し
、
最
後
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
し
ま
す
。
造
影
剤
に
は
水
溶
性
の
も
の
と

油
性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
水

溶
性
の
も
の
を
用
い
ま
す
。
油
性
の
造
影
剤

に
比
べ
、
水
溶
性
の
造
影
剤
は
短
時
間
で
体

内
に
吸
収
さ
れ
、
体
に
優
し
い
た
め
で
す
。

　

子
宮
卵
管
造
影
検
査
で
わ
か
る
こ
と
は
と

て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
卵
管
閉
塞
、
卵

管
狭
き
ょ
う

窄さ
く

、
卵
管
留り
ゅ
う

水す
い

腫し
ゅ

、
卵
管
周
囲
の
癒

着
な
ど
卵
管
の
異
常
と
、
そ
の
位
置
。
さ
ら

に
子
宮
腔
の
形
、
大
き
さ
、
子
宮
の
形
態
異

常
、
子
宮
粘
膜
下
筋
腫
、
子
宮
内
膜
ポ
リ
ー

プ
な
ど
も
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
の
後
は
妊
娠
し
や
す
く
な
る
こ

検
査
を
受
け
る
こ
と
で

妊
娠
の
可
能
性
も

■子宮卵管造影検査で見られる画像

正常な画像

子宮粘膜下筋腫子宮の形態異常

双角子宮単角子宮
片側の卵管閉塞卵管留水腫← ↓

■卵管通水検査

と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
卵
管
の

中
に
詰
ま
っ
て
い
た
粘
液
の
か
た
ま
り
な
ど

が
造
影
剤
の
注
入
に
よ
り
取
り
除
か
れ
て
、

卵
管
の
通
り
が
よ
く
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
妊
症
検
査
の
な
か
で
も
最
も

痛
い
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
検
査
で
す
が
、
熟

練
し
た
医
師
が
造
影
剤
の
注
入
を
丁
寧
に

ゆ
っ
く
り
行
え
ば
、
軽
い
痛
み
で
済
む
こ
と

が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
た
だ
、
以
前
通
っ

て
い
た
病
院
で
す
で
に
こ
の
検
査
を
済
ま
さ

れ
て
い
る
方
は
、
当
院
で
の
検
査
を
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
必
須
検
査
で

す
。

←筋腫の影



19 Hanabusa with Jineko

卵
管
鏡
下
卵
管
形
成
術
は

ど
ん
な
場
合
に
有
効
で
す
か
？

卵
管
の
修
復
で

自
然
妊
娠
の
可
能
性
が

　

近
年
、
卵
管
鏡
と
い
う
極
細
の
カ
メ
ラ
で

卵
管
の
中
を
観
察
し
た
り
、
こ
の
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
卵
管
を
中
か
ら
治
療
す
る
手
術
が
可

能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
簡
単
な
麻
酔
に

よ
っ
て
日
帰
り
で
行
え
る
、
体
に
優
し
い
手

術
で
す
。

　

従
来
は
卵
管
に
問
題
が
あ
る
た
め
に
体
外

受
精
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
患
者
さ
ま
に
、

有
効
な
治
療
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
外
受
精
に
よ
る
妊

娠
の
場
合
に
は
、
２
人
目
を
望
ん
だ
時
に
も

や
は
り
体
外
受
精
と
な
り
ま
す
が
、
卵
管
を

修
復
し
て
自
然
な
妊
娠
が
成
立
す
れ
ば
、
２

人
目
も
自
然
に
妊
娠
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

卵
管
鏡
下
卵
管
形
成
術
（
Ｆ
Ｔ
法
：

falloposcopic tuboplasty

）
に
用
い
ら
れ

る
卵
管
鏡
は
、
円
筒
状
の
伸
張
性
バ
ル
ー
ン

カ
テ
ー
テ
ル
と
、
そ
の
内
側
に
毛
髪
ほ
ど
の

細
さ
の
カ
メ
ラ
を
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
を

備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
卵
管
内
腔
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
察
し
な
が
ら
治
療
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
27
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

卵
管
は
キ
ャ
ッ
チ
し
た
卵
子
の
移
動
、
受

精
、
受
精
卵
の
発
育
と
移
動
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
繊
細
な
構
造

で
あ
る
た
め
、
容
易
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

卵管鏡下卵管形成術の様子

◎FT法
についてはP27へ

し
ま
う
生
殖
器
官
で
す
。
最
近
、
卵
管
が
傷

つ
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
妊
症
の
患

者
さ
ま
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
な
ど
に
よ
る
性

感
染
症
も
そ
の
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

自
分
で
も
排
卵
日
を

調
べ
ら
れ
ま
す
か
？

自
宅
で
尿
検
査
に
よ
っ
て

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

排
卵
は
脳
下
垂
体
か
ら
の
黄
体
化
ホ
ル
モ

ン（
Ｌ
Ｈ
）分
泌
の
急
上
昇
が
引
き
金
と
な
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
Ｌ
Ｈ
サ
ー
ジ
と
い

い
ま
す
。
排
卵
は
Ｌ
Ｈ
サ
ー
ジ
の
ピ
ー
ク
か

ら
24
時
間
以
内
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
、
自

宅
で
尿
検
査
に
よ
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
尿
中
Ｌ
Ｈ
検
査
と
い
い
、
市
販
の
検
出

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
５
分
ほ
ど
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

排
卵
に
は
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
生
理
周
期
の
中
間
期
に
下
腹

部
痛
な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
前
後
に
排
卵
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
排
卵
が
近
づ
く

と
子
宮
頸
管
粘
液
（
お
り
も
の
）
の
状
態
が

変
化
し
、
量
も
増
え
ま
す
の
で
、
こ
の
変
化

の
パ
タ
ー
ン
を
知
る
こ
と
で
排
卵
の
時
期
を

予
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

お
り
も
の
の
状
態
は
、
月
経
直
後
は
少
な

い
量
で
粘
り
の
少
な
い
白
っ
ぽ
い
ゼ
リ
ー

状
、
排
卵
前
後
は
量
や
粘
り
が
増
し
て
卵
白

状
に
な
り
ま
す
。
排
卵
直
前
は
透
明
度
が
増

し
、
量
も
粘
り
も
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
す
。
糸

を
引
く
ピ
ー
ク
時
の
直
後
が
排
卵
日
と
推
定

さ
れ
ま
す
（
図
参
照
）。

　

不
妊
治
療
の
基
本
は
、
排
卵
日
近
く
に
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
性
交
渉
を
持
つ
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、排
卵
日
の
予
測
も
大
切
で
す
。

た
と
え
ば
、
基
礎
体
温
表
に
体
調
や
お
り
も

の
の
変
化
を
書
き
込
む
な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら

自
身
の
体
の
サ
イ
ン
に
注
意
し
て
観
察
す
る

よ
う
に
心
が
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ

し
妊
娠
し
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
は
排
卵
日
を

含
め
そ
の
前
の
５
日
間
ほ
ど
、
と
比
較
的
幅

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

お
り
も
の
の
変
化
で

見
極
め
る
こ
と
も

月経直後

量も少なく
粘りも少ない

白っぽいゼリー状

排卵前後

量も粘り気も増す
卵白状

４～５㎝のびる

排卵直前

量も粘り気もピーク
透明度が増す

10㎝ぐらいのびる

■排卵時期とおりものの状態
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子
宮
鏡
検
査
の

最
新
情
報
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
と

硬
性
鏡
の
２
種
類

　

受
精
卵
が
着
床
す
る
子
宮
内な

い

腔く
う

の
状
態
を

調
べ
る
検
査
で
す
。と
て
も
大
切
な
検
査
で
、

当
院
で
は
必
須
検
査
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。

　

実
際
の
検
査
で
は
、
軟
ら
か
く
細
い
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
子
宮
口
か
ら
挿
入
し
、

子
宮
頸
管
を
通
し
て
子
宮
内
腔
ま
で
進
め
ま

す
。
当
院
で
使
用
し
て
い
る
子
宮
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
は
直
径
が
３
㎜
と
細
い
も
の

で
す
。し
た
が
っ
て
あ
ま
り
苦
痛
を
伴
わ
ず
、

検
査
は
通
常
数
分
で
済
み
ま
す
。
月
経
終
了

後
か
ら
排
卵
ま
で
の
低
温
相
の
時
期
（
月
経

周
期
７
日
目
か
ら
12
日
目
の
間
）
に
行
い
ま

す
。

　

子
宮
粘
膜
下
筋
腫
、子
宮
内
膜
ポ
リ
ー
プ
、

子
宮
形
態
異
常
の
ほ
か
、
子
宮
内
腔
癒
着
な

ど
も
こ
の
検
査
で
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
検
査
で
は
、
卵
管
へ
の
入
り

口
で
あ
る
卵
管
子
宮
口
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
卵
管
子
宮
口
は
ま
さ
に
卵
管
の

一
部
で
す
の
で
、
こ
の
部
分
の
観
察
は
と
て

も
重
要
で
す
。
こ
こ
に
、
閉
塞
、
狭
窄
、
癒

着
、
変
形
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
卵
管
の

異
常
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

■ファイバースコープで調べる方法

痛みは
あまりないので
麻酔はしない。

ファーバースコープ

直径３㎜程度

腹ふ

く

腔く

う

鏡き
ょ
う

検
査
で
は

ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
か
？

不
妊
の
原
因
を
よ
り

正
確
に
把
握
で
き
ま
す

　

腹
腔
鏡
検
査
で
は
、
卵ら

ん

管か
ん

采さ
い

や
卵
管
周
囲

の
わ
ず
か
な
癒
着
、
卵
管
留
水
腫
、
初
期
の

子
宮
内
膜
症
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
般
検
査
で
も
不
妊
の
原
因
が
明
ら
か

に
な
ら
な
い
場
合
や
、
原
因
不
明
で
長
期
の

治
療
が
実
を
結
ば
な
い
患
者
さ
ま
に
も
有
効

で
す
。

　

検
査
は
腹
腔
の
中
に
直
径
３
〜
10
㎜
の
筒

状
の
内
視
鏡
を
入
れ
て
行
い
ま
す
。
臓
器
を

モ
ニ
タ
ー
画
面
で
観
察
で
き
る
た
め
、子
宮
、

卵
管
、
卵
巣
の
様
子
が
一
目
瞭
然
と
な
り
、

内
診
や
超
音
波
検
査
な
ど
で
は
わ
か
ら
な
い

異
常
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
は
短
期
間
の
入
院
を
必
要
と
す
る
こ

と
が
あ
り
、
通
常
、
全
身
麻
酔
下
で
手
術
室

で
行
い
ま
す
。
内
視
鏡
や
鉗か
ん

子し

を
挿
入
す
る

た
め
に
、
お
へ
そ
の
下
に
２
〜
３
カ
所
の
切

開
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
小
さ
な
傷
な
の
で

跡
は
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
検
査

後
の
痛
み
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。
異
常
が

見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
検
査
に
引
き
続
き

治
療
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

腹
腔
鏡
下
で
行
う
治
療
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
骨
盤
や

腹
腔
内
に
癒
着
や
病
巣
な
ど
の
異
常
が
あ
る

場
合
。
子
宮
と
付
属
器
の
癒
着
を
は
が
し
た

り
、
子
宮
内
膜
症
の
病
巣
を
除
去
す
る
手
術

が
行
わ
れ
ま
す
。
次
に
、
卵
管
や
卵
管
周
囲

に
異
常
が
あ
る
場
合
。
卵
管
が
通
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
た
り
、
卵
管
采
や
卵
管

周
囲
の
癒
着
を
は
が
す
手
術
、
子
宮
外
（
異

所
性
）
妊
娠
の
手
術
、
卵
管
形
成
術
、
卵
管

切
除
手
術
、
卵
管
結け
っ

紮さ
つ

手
術
も
腹
腔
鏡
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
卵
巣
周
囲
の
癒
着
を
は
が
す
、
卵

巣
嚢
腫
の
摘
出
手
術
や
子
宮
筋
腫
の
治
療
を

す
る
場
合
に
も
腹
腔
鏡
が
使
わ
れ
ま
す
。
排

卵
が
起
こ
り
に
く
く
な
る
多
嚢
胞
性
卵
巣
症

候
群
の
焼し
ょ
う

灼し
ゃ
く

手
術
に
も
腹
腔
鏡
が
活
躍
し
ま

す
。

癒
着
を
は
が
し
、
病
巣
を

除
去
す
る
に
も
有
効

◎子宮筋腫
についてはP30へ

◎子宮形態異常
についてはP31へ

■硬性鏡で調べる方法

局所麻酔などをして
検査をします。
ポリープや子宮粘膜
下筋腫を切除するこ
ともできます。
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そ
の
他
の
女
性
因
子
の
精
密
検
査

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
内
膜
の
病
理
や

ホ
ル
モ
ン
負
荷
を
調
べ
る

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
一
般
検
査
で
異
常
が
見

つ
か
っ
た
場
合
や
、
よ
り
高
度
な
治
療
に
役

立
て
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
別
の
精
密
検

査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
内
膜
病
理
検
査
は
、
子
宮
内
膜
の
組

織
を
採
取
し
て
顕
微
鏡
で
調
べ
ま
す
。
少
し

痛
み
が
あ
り
ま
す
が
、
短
時
間
で
済
み
ま

す
。
検
査
の
時
期
は
、
基
礎
体
温
が
高
温
相

に
な
っ
て
か
ら
５
〜
10
日
目
頃
。
着
床
の
準

備
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

　

血
中
ホ
ル
モ
ン
検
査
の
基
礎
値
や
基
礎
体

温
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
わ
れ
る

の
が
ホ
ル
モ
ン
負
荷
試
験
で
す
。
あ
る
ホ
ル

モ
ン
を
静
脈
注
射
で
投
与
し
て
、
そ
れ
に
対

し
て
各
器
官
の
ホ
ル
モ
ン
測
定
値
が
ど
の
よ

う
に
反
応
す
る
か
を
調
べ
ま
す
。

　

検
査
の
時
期
は
、
月
経
周
期
の
２
〜
５
日

目
頃
で
、
無
排
卵
の
程
度
や
原
因
が
わ
か
り

ま
す
。

男
性
因
子
の
場
合
の
精
密
検
査
の

方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か

検
査
す
る

　

男
性
不
妊
と
は
、
不
妊
の
原
因
が
精
子
に

あ
る
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
勃
起
、
射
精
に

問
題
が
あ
る
性
機
能
障
害
な
ど
も
含
み
ま

す
。
精
子
を
作
る
機
能
に
障
害
が
あ
る
造
成

機
能
障
害
が
原
因
と
し
て
多
い
の
で
す
が
、

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
突
き
止
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
原
因
に
よ
っ
て
治
療
法

も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
女
性
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る
な
ん

て
」
な
ど
と
、
診
察
を
受
け
る
の
を
た
め
ら

い
が
ち
で
す
が
、
ご
く
簡
単
な
治
療
で
済
む

こ
と
も
多
い
の
で
、
楽
な
気
持
ち
で
、
ま
ず

は
精
液
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

精
液
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に

は
、
下
の
よ
う
な
精
密
検
査
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

膀胱

精管

陰茎
（ペニス）

精巣上体

精巣（睪丸）

精嚢

前立腺

◎精液検査
については

P16へ

■ペニス・精巣
　・前立腺などを診察する

◎
陰い
ん

嚢の
う

部ぶ

の
視
診
・
触
診

　

精
巣
、精せ
い

巣そ
う

上
じ
ょ
う

体た
い

、精
管
を
診
察
し
ま
す
。

精
巣
の
大
き
さ
、
硬
さ
、
精せ
い

索さ
く

静
じ
ょ
う

脈
み
ゃ
く

瘤り
ゅ
うの

有
無
が
大
切
で
す
。

◎
ホ
ル
モ
ン
検
査
（
血
液
検
査
）

　

下
垂
体
か
ら
分
泌
さ
れ
る
卵
胞
刺
激
ホ
ル

モ
ン
（
Ｆ
Ｓ
Ｈ
）、黄
体
化
ホ
ル
モ
ン
（
Ｌ

Ｈ
）、
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
、
精
巣
か
ら
分
泌

さ
れ
る
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
な
ど
、
ホ
ル
モ

ン
の
検
査
を
し
ま
す
。

◎
陰
嚢
部
超
音
波
検
査

　

陰
嚢
部
に
ゼ
リ
ー
を
つ
け
て
、
プ
ロ
ー
べ

を
使
っ
て
精
巣
容
積
測
定
、
精
巣
の
性

状
、
精
索
静
脈
瘤
の
有
無
な
ど
を
診
断
し

ま
す
。

◎
染
色
体
検
査
（
血
液
検
査
）

　

高
度
の
乏
精
子
症
や
無
精
子
症
の
場
合
に

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ン
フ
ェ

ル
タ
ー
症
候
群
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
転
座
な

ど
染
色
体
異
常
の
有
無
が
わ
か
り
ま
す
。
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ブレイクコラム 1
From

Dr.Yamada

　風疹は 2 ～ 3 週間の潜伏期間の後

に発熱、特徴のある発
ほっ

疹
しん

、リンパ節の

腫
は

れ、関節の痛みなどの症状が現れま

す。風疹に対する抗体を持たないまま

妊娠し、妊娠初期（5カ月まで）に風

疹に罹
り

患
かん

しますと、胎児に心疾患や難

聴などの先天異常をもたらすことがあ

ります。

　これから妊娠を考えている方は、ま

ず血液検査で風疹に対する抗体を持っ

ているかどうかを調べ、抗体がないよ

うでしたら予防接種を受けるとよいで

しょう。特に誕生日が昭和 54 年４月

２日から昭和 62 年 10 月１日までの

方は、予防接種を受けていない可能性

が高いですから注意が必要です。

　風疹ワクチンを接種すれば、95％

以上の方に風疹抗体ができます。

　また、ワクチン接種後は、２カ月は

避妊する必要があることを覚えておい

ていただければと思います。

　ただし、すでに妊娠している可能性

のある方は、ワクチン接種はできませ

ん。もし妊娠中の検査で初めて抗体が

ないことがわかった場合には、妊娠５

カ月までは風疹にかからないように注

意する必要があります。

　他に、妊娠する前に調べておいた

方がよい検査項目として、B型肝炎や

C型肝炎などの感染症、そして糖尿病

の有無をあげることができます。妊娠

してからこれらの異常に気づいて、あ

わてることのないようにしたいもので

す。また、35 歳以上の妊娠を高齢妊

娠と呼びますが、35 歳を過ぎると胎

児の染色体異常の発生率が高まること

がわかっています。当院では、妊娠す

る前に遺伝カウンセリングをおすすめ

しています。この遺伝カウンセリング

では、年齢ごとのリスクとその対処方

法等について詳しくご説明し、患者さ

まの不安を取り除くように努めており

ます。

妊娠と風疹

風疹の抗体がなければ
予防接種をしましょう
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不妊症の治療の流れ

男性因子の不妊治療

卵管因子の不妊治療

排卵因子の不妊治療

子宮因子の不妊治療

その他の不妊治療

原因不明不妊と
ステップアップについて

不妊治療と年齢因子

P24

P25

P26

P28

P30

P32

P33

P34 ブレイクコラム❷

不
妊
症
の
原
因
と
一
般
治
療

不
妊
治
療
は
、
検
査
結
果
を
も
と
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
複
雑
で
す
が
、
ど
の
機
能
に
因
子
が
あ
る
の
か
を
把
握

し
、
最
適
な
治
療
方
法
を
選
択
す
る
の
が
当
院
の
治
療
の
考
え
方

で
す
。
一
般
的
な
治
療
の
流
れ
を
24
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
必
ず
し
も
こ
の
流
れ
に
沿
わ
ず
、
相
談
を
し
な
が
ら
治
療
方

法
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
治
療
法
を
総
体
的
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
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精密検査 詳しくは

19
ページへ

タイミング療法3～6回

洗浄・濃縮人工授精3～6回
詳しくは

25
ページへ

過排卵＋洗浄・濃縮人工授精1～3回
詳しくは

25
ページへ

排卵誘発剤
・内服・注射

詳しくは

36
ページへ

原因不明 原因不明
詳しくは

33
ページへ

体外受精・胚移植
詳しくは

36
ページへ

顕微授精
詳しくは

38
ページへ

排卵誘発治療
詳しくは

28
ページへ

一般検査
詳しくは

13
ページへ

原因によってさまざまな治療法があります
一般検査や精密検査をもとに、妊娠を阻む要因を追究しつつ
段階を踏んで治療を行うのが、不妊治療の特徴です。

その流れを理解しておくと、治療に前向きに取り組めるでしょう。

不妊症の治療の流れ
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精
子
の
状
態
を
改
善
す
る
一
般
的
な
治
療

と
し
て
、
ま
ず
、
漢
方
薬
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12

、

カ
リ
ジ
ノ
ゲ
ナ
ー
ゼ
（
商
品
名
カ
リ
ク
レ
イ

ン
Ⓡ

）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
物
療
法
が
試

み
ら
れ
ま
す
。
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
ク
エ
ン
酸
塩

（
商
品
名
ク
ロ
ミ
ッ
ド
Ⓡ

）
や
Ｈ
Ｍ
Ｇ
製
剤

な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
が
奏
功
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
精
索
静
脈
瘤
が
原
因
で
あ
る
場

合
、
手
術
に
よ
り
精
液
所
見
の
改
善
を
期
待

で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
精
子
の
数
が
少
な
く
、
運
動
率
が
低

下
し
て
い
る
場
合
、ま
ず
試
み
る
の
は
洗
浄
・

濃
縮
人
工
授
精
で
す
。
こ
れ
は
培
養
液
を
用

男
性
因
子
の
不
妊
治
療

治
療
法
は
薬
物
療
法
か
ら

人
工
授
精
、
体
外
受
精
、

顕
微
授
精
ま
で

い
て
精
液
を
洗
浄
し
、
遠
心
分
離
を
行
う
こ

と
で
密
度
の
高
い
、
つ
ま
り
丈
夫
な
精
子
を

回
収
し
た
後
、
子
宮
の
中
へ
注
入
す
る
人
工

授
精
の
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
を
３
〜
６
回

行
っ
て
も
妊
娠
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
体
外
受
精
や
顕
微
授

精
に
よ
る
治
療
を
考
慮
し
ま
す
。

人工授精もタイミングが大切

　頸管粘液に異常がある場合や、精子の状
態に問題がある場合に、まずおすすめする
治療が人工授精（AIH）です。頸管粘液や
精子の状態に問題がない場合でも、なかな
か妊娠に至らない時に、まず試みます。“人
工”という言葉に違和感を感じる方もいる
でしょうが、妊娠そのものの成立は自然に
近く、簡単で苦痛のない治療ですのでご安
心ください。
　採取した精液をそのまま注入する直接的
方法と、遠心分離を行い、丈夫な精子だけ
を選ぶ方法がありますが、前者では注入後
に精液中のプロスタグランジンの作用で痛
みを感じることがあったり、精液中のバク
テリアに感染することがあるため、最近は
あまり行われなくなりました。後者の洗浄・
濃縮人工授精では、精子の受精能持続時間
が短くなることがありますので、排卵時期
にタイミングを正確に合わせる必要がある
でしょう。
　人工授精を行うタイミングは、排卵直前
から排卵後、数時間以内がベストです。排
卵は卵胞の大きさが 18㎜以上となり、下
垂体から排卵命令である LHサージが出て
から、およそ 36時間後に起こりますので、
超音波検査やホルモン検査などで卵胞の成
長する様子を確かめながら、正確にタイミ
ングを合わせていくことが大切です。

採取した精液に培養液を入れ、遠心分離して洗
浄・濃縮した精子を子宮内へ注入

採取した精液をそのまま子宮内に注入

直接的な人工授精

洗浄・濃縮人工授精

自然妊娠成立のしくみ

■不妊症の原因
卵管因子 36％
排卵因子 29％
男性因子 31％

①卵子が卵巣から飛び出し、排卵される。
②卵管采が卵子をキャッチする。
③卵子が卵管を通り、卵管膨大部に達する。
精子は腟から子宮に泳ぎ上がり、卵管膨
大部に達する。

④受精する。
⑤受精卵が卵管から子宮に向かって運搬され、
その間に分裂・増殖する。

⑥受精卵が子宮内膜にもぐり込み、着床する。

　

ま
た
、
射
出
さ
れ
た
精
液
の
中
に
ま
っ
た

く
精
子
を
確
認
で
き
な
い
場
合
で
も
、
精
巣

や
精
巣
上
体
に
精
子
が
見
つ
か
る
よ
う
な

ら
、
精
巣
や
精
巣
上
体
か
ら
採
取
し
た
精

子
を
利
用
し
て
顕
微
授
精
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
妊
娠
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

子宮筋膜
子宮内膜

成熟卵胞
排卵

卵管采

受精

前核期

２細胞期

胞胚（胚盤胞）

着床
（排卵約１週間後）

成熟中の卵胞

４細胞期
８細胞期

桑実胚
子宮

卵管

卵巣

原始細胞
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卵
管
は
妊
娠
の
成
立
に
か
か
わ
る
重
要
な

部
分
で
、
と
て
も
繊
細
な
役
目
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
卵
管
が
傷

つ
い
て
い
る
た
め
に
不
妊
症
と
な
っ
て
い
る

方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

細
菌
や
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
よ
る
感
染
症
や
子

宮
内
膜
症
な
ど
、
卵
管
に
障
害
を
起
こ
す
原

因
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

卵
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
、
卵
巣
か

ら
飛
び
出
す
卵
子
を
う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き

な
く
な
っ
た
り
、
た
と
え
キ
ャ
ッ
チ
で
き
て

も
、
卵
管
の
中
か
ら
子
宮
ま
で
う
ま
く
卵
子

を
運
べ
な
く
な
り
、
不
妊
症
や
子
宮
外
妊
娠

と
な
っ
た
り
し
ま
す
。主
な
原
因
と
し
て
は
、

卵
管
炎
や
子
宮
内
膜
症
、
卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
嚢
胞
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
予

防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
も
し
傷
つ
い

て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。

　

現
在
、
考
え
ら
れ
る
治
療
法
と
し
て
、
傷

つ
い
た
卵
管
を
修
復
し
て
妊
娠
成
立
を
目
指

す
方
法
（
手
術
）
と
、
卵
管
を
使
わ
な
い
で

妊
娠
し
よ
う
と
す
る
方
法
（
体
外
受
精
）
と

の
２
つ
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後
者
の

体
外
受
精
が
最
先
端
の
不
妊
治
療
と
し
て

華
々
し
く
脚
光
を
浴
び
る
一
方
、
や
は
り
で

き
れ
ば
自
然
に
妊
娠
し
た
い
と
い
う
思
い
を

持
つ
患
者
さ
ま
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
こ
で
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

先
端
医
療
の
手
術
で
あ
る
卵
管
鏡
下
卵
管
形

成
術
（
Ｆ
Ｔ
法
）
で
す
。

　

Ｆ
Ｔ
法
と
は
、
詰
ま
っ
て
い
た
り
、
狭
く

な
っ
て
い
る
卵
管
を
通
す
カ
テ
ー
テ
ル
手
術

で
す
。
従
来
、
卵
管
の
手
術
と
い
え
ば
、
入

院
に
よ
る
開
腹
手
術
や
腹
腔
鏡
手
術
が
中
心

で
し
た
。
し
か
し
こ
の
Ｆ
Ｔ
法
は
、
外
来
で

の
日
帰
り
手
術
も
可
能
で
す
。
Ｆ
Ｔ
法
に
用

い
ら
れ
る
卵
管
鏡
は
、
円
筒
状
の
伸
長
性
バ

ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
と
、
そ
の
内
側
に
毛
髪

ほ
ど
の
細
さ
の
カ
メ
ラ
を
組
み
込
ん
だ
シ
ス

テ
ム
で
、
卵
管
内
腔
の
病
態
を
直
接
把
握

し
、
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
手

術
中
は
簡
単
な
麻
酔
を
施
し
ま
す
の
で
、
痛

み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
Ｆ
Ｔ
法
は
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少

な
く
、
保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら

費
用
面
で
も
と
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
成
績
と
し
て
は
、
卵
管
の
開
口
が

80
％
以
上
に
確
認
さ
れ
、
術
後
の
妊
娠
率
も

非
常
に
良
好
で
す
。

　

不
妊
治
療
に
お
け
る
診
断
で
医
師
に
卵
管

の
病
変
を
指
摘
さ
れ
、
体
外
受
精
の
す
す
め

ら
れ
て
い
る
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、
Ｆ
Ｔ
法

は
非
常
に
有
効
な
治
療
法
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
体
外
受
精
を
検
討
す
る
前
に
、
事
前
検

査
を
受
け
て
ト
ラ
イ
し
て
み
る
価
値
は
十
分

に
あ
る
で
し
ょ
う
。

卵
管
因
子
の
不
妊
治
療

卵
管
が
傷
つ
く

要
因
は
さ
ま
ざ
ま

傷
つ
い
た
卵
管
を

治
し
て
妊
娠

外
来
で
Ｏ
Ｋ
、
保
険
が

適
用
さ
れ
る
Ｆ
Ｔ
法
に
注
目

体
外
受
精
と
は
別
の

観
点
で
妊
娠
を
サ
ポ
ー
ト

■卵管子宮口の異常所見
正常な卵管子宮口は、①画
像のように丸く、二重の輪
が重なったように見えま
す。それが変形した状態が
②、口が狭い場合が③の画
像です。④のように、閉塞
している場合は、卵管子宮
口が見えません。自然妊娠
の可能性が、これらの画像
で判断できます。

1

34

2

変形
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カテーテル

卵管鏡
バルーン

閉塞部
卵管鏡

ＦＴ法と効果

　円筒状のバルーンカテーテルの内腔に、内
径 0.5 ㎜の微細なファイバースコープを挿入
し、加圧式のフレキシブルなバルーンカテー
テルを卵管内に押し進めることにより、卵管
形成を行い、同時に卵管内腔を観察する方法
です。カテーテル外径は 1.2㎜。
　原則外来日帰り手術（静脈麻酔を実施）とし、
ＦＴ法は卵管鏡バルーンカテーテルシステム
（テルモ社製）を用いて行います。

卵管鏡下卵管形成術の様子

■卵管鏡下卵管形成術の様子

■ＦＴカテーテルによる観察と治療の過程

■ＦＴ法による治療年齢と妊娠率 ■ＦＴ法後その周期のタイミング療法ですぐ妊娠した例

■卵管障害別通過性改善率

卵管狭窄例　94.0％（36 ／ 38）
卵管閉塞例　50.0％（25 ／ 50）

　（p = 有意差）

p 〈 0.05

①治療前に麻酔を行い、細い卵管鏡を
内蔵したカテーテルを用います。

②カテーテルを腟から子宮へ挿入し、
卵管に近づいたら、バルーンを膨らま
せます。バルーンの先の卵管鏡で内部
を観察します。

③卵管鏡で閉塞している部分などを見
つけます。

④バルーンを押し進め、閉塞している
部分を広げます。

ＦＴ法後はその効果が高いうちに、早めに妊娠することが望まれます。実際に手
術後間もなく妊娠する方が多く、この方では1カ月後に妊娠しています。

出典：英ウィメンズクリニック

卵管

子宮
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排
卵
因
子
の
不
妊
治
療

排
卵
が

毎
月
あ
り
ま
す
か
？

無
排
卵
症
の
治
療
法

や
せ
す
ぎ
、
太
り
す
ぎ
は
と
も
に
改
善
が
必
要

　

肥
満
や
や
せ
す
ぎ
が
無
排
卵
の
原
因
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
極
端
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
短
期
間
に
体

重
が
減
少
す
る
と
、
無
排
卵
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
不
妊
治
療
に

お
い
て
は
、
体
重
が
多
す
ぎ
る
方
や
、
少

な
す
ぎ
る
方
に
は
、
体
重
の
調
整
を
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

や
せ
て
い
る
方
に
は
体
重
を
増
や
す
よ

う
、
肥
満
の
方
に
は
減
量
す
る
よ
う
に
指

導
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
自
然
に
排
卵
が

起
こ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
な
ど

の
よ
う
に
、
血
液
中
の
男
性
ホ
ル
モ
ン
が

増
加
す
る
と
食
欲
が
増
し
て
肥
満
と
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
肥
満

は
無
排
卵
の
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
結
果

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
ダ
イ

エ
ッ
ト
だ
け
で
は
排
卵
は
回
復
し
ま
せ
ん

の
で
、
排
卵
誘
発
剤
の
投
与
な
ど
に
よ
る

治
療
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
飲
み
薬
に
よ
る
排
卵
誘
発
治
療
か
ら

　

無
排
卵
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
経
口
薬

の
排
卵
誘
発
剤
と
し
て
代
表
的
な
も
の

は
、ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン（
商
品
名
／
ク
ロ
ミ
ッ

ド
Ⓡ

等
）、
シ
ク
ロ
フ
ェ
ニ
ル
（
商
品
名

／
セ
キ
ソ
ビ
ッ
ト
Ⓡ

）、
そ
し
て
レ
ト
ロ

ゾ
ー
ル
で
す
。

　

ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
似

た
構
造
を
し
て
お
り
、
視
床
下
部
の
女
性

ホ
ル
モ
ン
セ
ン
サ
ー
に
結
合
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
視
床
下
部
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
が

足
り
な
い
も
の
と
勘
違
い
し
、
排
卵
を
促

す
ホ
ル
モ
ン
を
た
く
さ
ん
分
泌
し
始
め
て

排
卵
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

排
卵
誘
発
効
果
は
、
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
の

ほ
う
が
シ
ク
ロ
フ
ェ
ニ
ル
よ
り
か
な
り
強

　

排
卵
の
異
常
は
女
性
の
不
妊
原
因
と
し
て

多
い
も
の
で
す
。
月
経
が
規
則
正
し
い
女
性

に
は
、
１
カ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
排
卵
が

起
こ
り
、
妊
娠
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
す
。

排
卵
が
数
カ
月
に
１
回
に
な
る
こ
と
を
希
発

排
卵
と
い
い
、
ま
っ
た
く
排
卵
が
起
こ
ら
な

く
な
る
こ
と
を
無
排
卵
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
な
る
と
妊
娠
は
望
め
ま
せ
ん
。
月
経

が
不
規
則
な
方
は
、
排
卵
が
う
ま
く
起
こ
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
排
卵
は
脳

の
視
床
下
部
、
脳
下
垂
体
、
卵
巣
の
３
者
が

う
ま
く
連
携
し
て
は
じ
め
て
起
こ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
い
ず
れ
か
に
異
常
が
あ
る
と
無
排

卵
と
な
り
ま
す
。
強
い
ス
ト
レ
ス
や
不
規
則

な
食
事
、
不
規
則
な
生
活
も
無
排
卵
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
卵
子
に
は
質
の
よ
い
丈
夫
な
卵
子

と
そ
う
で
な
い
卵
子
が
あ
り
ま
す
の
で
、
排

卵
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
健
康
な
卵
子
が
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
排
卵
さ
れ
る
こ
と
で
妊
娠
を
期

待
で
き
る
の
で
す
。

　

月
経
が
不
規
則
な
方
や
、
月
経
が
規
則
正

し
い
場
合
で
も
な
か
な
か
妊
娠
に
至
ら
な
い

方
は
、
基
礎
体
温
を
つ
け
た
う
え
で
、
排
卵

に
か
か
わ
る
ホ
ル
モ
ン
検
査
を
受
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

無
排
卵
の
治
療
に
は
以
下
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

①
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
の
体
重
調
整

②
排
卵
誘
発
剤
の
飲
み
薬
（
経
口
薬
）
に
よ

る
治
療
﹇
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
ク
エ
ン
酸
塩

（
以
下
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
と
略
）、
シ
ク
ロ

フ
ェ
ニ
ル
、
レ
ト
ロ
ゾ
ー
ル
﹈

③
脳
下
垂
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤
に
よ
る
治
療

（
Ｈ
Ｍ
Ｇ
／
Ｆ
Ｓ
Ｈ
治
療
）

④
多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
の
治
療

⑤
視
床
下
部
ホ
ル
モ
ン
（
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
）
を
携

帯
ポ
ン
プ
を
用
い
て
投
与

⑥
卵
巣
性
無
排
卵
の
治
療

⑦
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
の
治
療

⑧
甲
状
腺
機
能
異
常
の
治
療

　

以
下
に
特
筆
さ
れ
る
べ
き
治
療
法
を
詳
し

く
お
伝
え
し
ま
す
。

力
で
す
。
し
か
し
、
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
の
抗

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
作
用
は
子
宮
に
も
現
れ
や

す
く
、
子
宮
頸
管
粘
液
の
分
泌
を
抑
え
た

り
、
子
宮
内
膜
の
発
育
を
妨
げ
る
な
ど
の

副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
近
年
、
注
目
さ
れ
る
の
が
レ
ト

ロ
ゾ
ー
ル
な
ど
の
ア
ロ
マ
タ
ー
ゼ
阻
害
薬

で
す
。
こ
れ
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
合
成
酵

素
の
働
き
を
阻
害
す
る
こ
と
で
排
卵
誘
発

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
副
作
用
が
な
く
、
非
常

に
期
待
さ
れ
る
薬
で
す
が
、
現
在
は
ま
だ

排
卵
誘
発
剤
と
し
て
の
保
険
適
用
が
な

く
、
自
費
で
の
処
方
と
な
り
ま
す
。
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1日 5日 10日 15日

月　経

排卵が起こる

5日間
• • • • •

1日 5日 10日 15日

月　経

排卵が起こる

7日間
• • • • •

■クロミフェンの服用

無
排
卵
症
に
多
い
多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群

　

多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
（
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）

は
、
無
排
卵
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
も

の
で
す
。
慢
性
的
な
男
性
ホ
ル
モ
ン
過
剰

状
態
が
特
徴
で
、
卵
巣
に
た
く
さ
ん
の
小

嚢
胞
が
み
ら
れ
、
排
卵
が
起
こ
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
症
状
の
強
い
例
で
は
、
無
排

卵
に
加
え
て
肥
満
や
に
き
び
、
多
毛
な
ど

の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
い
ま
だ
に
不
明

で
謎
の
多
い
疾
患
で
す
。
病
気
と
い
う
よ

り
も
体
質
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
も
の
で

す
。
治
療
に
は
排
卵
誘
発
剤
の
投
与
、
腹

腔
鏡
下
の
レ
ー
ザ
ー
メ
ス
等
に
よ
る
治

療
、
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
の
治
療
の
ほ

か
、
芍し

ゃ
く

薬や
く

甘か
ん

草ぞ
う

湯と
う

と
い
う
漢
方
薬
も
有
効

で
す
。

　

排
卵
誘
発
剤
は
、
ま
ず
副
作
用
の
弱
い

経
口
排
卵
誘
発
剤
、
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
や
レ

ト
ロ
ゾ
ー
ル
な
ど
を
使
い
ま
す
。
経
口
排

卵
誘
発
剤
で
排
卵
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、

注
射
薬
の
脳
下
垂
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤
に
よ

る
Ｈ
Ｍ
Ｇ
／
Ｆ
Ｓ
Ｈ
―
Ｈ
Ｃ
Ｇ
療
法
を
行

い
ま
す
。
妊
娠
に
一
番
結
び
つ
き
や
す
い

の
は
こ
の
治
療
で
す
が
、
多
胎
妊
娠
や
、

卵
巣
過
剰
刺
激
症
候
群
な
ど
の
副
作
用
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　

卵
巣
表
面
を
腹
腔
鏡
下
レ
ー
ザ
ー
メ
ス

で
焼
い
て
卵
巣
機
能
を
回
復
さ
せ
る
治
療

は
、
入
院
・
手
術
が
必
要
で
す
が
、
自
然

排
卵
・
自
然
妊
娠
が
期
待
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、効
果
は
約
１
年
間
と
一
時
的
で
す
。

　

メ
ト
グ
ル
コ
Ⓡ
な
ど
、
ビ
グ
ア
ナ
イ
ド

系
の
糖
尿
病
治
療
薬
に
、
排
卵
を
促
進
す

る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
体
内
の
イ
ン
ス
リ
ン
濃
度
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
で
、
卵
巣
か
ら
の
男
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
減
少
し
、
排
卵
が
う
ま
く

起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
排

卵
誘
発
剤
を
使
っ
て
も
排
卵
が
起
こ
ら
な

い
場
合
や
、
妊
娠
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合

に
は
ぜ
ひ
す
す
め
た
い
薬
で
す
。

高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
に
つ
い
て

　

高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
と
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｌ

（
乳
汁
分
泌
ホ
ル
モ
ン
）
の
分
泌
が
増
加

し
て
、
排
卵
が
起
こ
り
に
く
く
な
る
病
態

で
す
。
原
因
と
し
て
は
、
ス
ト
レ
ス
、
甲

状
腺
機
能
低
下
、多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
、

脳
下
垂
体
の
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
産
生
腫
瘍
の

ほ
か
、
薬
剤
の
副
作
用
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

治
療
法
と
し
て
は
、
カ
ベ
ル
ゴ
リ
ン
Ⓡ

を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
Ｌ
を
産
生

す
る
脳
下
垂
体
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
場
合

は
、
投
薬
に
よ
る
治
療
の
ほ
か
に
、
ま
れ

に
手
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

カ
ベ
ル
ゴ
リ
ン
の
副
作
用
は
食
欲
減
退
や

軽
い
吐
き
気
な
ど
で
す
が
、
副
作
用
を
感

じ
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

脳
下
垂
体
ホ
ル
モ
ン
治
療
注
射
薬
に
よ
る
誘
発

　

経
口
の
排
卵
誘
発
剤
で
は
排
卵
が
起
こ

ら
な
い
場
合
や
、排
卵
は
起
こ
る
も
の
の
、

な
か
な
か
妊
娠
し
な
い
場
合
、
注
射
薬
に

よ
る
排
卵
誘
発
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
排
卵
が
起
こ
る
た
め
に
必
要

な
、
２
種
類
の
脳
下
垂
体
ホ
ル
モ
ン
、
す

な
わ
ち
卵
胞
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
Ｆ
Ｓ
Ｈ
）

と
黄
体
化
ホ
ル
モ
ン
（
Ｌ
Ｈ
）
に
相
当
す

る
も
の
を
、
皮
下
注
射
（
一
部
は
筋
肉
注

射
）し
て
排
卵
を
起
こ
さ
せ
る
治
療
で
す
。

Ｈ
Ｍ
Ｇ
／
Ｆ
Ｓ
Ｈ
―
Ｈ
Ｃ
Ｇ
療
法
、
ゴ
ナ

ド
ト
ロ
ピ
ン
療
法
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
月
経
の
３
〜
５
日
目
か

ら
Ｈ
Ｍ
Ｇ
の
筋
肉
注
射
、
ま
た
は
皮
下
注

射
を
連
日
行
い
、
超
音
波
検
査
で
卵
巣
の

様
子
を
観
察
し
ま
す
。
卵
胞
の
発
育
が
十

分
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
Ｈ
Ｃ
Ｇ
の
筋
肉

注
射
を
し
ま
す
。
こ
の
注
射
後
、
30
〜
40

時
間
で
排
卵
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
ク

ロ
ミ
フ
ェ
ン
の
内
服
で
卵
胞
を
発
育
さ
せ

た
後
に
、
Ｈ
Ｃ
Ｇ
の
注
射
で
排
卵
を
起
こ

さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
最
近

で
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｇ
の
代
わ
り
に
、
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ

剤
の
点
鼻
ス
プ
レ
ー
を
噴
霧
し
て
排
卵
を

促
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｃ
Ｇ
は
卵
巣
が
腫
れ
る
副
作
用
が
強
い

の
が
欠
点
で
す
が
、
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
剤
の
点
鼻

ス
プ
レ
ー
は
こ
の
よ
う
な
副
作
用
が
少
な

い
の
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

脳
下
垂
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤
（
Ｈ
Ｍ
Ｇ
／

Ｆ
Ｓ
Ｈ
）
の
排
卵
誘
発
作
用
は
強
力
で
、

妊
娠
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
す
が
、
同

時
に
多
数
の
卵
子
が
排
卵
さ
れ
て
し
ま
う

結
果
、
多
胎
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
卵
巣
が
誘
発
に
よ
っ
て
過
剰
に

刺
激
さ
れ
、
腫
れ
て
し
ま
う
卵
巣
過
剰
刺

激
症
候
群
（
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
）
を
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
腹
水
や
胸
水
が
た
ま
っ

て
重
症
化
す
る
と
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も

あ
り
、
重
い
後
遺
症
を
残
す
こ
と
も
あ
る

の
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
の
患
者
さ
ま
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

月経周期の
２～５日目から
１日１～３錠を
５日間飲み続ける

■シクロフェニルの服用
月経周期の
２～５日目から
１日２～６錠を
７日間飲み続ける

強
い
排
卵
誘
発
で
は

副
作
用
に
も
注
意

近
年
注
目
さ
れ
る

ビ
グ
ア
ナ
イ
ド
系
糖
尿
病
治
療
薬
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治療法 原　因

• ホルモン治療
GnRHアナログ
• 子宮筋腫核出手術

子宮筋腫

子宮腺筋症

• 子宮整形手術 子宮形態異常

• 子宮内腔拡張術 子宮内腔癒着

• 子宮内膜掻爬術
そう は 子宮内膜

ポリープ

• ホルモン治療
GnRHアナログ
ダナゾールなど
• 手術による治療

子
宮
因
子
の
不
妊
治
療

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば

不
妊
治
療
の
前
に
検
査
を

子
宮
筋
腫
が
あ
っ
て
も
子
ど
も
は
授
か
る
？

　

子
宮
は
平
滑
筋
と
い
う
柔
ら
か
い
筋
肉

で
で
き
た
臓
器
で
す
。
こ
の
子
宮
の
筋
肉

の
一
部
か
ら
発
生
す
る
「
硬
く
て
丸
い
こ

ぶ
」
が
子
宮
筋
腫
で
あ
り
、
良
性
の
腫
瘍

で
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン（
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
）

の
影
響
を
受
け
て
成
長
す
る
子
宮
筋
腫

は
、
40
歳
前
後
の
女
性
の
お
よ
そ
30
〜

40
％
に
認
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多

い
疾
患
で
す
。発
生
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、

図
の
よ
う
に
漿

し
ょ
う

膜ま
く

下か

筋
腫
、筋
層
内
筋
腫
、

粘
膜
下
筋
腫
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

子
宮
筋
腫
の
治
療
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

発
生
部
位
に
よ
っ
て
は
多
く
の
場
合
、
治

療
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
症
状
が
強
い

場
合
に
は
、
ま
れ
に
手
術
に
よ
る
治
療
を

必
要
と
し
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場

合
に
不
妊
症
と
な
り
、
治
療
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
粘
膜
下
筋
腫
は
、
子
宮
内
腔
に
向

か
っ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
た
と

え
小
さ
い
筋
腫
で
も
受
精
卵
の
着
床
を
妨

げ
、
不
妊
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
筋
層

内
筋
腫
で
も
、
胎
児
の
宿
る
子
宮
腔
を
変

形
さ
せ
る
も
の
は
や
は
り
受
精
卵
の
着
床

を
妨
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
卵
管
に
近
い
と
こ
ろ
に
で
き
た

子
宮
筋
腫
は
、
卵
管
を
圧
迫
し
て
不
妊
症

の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
漿

膜
下
筋
腫
は
不
妊
症
の
原
因
と
は
な
り
に

く
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
大
き
い
も
の

は
卵
巣
や
卵
管
の
働
き
に
悪
影
響
を
与
え

る
の
で
、
不
妊
症
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

子
宮
筋
腫
が
あ
っ
て
も
正
常
に
妊
娠
・

出
産
で
き
る
場
合
も
多
く
、
治
療
開
始
に

あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
子
宮
筋
腫
が
不
妊
や
流
産
の

原
因
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
の
治
療

方
法
に
は
、
ホ
ル
モ
ン
薬
に
よ
る
保
存
的

治
療
と
、
手
術
で
筋
腫
を
取
り
除
く
外
科

的
治
療
（
手
術
）
が
あ
り
ま
す
。
手
術
に

は
子
宮
全
体
を
取
り
除
く
場
合
（
妊
娠
は

望
め
ま
せ
ん
）
と
、
腹
腔
鏡
な
ど
に
よ
る

子
宮
筋
腫
の
こ
ぶ
の
部
分
だ
け
を
取
り
除

き
、
で
き
る
だ
け
子
宮
を
残
す
子
宮
筋
腫

核
出
術
が
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ル
モ
ン
治
療
は
Ｇ
ｎ

Ｒ
Ｈ
ア
ナ
ロ
グ
を
４
〜
６

カ
月
使
用
し
て
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
抑
え
、
子

宮
筋
腫
を
縮
小
さ
せ
る
も

の
で
す
が
、
効
果
が
確
実

で
は
な
く
、
し
か
も
そ
の

効
果
は
一
時
的
で
す
の

で
、
不
妊
症
の
治
療
と
し

て
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ま

せ
ん
。

■子宮因子の不妊原因と治療の関係

妊
娠
を
希
望
す
る
場
合
の

子
宮
筋
腫
の
治
療
法

■子宮筋腫の種類

漿膜下筋腫

筋層内筋腫

粘膜下筋腫

　

排
卵
さ
れ
た
卵
子
は
、
卵
管
の
膨
大
部
で

精
子
に
巡
り
合
い
受
精
し
ま
す
。
こ
う
し
て

誕
生
し
た
受
精
卵
は
卵
管
内
を
運
搬
さ
れ
、

子
宮
腔
へ
た
ど
り
つ
き
、
や
が
て
子
宮
内
膜

に
も
ぐ
り
こ
ん
で
着
床
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
子
宮
に
異
常
が
あ
る
と
、

受
精
卵
が
着
床
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
胎
児

が
順
調
に
発
育
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
流
産

の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
子
宮
の
問
題

と
し
て
多
い
の
は
、
子
宮
内
膜
ポ
リ
ー
プ
、

子
宮
筋
腫
、
子
宮
腺
筋
症
、
子
宮
形
態
異
常

な
ど
で
す
。

　

月
経
が
長
引
く
、
不
正
出
血
が
あ
る
、
月

経
量
が
多
い
、
下
腹
部
が
張
る
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
に
は
、
子
宮
内
膜
ポ
リ
ー
プ
や

子
宮
筋
腫
、
月
経
痛
が
強
い
場
合
に
は
子
宮

腺
筋
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
超
音
波
検
査
や
子
宮
鏡
検
査
な

ど
の
苦
痛
の
な
い
検
査
で
簡
単
に
診
断
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
比
較
的
簡
単
に

治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
多
く
あ
り

ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
は
、
一
度

検
査
を
受
け
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
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子
宮
が
手
術
や
細
菌
感
染
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
ら
？

　

子
宮
内
腔
の
掻そ

う

爬は

術
を
受
け
た
こ
と

や
、
細
菌
感
染
に
よ
る
炎
症
な
ど
で
、
子

宮
内
膜
が
傷
つ
い
た
結
果
、
子
宮
内
腔
に

癒
着
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
子
宮
内
腔
癒
着
と
い
い
ま
す
。
受
精
卵

が
着
床
す
る
は
ず
の
子
宮
内
腔
が
癒
着
し

て
閉
鎖
し
て
し
ま
う
と
、
妊
娠
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。

　

子
宮
内
腔
癒
着
の
治
療
法
と
し
て
は
、

癒
着
を
は
く
離
し
、
子
宮
内
腔
を
拡
張
す

る
手
術
を
行
い
ま
す
。
通
常
簡
単
な
麻
酔

を
し
、
子
宮
鏡
を
腟
か
ら
子
宮
内
腔
へ
挿

入
し
て
、
癒
着
し
て
い
る
部
分
を
は
が
し

ま
す
。
拡
張
手
術
後
、
再
癒
着
を
防
止
す

る
目
的
で
、
子
宮
内
に
子
宮
内
避
妊
器
具

（
Ｉ
Ｕ
Ｄ
）
を
挿
入
し
１
〜
２
カ
月
間
留

置
し
て
お
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｕ
Ｄ
と
は
、
本
来
避
妊
を
目
的
と
し

て
子
宮
内
に
挿
入
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
器
具
で
す
。

子
宮
腺
筋
症
の
治
療
法

　

子
宮
腺
筋
症
と
は
子
宮
内
膜
症
の
一
つ

で
す
。

　

子
宮
内
膜
症
と
は
、
子
宮
内
膜
と
同
じ

よ
う
な
組
織
が
、
子
宮
の
筋
層
内
や
ダ
ク

ラ
ス
窩か

、
卵
巣
、
卵
管
周
囲
な
ど
に
生
じ

て
増
殖
し
、
出
血
や
炎
症
を
起
こ
す
も
の

で
す
。
こ
の
子
宮
内
膜
症
が
子
宮
の
柔
ら

か
い
筋
肉
の
中
に
発
生
す
る
と
、
子
宮
が

全
体
に
硬
く
腫
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

を
子
宮
腺
筋
症
と
い
い
、
子
宮
内
膜
症
の

中
で
も
、
特
に
月
経
痛
が
強
く
な
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

ま
ず
、
ホ
ル
モ
ン
治
療
（
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア

ナ
ロ
グ
や
ダ
ナ
ゾ
ー
ル
な
ど
）
を
４
〜
６

カ
月
行
い
、
子
宮
腺
筋
症
の
改
善
を
期
待

し
ま
す
。
あ
る
程
度
の
改
善
を
期
待
で
き

ま
す
が
、
治
療
効
果
は
一
時
的
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
治
療
終
了
後
、
な
る
べ
く
早

く
妊
娠
す
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　

手
術
療
法
で
は
、
腺
筋
症
に
よ
っ
て
硬

く
腫
れ
た
子
宮
の
筋
肉
を
切
除
し
ま
す
。

腺
筋
症
の
場
合
、
病
変
の
境
界
は
不
鮮
明

で
あ
る
た
め
、
子
宮
腺
筋
症
を
す
べ
て
取

り
除
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

慎
重
に
治
療
法
を
選
び
た
い
子
宮
形
態
異
常

　

子
宮
の
形
は
よ
く
西
洋
梨
に
た
と
え
ら

れ
ま
す
が
、
大
き
さ
は
や
や
大
き
め
の
鶏

卵
く
ら
い
で
す
。
こ
の
子
宮
に
生
ま
れ
つ

き
形
態
異
常
が
あ
る
た
め
に
、
不
妊
症
や

流
産
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
形
態
異
常
に
は
、
図
に
示
し
た
よ
う

に
、
程
度
の
軽
い
も
の
か
ら
重
い
も
の
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

双そ
う

角か
く

子
宮
、
中ち
ゅ
う

隔か
く

子
宮
な
ど
に
よ
り
子

宮
腔
に
形
態
異
常
が
あ
る
場
合
、
不
妊
症

や
流
産
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
子
宮
腔
が

変
形
し
、
着
床
が
起
こ
り
に
く
く
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

双
角
子
宮
や
中
隔
子
宮
な
ど
で
な
か
な

か
妊
娠
し
な
い
場
合
や
、
３
回
以
上
流
産

を
繰
り
返
す
場
合
に
は
、
手
術
に
よ
る
子

宮
整
形
を
考
慮
し
ま
す
。重
複
子
宮
で
は
、

左
右
の
子
宮
が
完
全
に
分
離
し
て
い
ま
す

の
で
、
手
術
に
よ
る
整
形
治
療
は
望
め
ま

せ
ん
。
弓
状
子
宮
の
よ
う
に
変
形
の
程
度

が
軽
い
場
合
に
は
、
通
常
、
手
術
治
療
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
術
の
方
法
は
、
開
腹
し
て
行
う
場
合

と
、
子
宮
鏡
を
腟
か
ら
子
宮
内
腔
に
挿
入

し
て
余
分
な
部
分
を
削
る
方
法
が
あ
り
ま

す
（
レ
ゼ
ク
ト
ス
コ
ピ
ー
）。
子
宮
鏡
に

よ
る
手
術
の
場
合
は
日
帰
り
が
可
能
で

す
。
ど
ち
ら
の
方
法
が
よ
い
か
は
、
子
宮

形
態
異
常
の
程
度
な
ど
に
よ
り
慎
重
に
検

討
し
て
決
め
ま
す
。

■子宮形態異常の種類

正常な子宮弓状子宮中隔子宮

単角子宮双角子宮重複子宮
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そ
の
他
の
不
妊
治
療

黄
体
機
能
不
全
の
治
療
法

精
子
の
侵
入
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
抗
精
子
抗
体
と
は
？

　

本
来
、
抗
体
と
は
外
敵
の
侵
入
を
阻
止

す
る
働
き
を
持
つ
物
質
で
す
。

　

女
性
は
精
子
に
対
し
て
は
普
通
、
抗
体

を
作
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
れ
に
女
性

の
体
内
で
精
子
と
結
合
す
る
抗
体
が
作
ら

れ
、
子
宮
や
卵
管
の
中
で
精
子
の
運
動
を

止
め
た
り
、
受
精
能
力
を
妨
げ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
を
抗
精
子
抗
体
と
い
い
、

不
妊
女
性
の
数
％
に
見
つ
か
り
ま
す
。

　

女
性
の
体
内
に
こ
の
抗
体
が
見
つ
か
っ

た
場
合
（
抗
体
検
査
陽
性
）、
自
然
妊
娠

は
起
こ
り
に
く
い
の
で
、
抗
精
子
抗
体
検

査
は
一
般
的
な
検
査
の
な
か
で
も
重
要
な

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
テ

ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の
内
服
治
療
で
抗
体
の

減
少
を
は
か
る
治
療
が
試
み
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
体
外
受
精
以
外
で
は
妊

娠
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ふかふかのベッドがつくれない！

子宮内膜は受精卵のベッド

黄体の働きが悪く、プロゲステロンの分泌が少な
いと、受精卵がうまく着床できずに流産の原因に

女
性
因
子
も
あ
る
性
交
障
害

　

性
交
障
害
と
は
、
勃ぼ

っ

起き

し
た
ペ
ニ
ス
を

腟
内
に
挿
入
し
腟
内
に
射
精
す
る
、
と
い

う
一
連
の
性
行
為
を
で
き
な
い
、
あ
る
い

は
完
遂
で
き
な
い
こ
と
を
指
し
ま
す
。
男

性
側
の
原
因
と
し
て
は
、
E
D
と
呼
ば

れ
る
勃
起
不
全
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
勃
起
す
る
も
の
の
射
精
が
で
き

な
い
射
精
障
害
の
患
者
さ
ま
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

原
因
に
は
糖
尿
病
な
ど
の
器
質
的
疾
患

が
関
与
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ス
ト

レ
ス
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
の
精
神
的
要

因
が
強
く
関
与
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
近
年
は
こ
れ
ら
に
有
効
な
薬
物
治
療

が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
男
性
外
来
を
設

け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
悩
み
の
ご
相
談
に

力
を
い
れ
て
お
り
ま
す
。

　

女
性
側
に
原
因
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
腟
が
硬
く
挿
入
時
に
強
い
痛
み

を
感
じ
る
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
の
場
合
に
は
腟
を
や
わ
ら
か

く
す
る
よ
う
な
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
性
交
に
対
す
る
恐
怖
心
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
看

護
師
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

排
卵
が
起
こ
っ
た
後
、
卵
巣
に
形
成
さ
れ

る
黄
体
か
ら
黄
体
ホ
ル
モ
ン
（
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
）
と
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）

が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
子
宮

内
膜
の
成
熟
を
促
し
、〝
ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ

ド
〞
を
作
っ
て
受
精
卵
の
着
床
を
待
つ
の
で

す
。

　

受
精
卵
が
子
宮
内
膜
に
着
床
す
る
に
は
、

必
要
な
濃
度
の
黄
体
ホ
ル
モ
ン
（
10
㎎
／
mL

以
上
）
と
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
（
１
５
０
pg
／
mL

以
上
）
が
、
十
分
な
期
間
（
11
日
以
上
）
に

わ
た
り
分
泌
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
ホ
ル
モ
ン
が
不
十
分
だ
と
着
床
が
起

こ
り
に
く
く
な
り
、
こ
の
状
態
を
黄
体
機
能

不
全
と
い
い
ま
す
。

　

基
礎
体
温
表
で
高
温
相
が
短
か
っ
た
り
、

体
温
が
上
下
し
た
り
す
る
場
合
に
こ
の
疾
患

が
疑
わ
れ
ま
す
。
高
温
期
に
血
液
検
査
を
し

て
、
ホ
ル
モ
ン
値
を
数
回
測
定
す
る
と
、
よ

り
確
か
な
診
断
が
可
能
で
す
。

　

治
療
の
方
法
と
し
て
は
、
経
口
薬
の
ホ
ル

モ
ン
製
剤
を
投
与
す
る
方
法
や
、
黄
体
ホ
ル

モ
ン
そ
の
も
の
を
筋
肉
注
射
で
補
う
方
法
、

Ｈ
Ｃ
Ｇ
製
剤
を
投
与
し
て
卵
巣
の
黄
体
を
刺

激
し
、
黄
体
か
ら
の
黄
体
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

を
促
進
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
黄
体

ホ
ル
モ
ン
製
剤
の
投
与
方
法
に
は
、内
服
薬
、

注
射
薬
、
坐
薬
の
３
通
り
が
あ
り
ま
す
。
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原
因
不
明
不
妊
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

原
因
不
明
不
妊
の
場
合

再
度
注
目
す
べ
き
卵
管
治
療

不
妊
治
療
に
お
け
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
は
？

　

き
め
細
か
い
検
査
を
行
っ
て
も
１
割
く

ら
い
の
患
者
さ
ま
の
不
妊
原
因
は
、
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。
不
妊
の
原
因
の
な
か
で

も
、
と
り
わ
け
卵
管
の
異
常
は
見
つ
け
に

く
い
も
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
今
も
子

宮
卵
管
造
影
検
査
と
い
う
「
影
」
を
見
る

検
査
が
主
流
で
あ
る
た
め
、
わ
ず
か
な
異

常
ま
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
。
腹
腔
鏡
で
直
接
卵
管
を
見
る
方
法
も

あ
り
ま
す
が
、「
管
」
で
あ
る
卵
管
の
内

部
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
子
宮
卵
管
造
影
検
査
で
通
っ

て
い
る
と
診
断
さ
れ
た
卵
管
で
も
、
髪
の

毛
の
よ
う
に
細
い
卵
管
鏡
で
卵
管
の
中
を

観
察
し
ま
す
と
、
卵
管
の
中
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
当
院
で
も
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。
転
院
さ
れ
て
く
る
患
者

さ
ま
の
な
か
に
は
、
卵
管
に
問
題
を
抱
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
工
授
精
を

繰
り
返
し
、
治
療
に
行
き
詰
ま
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
を
多
く
お
見
か
け
し
ま

す
。

　

原
因
不
明
不
妊
の
場
合
、
一
般
的
に
は

人
工
授
精
の
治
療
が
選
択
肢
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
卵
管
に
異
常
が
隠
れ
て
い

る
場
合
、
人
工
授
精
の
妊
娠
率
は
低
く
な

り
ま
す
。
原
因
不
明
不
妊
と
診
断
さ
れ
、

途
方
に
暮
れ
て
い
る
方
々
に
は
、
卵
管
に

小
さ
な
異
常
が
な
い
か
ど
う
か
、
も
う
一

度
、
見
直
し
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、

通
水
治
療
、
日
帰
り
に
よ
る
卵
管
鏡
下
卵

管
形
成
術
、
体
外
受
精
な
ど
が
有
効
な
治

療
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
不
妊
治
療
で
は
「
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
一
度
は
目
に
し
た
り
、
お
聞
き

に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
ま
ず
は
、
排
卵
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

わ
せ
て
性
交
の
機
会
を
持
つ
、
タ
イ
ミ
ン

グ
療
法
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
妊
娠
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
人
工
授
精
、
そ
れ
で
も
妊

娠
で
き
な
か
っ
た
ら
体
外
受
精
と
、
ど
ん

ど
ん
治
療
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
し
か
し
、
最
初

か
ら
原
因
を
深
く
探
る
こ
と
な
く
、
す
べ

て
の
患
者
さ
ま
に
こ
の
方
法
を
当
て
は
め

て
い
て
は
無
理
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

当
院
で
は
検
査
を
し
て
も
、
治
療
を
続

け
て
も
妊
娠
で
き
な
い
、
前
述
し
た
１
割

の
原
因
不
明
不
妊
の
患
者
さ
ま
に
対
し
て

の
み
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
提
案
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

不
妊
治
療
の
大
原
則
は
、
不
妊
症
の
原

因
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
原
因
に
応
じ
た

治
療
を
行
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
必

要
が
あ
れ
ば
最
初
か
ら
体
外
受
精
と
い
う

場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
時
に
は
高
度
治
療

の
体
外
受
精
か
ら
卵
管
治
療
、
あ
る
い
は

人
工
授
精
に
「
ス
テ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
と
い

う
こ
と
も
大
い
に
あ
る
選
択
肢
で
す
。
よ

り
よ
い
治
療
法
を
導
き
出
す
た
め
、
一
人

ひ
と
り
の
患
者
さ
ま
、
そ
し
て
不
妊
原
因

と
向
き
合
う
こ
と
を
何
よ
り
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
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ブレイクコラム 2
From

Dr.Shiotani

　不妊治療の成否において、大切な

ファクターは治療を受けてくださって

いる女性の年齢だといえるでしょう。

　男性と女性の最も大きな違いは、精

子と卵子の作られ方にあります。男性

の睾
こう

丸
がん

（精巣）には、精子のもとにな

る細胞（精祖細胞）があり、大人になっ

てからもこの細胞から新しい精子がど

んどん作られます。ですから男性は比

較的高齢になってもフレッシュな精子

を射精することができるのです。

　一方、女性の卵子は、母親の胎内に

いる時に作られ、出生後はもう新しい

卵子が作られることはありません。し

たがって女性は、この世に生を受けた

時に卵巣内に蓄えられているおよそ

200 万個の卵子を少しずつ使っていく

ことになります。

　通常 50 歳くらいで卵巣の中の卵子

は枯渇し、閉経を迎えます。37 歳く

らいでは、卵巣の中の卵子は残り 2万

5000 個くらいにまで減っており、こ

うなると妊娠する力が低下します。

　37 歳で排卵する卵子は、卵巣のな

かで 37 年間出番を待っていた卵子で

あり、40 歳で排卵する卵子は 40 年間

出番を待っていた卵子となります。

　長い間出番を待っている間に卵子

は、さまざまなストレスにさらされ、

多くはダメージを受けています。現代

の最先端の生殖医療をもってしても一

度ダメージを受けてしまった卵子を回

復させることはできません。

　妊娠出産できる卵子の限界は 45 歳

くらいまでと考えられています。実際

当院では、45 歳の患者さまで妊娠出

産された方はたくさんいらっしゃいま

すが、46 歳以上の患者さまは妊娠で

きても流産してしまっているのが現状

です。

不妊治療と年齢因子

男性と女性の生殖器における
大きな違いとは？

年齢＝卵子の年齢。
ダメージを受けた卵子は？
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体外受精の治療ステップ

凍結胚移植によって
高まる妊娠率

当院で開発したシート法
による治療

男性因子の高度不妊治療

「治療のステップダウン」という選択

P36

P41

P42

P43

P44

P46
ブレイクコラム❸

36～40 ページの体外受精や
顕微授精法で
妊娠に至らない場合

最
先
端
の
高
度
治
療

不
妊
治
療
の
研
究
や
技
術
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
に
は
、
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
す
。
不
妊
症
に
悩
む
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は
選

択
肢
が
増
え
、
治
療
の
成
功
率
も
上
が
り
、
明
る
い
希
望
に
つ
な

が
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
医
師
の
す
す
め
に

従
う
だ
け
で
な
く
、
高
度
治
療
の
概
要
を
理
解
し
な
が
ら
、
納
得

の
い
く
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

高
度
治
療
の
実
際
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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一
般
的
方
法

■模擬胚移植とは

スプレー
卵が十分に成長したところで、
午後8時前後に卵子の最終の
成熟を促す注射

ブセレリン

HCG

HCG

一般的方法①
ショート法
月経周期３日目から点鼻スプレーを使
用開始し、ＨＭＧ／ＦＳＨ製剤の注射
を、６日～10日間連日行います。点
鼻スプレーは原則として、1日３回、
およそ８時間おきに、両方の鼻にスプ
レー（1日６噴射）をします。このスプ
レーは採卵２日前の夜まで続けます。
排卵誘発作用が強く、年齢が高い方
や、ＡＭＨ低値、ＦＳＨ高値の患者さ
まに向いています。

卵が十分に成長したところで、
午後8時前後に卵子の最終の
成熟を促す注射

スプレー

ブセレリン

HCG

HCG

一般的方法②
ロング法
治療前周期の黄体期（高温相）に点鼻
スプレーを使用開始し、月経の３日目
にＨＭＧ製剤の注射を６日～10日間
連日行います。点鼻スプレーは原則と
して、1日４回、およそ６時間おきに、
片方の鼻にスプレー（1日４噴射）をし
ます。このスプレーは採卵２日前の夜
まで続けます。ショート法に比較する
と排卵誘発作用はマイルドです。卵
胞成熟に時間がかかる傾向があります
が、卵子の質が高まることが期待でき
る方法です。

HCG

PPOS

プロゲスチン

排卵を抑制するプロゲスチンを
月経3日目から開始MPAなど

ブセレリン点鼻

卵が十分に成長したところで、午後8時前後に
卵子の最終の成熟を促す点鼻スプレー

一般的方法③
アンタゴニスト法（PPOS法）
月経周期３日目からＨＭＧ製剤の注
射を開始します。同時に排卵を抑える
ためプロゲスチンの内服も行います。
（PPOS法）この内服の代わりに、卵
胞が大きくなったところで排卵を抑え
るＧｎＲＨアンタゴニストの注射を行う
こともあります。このアンタゴニスト法
は、一般的方法のなかでも比較的排卵
誘発作用が弱く、年齢の比較的若い方、
ＡＭＨ高値、ＦＳＨ低値の患者さまに
向いています。

排
卵
誘
発 

 ̶

良
質
の
卵
子
を
育
て
ま
す ̶

教
室
参
加
や
検
査
で

ま
ず
は
治
療
の
準
備
か
ら

体
外
受
精
の
治
療
ス
テ
ッ
プ

高
度
生
殖
補
助
医
療
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
の
中
心
を
な
す
体
外
受
精
（
Ｉ
Ｖ
Ｆ
）
は
、

①
排
卵
誘
発
、
②
採
卵
、
③
受
精
、
④
胚
培
養
、
⑤
胚
移
植
、
⑥
黄
体
補
充
療
法
と
い
う

６
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

治
療
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
す
る
体
外

受
精
教
室
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
映

像
で
見
る
不
妊
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
体
外
受

精
教
室
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
お
忙
し
い
皆
さ
ま
に

は
ま
ず
こ
ち
ら
の
閲
覧
を
お
す
す
め
し
て

お
り
ま
す
。
治
療
に
対
す
る
不
安
や
疑
問

を
解
消
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
場
で
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
治
療
を
開
始
す
る
前
に

は
、
予
備
検
査
（
子
宮
鏡
検
査
や
模
擬
胚

移
植
）
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
予
備

検
査
の
内
容
は
患
者
さ
ま
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
担
当
医
か
ら
詳
細
を
ご
説
明

し
ま
す
。

　

１
回
の
治
療
あ
た
り
の
妊
娠
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
よ
い
卵
子
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
排
卵
誘
発
を
行

う
方
法
が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
排
卵
誘
発
の
方
法
は
、
排
卵
誘
発
剤
を
多
め
に
使
用
し
て
、
複
数
個
で
き
れ
ば
４
〜
７
個
の
卵

子
の
発
育
を
促
す
「
一
般
的
方
法
」
と
、
排
卵
誘
発
剤
の
使
用
量
を
減
ら
し
て
体
へ
の
負
担
を
軽
く
す
る
「
低
刺
激
法
」
と
の
２

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
排
卵
誘
発
剤
を
使
用
せ
ず
自
然
の
排
卵
を
利
用
す
る
「
自
然
周
期
法
」
も
あ
り
ま
す
。

　

排
卵
誘
発
剤
を
多
め
に
使
用
し
て
、
多
く

の
卵
子
を
用
い
、
ひ
い
て
は
多
く
の
受
精
卵

を
作
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
治
療
方
法
で

す
。
受
精
卵
が
４
個
以
上
育
て
ば
、
１
回
で

妊
娠
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
治
療
で
受
精
卵
が
余
れ
ば
凍
結
保
存
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
、
将
来
、
２
人
目
、
３

人
目
も
期
待
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

排
卵
誘
発
に
は
、
卵
子
を
育
て
る
Ｈ
Ｍ
Ｇ

／
Ｆ
Ｓ
Ｈ
製
剤
、
卵
子
の
成
熟
を
開
始
さ
せ

る
Ｈ
Ｃ
Ｇ
製
剤
・
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ナ
ロ
グ
、
自

然
排
卵
を
抑
え
る
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ナ
ロ
グ
と
Ｇ

ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
と
い
う
４
種
類
の

ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
い
ま
す
。
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ナ

ロ
グ
は
通
常
、
点
鼻
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
ま

す
。
こ
の
点
鼻
ス
プ
レ
ー
の
使
用
期
間
の
長

短
、
有
無
に
よ
っ
て
「
一
般
的
方
法
」
は
下

図
の
３
通
り
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
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低
刺
激
法

自
然
周
期
法

10

月経月経3日目より日目より排卵誘発剤排卵誘発剤
内服内服
クロミフェン
レトロゾール

 5～10日間日間

十

一般的方法
平均採卵個数 9.2 個 *

平均受精卵数 6.3 個 *

治療 1回あたりの妊娠率が高くなる。
余った受精卵は凍結保存して

将来に備える

低刺激法
平均採卵個数 2.9 個 *

平均受精卵数 2.0 個 *

排卵誘発剤の使用量が少なく、
体への負担が少ない

自然周期法
採卵個数0～1個

受精卵数 0～1個

排卵誘発剤を使用しない方法。
1回あたりの妊娠率は
低めにとどまる

■それぞれのメリット、デメリット

　

低
刺
激
法
は
、
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
法
、
マ
イ

ル
ド
法
な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
月
経
３
日

目
か
ら
内
服
薬
の
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
を
使
用
、

途
中
で
注
射
薬
も
少
し
使
用
し
て
卵
胞
を
発

　

排
卵
誘
発
剤
を
使
用
せ
ず
、
自
然
に
発
育

す
る
卵
子
を
利
用
し
て
治
療
を
進
め
ま
す
。

薬
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
心
配
な
方
な
ど
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
齢
で
あ
っ
た

り
、
Ａ
Ｍ
Ｈ
低
値
、
Ｆ
Ｓ
Ｈ
高
値
の
方
で
、

排
卵
誘
発
剤
を
使
用
し
て
も
よ
い
卵
子
の
発

育
が
み
ら
れ
な
い
時
、「
自
然
周
期
法
」
で

あ
れ
ば
よ
い
卵
子
の
発
育
を
期
待
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

育
さ
せ
ま
す
。
先
ほ
ど
の
一
般
的
方
法
で
は

平
均
採
卵
個
数
が
９
個
く
ら
い
で
す
が
、
こ

の
低
刺
激
法
で
は
、
３
個
く
ら
い
と
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
１
回
で
妊
娠
で
き
る
可
能

性
は
一
般
的
方
法
と
比
較
す
る
と
低
く
な
り

ま
す
。
ま
た
受
精
卵
が
余
っ
て
、
余
剰
の
受

精
卵
を
凍
結
で
き
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
通
院
の
回
数
が
少
な
い
こ

と
や
排
卵
誘
発
に
か
か
る
費
用
が
少
な
く
て

す
む
こ
と
、
そ
し
て
、
時
と
し
て
一
般
的
方

法
で
は
よ
い
卵
子
が
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

で
も
こ
の
低
刺
激
法
で
は
よ
い
卵
子
が
で
き

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
す
。
一
般
的

方
法
で
よ
い
結
果
が
出
な
い
場
合
に
は
試
し

て
み
る
と
い
い
方
法
で
す
。
ま
た
、
こ
の
低

刺
激
法
は
卵
巣
に
対
す
る
負
担
が
小
さ
い

た
め
、
あ
ま
り
治
療
を
お
休
み
す
る
こ
と
な

く
、
毎
月
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　低刺激法や自然周期法は、排卵誘
発剤の注射をできるだけ使用せず、
体が卵子を育む力を利用して治療す
る方法です。通院回数が減り、痛い
注射は不要、薬代が少ないというメ
リットがあります。卵巣が腫れる卵
巣過剰刺激症候群を起こす心配もあ
りませんし、多胎の可能性も大変低
くなります。そのため「体に優しい
体外受精」と呼ばれることもありま
す。
　デメリットとしては、従来の体外
受精と比べて１回あたりの妊娠率が
低くなることですが、マイペースに
毎月繰り返して治療を受けることが
できるというよさもあります。
　当院では、刺激の強い排卵誘発剤
を使う従来の体外受精のみならず、
「完全自然周期の体外受精」や、クロ
ミフェンなどマイルドな刺激の排卵
誘発剤を少しだけ使用する低刺激法
まで、患者さまのご希望に沿った幅
広い治療方法をご提案しています。
「体外受精は注射が痛そう……」「仕
事をしながらできるの？」などとお
悩みの方は、一度ご相談ください。

体に優しい体外受精とは

（＊当院における2009 年初回採卵周期あたりの平均値）

※
こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
は
あ
く
ま
で
も
原

則
的
な
も
の
で
、
状
態
に
よ
り
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
実
際
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
ス
タ
ッ
フ
が
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
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体外受精（ＩＶＦ）
　精子濃度が２０００万 /mL 以上、精子運動率が
20％以上、ＳＭＩが 50 以上である場合にはこの体
外受精が基本となります。ただし、これはあくまで目
安です。採取された精液は培養液にて遠心分離・洗
浄し、スイムアップ法、および密度勾配遠心分離法で
運動良好な精子を選択し回収します。
　こうして集めた精子を、卵子を入れたシャーレの中
に10万～ 20万 /mLの濃度になるように調整して加
えます（媒精）。これが体外受精です。媒精後、十数
時間で受精が起こります。

(ICSI)顕微授精（ＩＣＳＩ）
　精子濃度が１０００万 /mL 未満、精子運動率が
20％未満、SMI が 50 未満である場合にはこの顕微
授精が基本となります。顕微授精では、顕微鏡で観
察しながら良好精子を選び、インジェクションニード
ルと呼ばれる細い針を使って精子を卵子の細胞質内
に注入します。高度なテクニックを要する治療です。
当院では、胚培養士がこの治療を担当できるまで４年
の研修期間を設けております。

スプリット法
　精子濃度が１０００万 /mL 以上、２０００万 /mL 未
満である場合など、体外受精が向いているのか顕微
授精が向いているのか迷う場合があります。このよう
な時に行うのがこのスプリット法です。採卵で得られ
た卵子を 2 つのグループに分け、一方を体外受精、
一方を顕微授精とします。こうすることで、両方の治
療を同時に行うことができ、それぞれのメリット、デメ
リットを分散できます。費用は、顕微授精の費用とな
ります。

麻酔または鎮痛薬を使用します。
超音波を見ながら腟から卵巣
を穿刺して、卵子を回収します。

卵子の周囲に
精子10万個/mLの濃度
で媒精します。

2000 /mL 2000 1000 /mL 1000 /mL

20% 20%

1000 /mL 500 1000 /mL 500 /mL

SMI 50 50

お

採卵の様子

採
卵

 ̶

卵
子
を
卵
巣
か
ら
取
り
出
し
ま
す̶

　

卵
巣
か
ら
卵
子
を
い
っ
た
ん
体
外
に
取
り
出
す
こ
と
を
、
採
卵
と
い
い
ま
す
。
Ｈ

Ｃ
Ｇ
を
投
与
し
た
場
合
、
約
40
時
間
後
に
排
卵
が
起
こ
り
ま
す
の
で
、
排
卵
が
起
こ

る
前
に
採
卵
を
行
い
ま
す
。
Ｈ
Ｃ
Ｇ
の
代
わ
り
に
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ナ
ロ
グ
の
点
鼻
ス
プ

レ
ー
（
ブ
セ
レ
キ
ュ
ア
Ⓡ
や
ス
プ
レ
キ
ュ
ア
Ⓡ
な
ど
）
を
使
用
し
た
場
合
も
同
様
で
す
。

採
卵
に
あ
た
っ
て
は
通
常
、
点
滴
で
静
脈
麻
酔
を
し
て
か
ら
行
い
ま
す
が
、
低
刺
激

法
や
自
然
周
期
法
な
ど
で
発
育
卵
胞
が
３
個
前
後
と
少
な
い
場
合
に
は
、
痛
み
止
め

の
坐
薬
を
使
用
す
る
だ
け
で
採
卵
を
行
い
ま
す
。

　

実
際
の
採
卵
で
は
超
音
波
を
見
な
が
ら
経
腟
的
に
卵
胞
を
穿せ
ん

刺し

・
吸
引
し
て
卵
子

を
取
り
出
し
ま
す
。
当
院
で
は
、
20
Ｇゲ
ー
ジと
い
う
非
常
に
細
い
採
卵
針
を
用
い
て
お
り
、

出
血
や
痛
み
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
採
卵
し
た
卵
子
は
す
ぐ
に
培
養
液

の
入
っ
た
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
移
さ
れ
、
培
養
器
（
マ
ル
チ
ガ
ス
低
酸
素
培
養
器
）
の
中

に
保
管
さ
れ
ま
す
。
採
卵
は
15
分
程
度
で
終
了
し
、
ベ
ッ
ド
で
お
休
み
い
た
だ
い
た

後
、
日
帰
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
静
脈
麻
酔
を
使
用
し
な
い
場
合
に
は
、
採
卵

直
後
に
帰
宅
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
が
多
い
で
す
。

受
精

 ̶

採
取
し
た
卵
子
と
精
子
で
受
精
が
成
立̶

　

採
卵
終
了
後
、
男
性
に
は
精
液
を
採
取
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
、
来
院
で
き

な
い
場
合
は
、
事
前
に
お
渡
し
す
る
専
用
の
容
器
に
精
液
を
採
取
し
て
持
参
し
て
い

た
だ
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
精
液
を
凍
結
保
存
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
う
し
て
お
け
ば
、
遠
方
へ
の
出
張
が
あ
っ
て
も
治
療
を
滞

り
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
精
方
法
に
は
、
体
外
受
精
（
Ｉ
Ｖ
Ｆ
）、
顕
微
授
精
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
）、
ス
プ
リ
ッ

ト
法
の
３
通
り
が
あ
り
ま
す
。
精
液
の
状
態
や
過
去
の
治
療
経
過
な
ど
を
参
考
に
し

て
ど
の
受
精
方
法
が
最
適
か
、
患
者
さ
ま
と
相
談
し
つ
つ
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
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６０００倍の顕微鏡下で
形態のよい精子を選別
　顕微授精を通常のＩＣＳＩ（イクシー）からＩＭ
ＳＩ（イムジー）に変更すると、受精卵の成長が
改善する可能性があります。
　IMSI（intracytoplasmic morphologically 
selected sperm injection) 法とは、超高倍率の
顕微鏡を用いて、より形態のよい精子を選択す
る方法です。
　通常の顕微授精を行う際、精子の選別は
４００倍の顕微鏡下で行い、良好な運動性と正
常な形態を併せ持った精子を卵子に注入します。
しかし、なかには精子の頭部に空胞があるなど、
通常の倍率では確認できない形態の違いを持つ
精子もあります。
　一方のＩＭＳＩ法とは、６０００倍以上での精子
観察を可能とした専用の顕微鏡を用いることで、
精子の頭部の状態などを詳細に観察し、よりよ
い形態の精子を選び取って顕微授精に用いる治
療方法です。この方法を用いることで、複数回
の顕微授精を行ってもよい結果が得られていな
い方に対して、胚発生の改善や妊娠率の向上な
どが期待できるようになりました。

ＩＭＳＩ（イムジー）法

桑実胚初期胚

胚盤胞

前核期胚 胚
培
養

 ̶

体
外
の
培
養
器
で
受
精
卵
を
育
て
ま
す̶

　

体
外
受
精
あ
る
い
は
顕
微
授
精
の
翌
朝
の
観
察
で
、
前
核
が
２
つ
観
察
さ
れ
る
卵

（
前
核
期
胚
）
が
受
精
卵
で
す
。
こ
の
受
精
卵
を
培
養
器
の
中
で
人
工
的
に
育
て
る

こ
と
を
胚
培
養
と
い
い
ま
す
。
前
核
期
胚
を
さ
ら
に
培
養
す
る
と
、
図
の
よ
う
に
２

分
割
、
４
分
割
、
８
分
割
と
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
日
目
か
ら
３
日
目
の
４
細
胞
か
ら
８
細
胞
に
ま
で
成
長
し
た
胚
を
初
期
胚
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
初
期
胚
を
さ
ら
に
培
養
し
続
け
る
と
、
採
卵
し
て
５
〜

６
日
目
に
は
胚は
い
ば
ん
ほ
う

盤
胞
に
な
り
ま
す
。
受
精
卵
を
胚
盤
胞
に
な
る
ま
で
培
養
し
て
か
ら

移
植
す
る
方
法
を
胚
盤
胞
移
植
と
い
い
ま
す
（
40
ペ
ー
ジ
参
照
）。
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初
期
胚
移
植

　

採
卵
後
２
日
目
な
い
し
は
３
日
目
の
４
分

割
か
ら
８
分
割
に
ま
で
成
長
し
た
初
期
胚
を

移
植
し
ま
す
。
通
常
移
植
す
る
胚
の
個
数
は

１
個
で
す
。
体
外
で
培
養
す
る
期
間
が
短
い

こ
と
が
利
点
で
す
。
受
精
卵
が
複
数
個
あ
る

場
合
に
は
、
移
植
し
な
か
っ
た
胚
は
凍
結
保

存
し
ま
す
。
場
合
に
よ
り
移
植
し
な
か
っ
た

胚
は
さ
ら
に
２
〜
３
日
間
培
養
を
継
続
し
、

胚
盤
胞
に
成
長
し
た
段
階
で
凍
結
保
存
し
て

将
来
に
備
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
時
、

胚
盤
胞
に
成
長
で
き
ず
成
長
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
胚
は
、
移
植
し
て
も
妊
娠
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
廃
棄
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

胚
盤
胞
移
植

　

採
卵
後
５
日
目
な
い
し
は
６
日
目
に
胚
盤

胞
に
成
長
し
た
胚
を
移
植
す
る
方
法
で
す
。

通
常
移
植
す
る
胚
の
個
数
は
１
個
で
す
。
胚

盤
胞
に
成
長
で
き
た
胚
だ
け
を
移
植
し
ま
す

の
で
、
移
植
１
回
あ
た
り
の
妊
娠
率
は
高
く

な
り
ま
す
。
体
外
で
培
養
す
る
期
間
が
長
い

た
め
、
母
体
と
受
精
卵
が
別
々
に
な
る
期
間

が
長
く
な
る
こ
と
が
欠
点
で
す
。

　

胚
盤
胞
が
複
数
で
き
た
場
合
に
は
、
移
植

し
な
か
っ
た
胚
は
凍
結
保
存
し
ま
す
。

シ
ー
ト（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
）法

　

シ
ー
ト
法
で
は
、
ま
ず
体
外
受
精
あ
る
い

は
顕
微
授
精
等
で
得
ら
れ
た
胚
を
体
外
で
５

〜
６
日
間
培
養
し
、
胚
盤
胞
に
な
っ
た
ら
、

こ
れ
を
一
度
凍
結
し
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の

胚
盤
胞
を
培
養
し
た
培
養
液
も
回
収
し
、
別

に
凍
結
し
て
お
き
ま
す
。
別
の
周
期
に
こ
の

胚
盤
胞
を
融
解
移
植
す
る
際
、
ま
ず
あ
ら
か

じ
め
凍
結
し
て
お
い
た
培
養
液
を
融
解
し
、

子
宮
腔
内
に
注
入
し
て
、
そ
の
２
〜
３
日
後

に
胚
盤
胞
を
融
解
移
植
し
ま
す
。
通
常
移
植

す
る
胚
の
個
数
は
１
個
で
す
。

　

こ
の
シ
ー
ト
法
は
当
院
で
開
発
し
、
医
療

特
許
を
取
得
し
た
治
療
方
法
で
す
。

二
段
階
胚
移
植

　

二
段
階
胚
移
植
と
は
、
体
外
受
精
あ
る
い

は
顕
微
授
精
等
で
得
ら
れ
た
胚
の
移
植
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
、
採
卵
後
２
〜
３
日
目
に
初

期
胚
を
１
個
移
植
し
、
移
植
に
供
し
な
か
っ

た
胚
は
培
養
を
継
続
。
採
卵
後
５
〜
６
日
目

に
胚
盤
胞
に
な
っ
た
ら
、こ
れ
を
１
個
移
植
、

合
計
２
個
の
胚
を
移
植
す
る
方
法
で
す
。

　

当
院
で
は
胚
移
植
に
あ
た
り
、
４
通
り
の
方
法
か
ら
選
択
し
て
実
施
し
ま
す
。
移
植
方
法
の

選
択
は
と
て
も
大
切
で
す
。
以
下
に
こ
の
４
通
り
の
移
植
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

黄
体
補
充
療
法

 ̶

着
床
や
胚
の
発
育
を

助
け
る
ホ
ル
モ
ン̶

　

黄
体
機
能
と
は
、
排
卵
後
の
卵
巣
か

ら
の
黄
体
ホ
ル
モ
ン
、
お
よ
び
卵
胞
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
機
能
の
こ
と
で
す
。
こ

の
２
種
類
の
ホ
ル
モ
ン
は
、
子
宮
内
膜

に
作
用
し
て
子
宮
内
膜
を
着
床
準
備
状

態
に
調
整
し
、
着
床
後
は
胚
の
発
育
を

助
け
る
作
用
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン
剤
と
し

て
ル
テ
ィ
ナ
ス
Ⓡ

や
ウ
ト
ロ
ゲ
ス
タ

ン
Ⓡ

な
ど
の
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
坐
薬
、

卵
胞
ホ
ル
モ
ン
剤
と
し
て
エ
ス
ト
ラ
ー

ナ
テ
ー
プ
Ⓡ

を
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
薬
が
体
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、
注

射
や
内
服
薬
を
使
用
し
ま
す
。
妊
娠
維

持
の
た
め
に
は
黄
体
補
充
療
法
も
と
て

も
大
切
で
す
。

胚
移
植

 ̶

成
長
し
た
受
精
卵（
胚
）を
子
宮
内
へ
移
植̶

　シート法も二段階胚移植も、着床成立に
おける胚由来因子の重要性に着目して考案
されました。自然妊娠では受精は卵管内で
成立し、胚は卵管内を数日かけて子宮に移
動しやがて子宮内膜に着床します。この時、
卵管内に存在する胚に由来する因子が着床
の成立（implantation window の開窓）に
重要である、という考えがあります。実際、
多くの動物種で胚由来因子の重要性が報告
されています。
　また、胚を卵管内に移植するジフト
（ZIFT）法の妊娠率が IVF/ET の妊娠率より
も高いことも、胚由来因子の重要性を示唆
するものと考えられます。二段階胚移植で
は、先に移植した初期胚が子宮に作用しそ
の後に移植される胚盤胞の着床率を高める
ことを期待する治療方法です。シート法で
は、先に子宮腔内に注入した培養液中に存
在する胚由来因子の作用によって、その後
に移植される胚盤胞の着床率を高めること
を期待する治療方法です。
　メリットは、従来の胚盤胞移植と比較し
て、子宮内膜に早期に胚由来因子が作用す
ることで implantation window の開窓が
促進され着床率の向上を期待できることで
す。デメリットは、二段階胚移植では合計
2個の胚を移植するため双胎のリスクが小
さくないということです。シート法では、
双胎のリスクが高まることはありません。

着床には胚由来因子が重要

◎シート法
については

P43へ

〈
妊
娠
判
定
〉

　

採
卵
後
15
日
目
ご
ろ
、
外
来

で
妊
娠
成
立
の
有
無
を
判
定
し

ま
す
。
通
常
、
血
液
検
査
に
て

判
定
し
ま
す
が
、
ま
れ
に
尿
検

査
で
判
定
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
妊
娠
成
立
を
確
認
で
き

た
後
も
、
妊
娠
が
安
定
す
る
ま

で
黄
体
補
充
療
法
は
継
続
し
て

行
い
ま
す
。
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顕
微
授
精
、イ
ム
ジ
ー
を

状
況
に
応
じ
て
選
択
す
る

受
精
方
法
を
変
え
る
こ
と
で

治
療
が
奏
功
す
る
こ
と
も

揺
動
培
養
を
選
択
す
る

卵
管
の
中
で
起
こ
る

受
精
卵
の
動
き
を
再
現

妊娠例 2285 2282 2551 3031 3216 3196 3245

人工授精 3049 3379 3050 3682 3852 4684 4485

体外受精 1703 1655 1727 2114 2316 2326 2055

顕微授精 1240 1420 1820 2142 2379 2551 3007

凍結胚移植 2874 2990 3090 3370 3851 4079 4184

 248 310 253 361 342 358 396

 2307 2295 2560 3143 3104 3021 2705

 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

卵管鏡下
卵管形成術
初診不妊
患者さま

よ
い
受
精
卵
が
で
き
な
い
場
合
、
受
精
方
法
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

36
〜
40
ペ
ー
ジ
の
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
法
で

妊
娠
に
至
ら
な
い
場
合

今
ま
で
「
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
を
幾
度
か
試
み
た
も
の
の
、
妊
娠
に
至
ら
な
い
」
と
い
う
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
こ
か
ら
英
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
独
自
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、

妊
娠
の
可
能
性
を
高
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
培
養
法
、
移
植
法
な
ど
を
具
体
的
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

体
外
受
精
を
繰
り
返
す
も
の
の
、
よ
い
受

精
卵
が
で
き
ず
、
妊
娠
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
精
子
は
正

常
で
も
受
精
の
方
法
を
顕
微
授
精
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
）
に
し
て
み
る
と
よ
い
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
で
も
よ
い
受
精

卵
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
受
精
方
法
を
前

述
の
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
（
イ
ム
ジ
ー
）
に
変
更
し
て

み
る
と
効
果
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

体
外
受
精
で
は
よ
い
受
精
卵
が
育
た
な
い

け
れ
ど
、
顕
微
授
精
を
す
る
と
よ
い
受
精
卵

が
育
つ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
そ
の

反
対
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
治
療
が
奏
功

し
な
い
場
合
に
は
、
受
精
の
方
法
を
変
え
て

み
る
こ
と
も
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。

〈
顕
微
授
精
の
実
績
に
つ
い
て
〉

　

顕
微
授
精
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
従
来
の
体
外
受
精
・
胚
移

植
法
で
は
妊
娠
で
き
な
か
っ
た
ご
夫
婦
で

も
妊
娠
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
度
の
集
計
で
は
、
わ
が
国
で
顕

微
授
精
で
出
生
し
た
子
ど
も
は
６
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
、
こ
の
顕
微
授
精
で
す
で
に
多

数
の
妊
娠
例
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当

院
で
は
無
精
子

症
の
患
者
さ
ま

に
お
い
て
も
、

精
巣
精
子
を
用

い
た
顕
微
授
精

に
よ
る
治
療
を

実
施
す
る
こ
と

で
良
好
な
実
績

を
有
し
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
国

内
有
数
、
兵
庫

県
内
で
随
一
の

実
績
で
す
。

　

揺
動
培
養
と
は
、
受
精
卵
の
培
養
皿
に
一

定
の
ゆ
る
や
か
な
振
動
を
加
え
て
受
精
卵
の

成
長
を
促
す
方
法
で
す
。
患
者
さ
ま
に
よ
っ

て
は
、
こ
の
培
養
方
法
で
、
初
め
て
受
精
卵

の
成
長
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

卵
管
膨
大
部
で
受
精
が
起
こ
っ
た
受
精
卵

は
分
裂
を
繰
り
返
し
、
胚
盤
胞
ま
で
成
長
し

な
が
ら
、
卵
管
の
ぜ
ん
動
運
動
に
よ
っ
て
子

宮
ま
で
運
ば
れ
ま
す
。
こ
の
卵
管
内
の
環
境

を
、
体
外
培
養
の
培
養
皿
の
中
で
一
部
再
現

し
よ
う
と
す
る
の
が
揺
動
培
養
な
の
で
す
。

　

す
で
に
動
物
種
で
は
、
揺
動
培
養
に
よ
っ

て
胚
盤
胞
の
発
生
率
が
上
昇
し
た
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
さ
ら
に
ヒ
ト
に
お
い
て
も
良
好

な
胚
盤
胞
の
発
生
率
が
上
昇
し
た
と
い
う
発

表
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

胚
盤
胞
へ
の
成
長
に
よ
い
結
果
が
得
ら
れ

て
い
な
い
方
な
ど
に
試
み
る
価
値
の
あ
る
培

養
方
法
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
す
べ

て
の
方
に
有
効
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
と
結

論
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
培
養
環
境
は
不
妊
治

療
に
お
け
る
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
の
一

つ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■体外受精および顕微授精による累積妊娠率■

■当院による 2005 年～ 2010 年の臨床数■
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凍
結
胚
移
植

凍
結
胚
で
子
宮
の
状
態
が

ベ
ス
ト
な
時
に
移
植

二
人
目
不
妊
に
も

凍
結
保
存
胚
が
有
効

精
子
凍
結

精
子
も
良
好
な
状
態
で

凍
結
保
存
が
可
能

■ガラス化法による前核期胚凍結の実際

ガラス化法では、受精卵を凍結保護剤で平衡化し、脱水し、超急速冷却にてガラス化させて保存します。

凍
結
胚
移
植
に
よ
っ
て
高
ま
る
妊
娠
率

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
で
得
ら
れ
た
受
精
卵
は
採
卵
し
た
周
期
に
は
移
植
せ
ず
、

一
度
凍
結
保
存
し
、
そ
の
後
、
子
宮
の
状
態
を
調
整
し
て
か
ら
融
解
移
植
す
る
こ
と
で
妊
娠
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
凍
結
胚
に
よ
る
治
療
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

前
述
の
「
一
般
的
方
法
」
で
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
を
行
う
場
合
、
排
卵
誘
発
剤
を
使

用
し
ま
す
の
で
、
通
常
１
回
の
治
療
で
複
数

の
受
精
卵
が
で
き
ま
す
。
移
植
す
る
受
精
卵

は
原
則
的
に
１
個
で
す
の
で
、余
っ
た
受
精

卵
は
凍
結
保
存
し
て
将
来
の
治
療
に
備
え
ま

す
。
当
院
で
は
、
採
卵
後
２
日
目
で
４
〜
８

細
胞
期
（
初
期
胚
）
と
な
っ
た
受
精
卵
と
と

も
に
、
採
卵
後
５
日
目
に
胚
盤
胞
と
な
っ
た

受
精
卵
の
凍
結
も
行
い
ま
す
。
受
精
卵
を
凍

結
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
子
宮
の
状
態

が
整
っ
た
時
に
融
解
し
て
移
植
で
き
る
と
い

う
点
で
す
。
こ
の
た
め
凍
結
保
存
胚
で
の
妊

娠
率
は
胚
の
状
態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
40
〜
70
％
前
後
に
達
し
ま
す
。一
度
の

採
卵
で
複
数
個
の
受
精
卵
が
育
て
ば
、
新
鮮

胚
移
植
、
凍
結
胚
移
植
と
チ
ャ
ン
ス
が
増
え

る
の
で
、
妊
娠
に
至
る
ま
で
の
採
卵
回
数
を

減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
少

な
い
採
卵
回
数
で
高
い
妊
娠
率
を
目
指
し
た

い
、
と
お
考
え
の
皆
さ
ま
に
お
す
す
め
す
る

治
療
で
す
。

　

受
精
卵
の
凍
結
保
存
に
は
、
も
う
一
つ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
37
歳
の

時
に
体
外
受
精
で
妊
娠
さ
れ
た
方
が
、
42
歳

に
な
っ
て
２
人
目
を
欲
し
い
と
お
考
え
に

な
っ
た
時
、
も
し
、
余
っ
た
受
精
卵
を
凍
結

保
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
37
歳
の
時
の
受
精

卵
を
使
っ
て
妊
娠
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

体
外
受
精
で
の
妊
娠
率
は
女
性
の
加
齢
と

と
も
に
低
下
し
、
染
色
体
異
常
や
流
産
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、「
37
歳
の
時
の

受
精
卵
」
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
は
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

凍
結
保
存
す
る
こ
と
で
、「
生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
に
悪
影
響
が
あ
る
の
で
は
？
」
と

ご
心
配
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
す
で
に
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
が
凍
結
保
存

胚
か
ら
誕
生
し
て
い
る
現
在
、
そ
の
リ
ス
ク

は
自
然
妊
娠
の
場
合
と
変
わ
り
の
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

採
卵
の
日
に
ご
主
人
が
来
院
で
き
な
い
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
凍
結
保
存
し
た
精
子
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の

精
液
検
査
に
て
結
果
が
不
安
定
な
患
者
さ
ま

に
は
、
検
査
結
果
が
良
好
な
時
の
精
液
を
凍

結
保
存
し
て
お
く
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
結
果

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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シ
ー
ト
法
と
は

着床率 胎嚢の確認できた妊娠着床率

シート（SEET）法とは？

　

近
年
、
受
精
卵
が
卵
管
の
中
を
移
動
中
に

母
体
に
信
号
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
だ
ん

だ
ん
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
信
号
を
受
け

取
っ
た
子
宮
は
受
精
卵
を
迎
え
る
準
備
を
始

め
ま
す
。
一
方
、
胚
盤
胞
移
植
で
は
、
受
精

卵
は
培
養
液
の
中
で
育
つ
の
で
、
母
体
に
信

号
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

着
床
の
準
備
が
遅
れ
、
胚
盤
胞
移
植
を
行
っ

て
も
妊
娠
に
つ
な
が
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る

の
で
す
。

　

そ
こ
で
最
初
に
考
案
さ
れ
た
の
が
二
段
階

胚
移
植
で
し
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
ま
ず
最

初
に
移
植
さ
れ
た
初
期
胚
が
母
体
に
信
号
を

送
り
、
子
宮
は
着
床
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

残
り
の
受
精
卵
は
体
外
で
胚
盤
胞
に
培
養
さ

れ
、
着
床
の
準
備
が
整
っ
た
子
宮
へ
と
移
植

さ
れ
ま
す
。

　

一
方
の
シ
ー
ト
法
は
、
受
精
卵
の
代
わ
り

に
、
受
精
卵
が
成
長
す
る
過
程
の
信
号
を
受

け
取
り
凍
結
さ
れ
た
「
培
養
液
」
を
、
融
解

し
て
移
植
前
の
子
宮
に
注
入
す
る
方
法
で

す
。
通
常
、
培
養
液
を
注
入
し
て
か
ら
３
日

後
に
胚
盤
胞
を
移
植
し
ま
す
。
二
段
階
胚
移

植
の
よ
う
な
多
胎
の
リ
ス
ク
な
し
に
、
高
い

　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
院
で
採
用
さ
れ
、

体
外
受
精
の
成
功
率
を
上
げ
て
い
る
シ
ー
ト

（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
）
法
は
、
当
院
に
所
属
し
て
い

た
後
藤
栄
医
師
が
開
発
し
、
国
内
お
よ
び
ア

メ
リ
カ
生
殖
医
療
学
会
に
論
文
発
表
し
た
も

の
で
、
医
療
特
許
も
取
得
し
て
い
ま
す
（
特

許
出
願
番
号
０
８
―
５
２
７
７
５
６
）。
当

院
の
胚
移
植
の
標
準
治
療
は
、
ま
ず
初
期
胚

１
個
の
み
を
子
宮
内
に
移
植
す
る
方
法
で
す

が
、
こ
れ
で
妊
娠
が
成
立
し
な
い
時
、
当
院

で
は
シ
ー
ト
法
に
よ
る
移
植
を
行
い
ま
す
。

当
院
で
開
発
し
た
シ
ー
ト
法
に
よ
る
治
療

シ
ー
ト
法
は
受
精
卵
を
培
養
し
た
際
の
培
養
液
を
用
い
る
最
新
の
移
植
法
で
す
。

当
院
で
は
こ
の
シ
ー
ト
法
に
よ
る
治
療
を
標
準
治
療
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

受
精
卵
が
お
母
さ
ん
と

や
り
と
り
す
る
信
号
に
着
目

妊
娠
率
を
望
め
る
治
療
法
で
あ
る
点
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
シ
ー
ト
法
の
成
績
を
他
の

移
植
方
法
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。
初
回
採

卵
で
全
胚
凍
結
を
行
い
、
そ
の
後
、
初
め
て

の
移
植
で
の
妊
娠
率
を
示
し
て
い
ま
す
。「
Ｂ

Ｔ
」
は
胚
盤
胞
１
個
を
普
通
の
方
法
で
移
植

し
た
成
績
、「
Ｓ
Ｔ
」
は
胚
盤
胞
を
移
植
す

る
３
日
前
に
、
移
植
用
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
用

い
、
子
宮
内
に
普
通
の
培
養
液
を
注
入
し
た

場
合
の
成
績
、「
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」
は
胚
盤
胞
を

移
植
す
る
３
日
前
に
、
胚
を
培
養
し
た
後
の

培
養
液
を
注
入
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
シ
ー

ト
法
の
成
績
で
す
。
シ
ー
ト
法
で
は
着
床
率

が
92
％
、
臨
床
妊
娠
率
が
80
％
と
高
く
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
ア
メ
リ
カ
生
殖
医
療
学

会
に
論
文
で
発
表
し
、
ま
た
、
２
０
０
６
年

の
日
本
生
殖
医
療
学
会
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
施
設
か
ら
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
日
本
中
、
あ
る
い
は

世
界
中
に
体
外
受
精
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
治
療
法
と
し
て
広
が
る
も
の
と
予
想
し

て
い
ま
す
。

国
内
外
の
学
会
で
も

高
い
評
価
を
受
け
る
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男
性
不
妊
の
診
察
に
つ
い
て

■男性不妊の原因

■男性不妊の原因

男
性
因
子
の
高
度
不
妊
治
療

精
液
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
際
は
、
精
密
検
査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

医
療
技
術
の
進
歩
で
、
昔
は
諦
め
る
し
か
な
か
っ
た
無
精
子
症
も
今
で
は
多
く
の
場
合
に
妊
娠
が
可
能
で
す
。

　

男
性
不
妊
と
は
、
不
妊
の
原
因
が
精
子

に
あ
る
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
勃
起
・
射

精
に
問
題
が
あ
る
性
機
能
障
害
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
多
く
は
精
子
を
造
る
機
能
に

障
害
が
あ
る
造
精
機
能
障
害
が
原
因
で

す
。
し
か
し
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か

突
き
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
原
因

に
よ
っ
て
治
療
法
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

男
性
の
な
か
に
は
外
来
の
診
察
を
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ

さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ご
く
簡
単
な

治
療
で
済
む
こ
と
も
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
早

　

男
性
の
検
査
内
容
は
、
主
に
問
診
・
視
診
・

触
診
・
エ
コ
ー
・
血
液
・
ホ
ル
モ
ン
の
検
査

の
結
果
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
患
者
さ
ま
だ

け
で
は
な
く
最
初
に
専
門
医
に
よ
る
精
密
検

査
を
ご
希
望
の
方
に
も
受
診
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。
当
院
で
は
４F

に
ご
ざ
い
ま
す
、

男
性
不
妊
専
門
の
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

診
療
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
生
殖
医

療
専
門
医
の
江
夏
徳
寿
院
長
を
中
心
に
神
戸

大
学
医
学
部
附
属
病
院
泌
尿
器
科
と
連
携
し

て
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
、
ま
ず
は
原
因
を
特
定

め
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
し
無
精
子
症
と
診
断
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ら
…
…
で
き
る
だ
け
早
期
の

治
療
が
望
ま
れ
ま
す
。
男
性
の
精
巣
か
ら

採
取
し
た
精
子
で
行
う
高
度
治
療
に
お
い

て
も
、
妊
娠
に
は
や
は
り
女
性
の
年
齢
因

子
が
最
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
不
妊
治
療
は
夫
婦
二
人
で
取
り
組
む

べ
き
問
題
で
あ
り
、
二
人
の
思
い
を
一
つ

に
し
て
治
療
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

当院ホームページ内の「映像で見る不妊セミナー」で
は、男性不妊の検査、治療についても詳しく動画でご
覧いただけます。どうぞこちらもご利用ください。

http://www.hanabusaclinic.com/seminar/

2005年鹿児島大学医学部卒。済生会福岡総
合病院初期研修医。2007年～2011年亀田総
合病院泌尿器科後期研修、亀田総合病院泌
尿器科後期研修医を経て2011年より神戸大
学医学部人泌尿器科へ入局。2016 年より神
戸大学医学部腎泌尿器科助手。2016 年 4月
より英ウィメンズクリニック男性不妊外来を担
当。2018 年 4月より英ウィメンズクリニック
男性診療部部長、研究部副部長に就任。趣
味は自転車。おひつじ座、O型。

江夏 徳寿　医師
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MD-TESETESEMESA

精巣上体から
精子を取り出す

　無精子症や重度の乏精子症の患者さまのなかに
は、Ｙ染色体上の精子形成関連遺伝子（azoospermic 
factor: AZF) の異常が不妊の原因となることがあり
ます。この場合、生まれてきた子どもが男子であ
れば、やはり遺伝子の異常を引き継ぎ、父親同様
に不妊症となります。
　AZF には a.b.c の領域があり、aと bの領域で欠
失が見つかった場合、精巣から精子を回収するこ
とはできません。しかし、cの領域の欠失であれば、
70％の確率で精子の回収が行えます。
　TESE や MD-TESE は男性不妊における治療法のな
かでも、非常に高度な技術を要する最先端の治療
のため、まずこの AZF 検査によって精子形成関連
遺伝子の異常を調べることが重要です。せっかく
手術を受けても精子を回収できなければ意味がな
いからです。
　当院ではこの遺伝上のリスクを十分納得・ご理
解いただいたうえで、TESE や MD-TESE の治療を受
けることをおすすめしています。

男性不妊と遺伝

　

精
巣
内
か
ら
組
織
を
採
取
し
、
精
子
を
探

す
方
法
を
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
、精
巣
内
精
子
回
収
術
）

と
い
い
ま
す
。
精
液
中
に
精
子
が
確
認
で
き

な
い
無
精
子
症
例
に
お
い
て
も
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
精
子
で
顕
微
授
精
（
Ｉ
Ｃ

Ｓ
Ｉ
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
妊
娠
が
可

能
で
す
。

　

精
巣
内
に
は
精
細
管
と
呼
ば
れ
る
細
い
管

が
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
精
細
管
の
中
で
精

子
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
ら
れ
た
精
子
は

精
細
管
腔
内
を
移
動
し
、
精
巣
網
を
経
て
精

巣
上
体
に
集
め
ら
れ
、
精
管
を
通
っ
て
尿
道

へ
と
排
出
さ
れ
ま
す
。
手
術
は
麻
酔
下
で
精

巣
を
切
開
し
、
組
織
（
精
細
管
）
を
採
取
し

ま
す
。

　

現
在
、
当
院
で
は
、
顕
微
鏡
下
で
精
巣
組

無
精
子
症
の
治
療
は
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
か
ら
Ｍ
Ｄ
―
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
へ

織
を
観
察
し
、
よ
り
良
好
な
状
態
の
精
細

管
を
選
別
し
て
採
取
す
る
方
法
、
Ｍ
Ｄ
―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
（
顕
微
鏡
下
精
巣
精
子
採
取

術
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。
採
取
し
た
精
細

管
は
非
常
に
細
か
く
切
り
刻
み
、
精
細
管

の
中
か
ら
出
て
き
た
精
子
を
顕
微
鏡
下
で

探
し
出
し
ま
す
の
で
、
肉
眼
よ
り
も
は
る

か
に
精
子
の
見
つ
か
る
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
精
巣
上
体
か
ら
精
子
を
採

取
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ａ
（
顕
微
鏡
下
精
巣
上

体
精
子
採
取
術
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。
精

子
は
精
巣
で
作
ら
れ
精
巣
上
体
で
運
動
能

を
獲
得
す
る
た
め
、
精
巣
精
子
よ
り
高
い

運
動
能
を
持
つ
精
子
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

不
妊
外
来
で
無
精
子
症
と
診
断
さ
れ
て

も
、
す
ぐ
に
子
ど
も
を
諦
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
で
も
無
精
子
症
の
患
者
さ
ま
の
う

ち
、
実
に
70
％
の
方
の
精
巣
か
ら
精
子
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
（
Ａ
Ｚ
Ｆ
に
お
け
る

ｃ
の
領
域
の
場
合
。
コ
ラ
ム
参
照
）。
そ

の
う
ち
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
と
顕
微
授
精
の
治
療

に
よ
っ
て
、
妊
娠
、
出
産
に
至
る
確
率
は

70
％
。
無
精
子
症
に
悩
む
ご
夫
婦
の
２
人

に
１
人
は
子
ど
も
を
持
て
る
可
能
性
が
出

て
き
た
の
で
す
。

　

当
院
で
の
Ｍ
Ｄ
―
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
実
施
症
例

の
う
ち
、
３
分
の
１
が
閉
塞
性
無
精
子

閉
塞
性
無
精
子
症
に
も
可
能
性
の
あ
る
治
療
法

症
に
よ
る
も
の
で
、
ほ
ぼ
全
例
で
精
子
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
り
の

３
分
の
２
が
非
閉
塞
性
無
精
子
症
に
よ

る
も
の
で
、
精
子
回
収
率
は
約
40
％
で
す

（
２
０
０
７
年
１
月
〜
12
月
）。

　

閉
塞
性
の
無
精
子
症
の
場
合
、
精
路
再

建
手
術
で
詰
ま
り
を
取
る
こ
と
も
可
能
で

す
が
、
精
巣
に
問
題
が
あ
る
非
閉
塞
性
の

無
精
子
症
に
は
、
こ
れ
ま
で
根
本
的
な
解

決
策
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
り
わ
け

非
閉
塞
性
無
精
子
症
の
患
者
さ
ま
に
と
っ

て
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
、
Ｍ
Ｄ
―
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
は
ま

さ
に
一
筋
の
光
明
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

特殊な精子回収法
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ブレイクコラム 3
From

Dr.Shiotani

　不妊治療において、「治療のステッ

プアップ」は一般的ですが、時とし

て「治療のステップダウン」が功を

奏することがあるのは前述しました

（P33）。では、実際にステップダウ

ンが有効であったＭさんの例をご紹

介しましょう。

　Ｍさんご夫妻は、結婚後、２年経っ

ても妊娠の兆候がなく、当院を受診

されました。ご主人が軽度の乏精子

症で人工授精を５周期５カ月実施し

ましたが、妊娠には至りませんでし

た。そこで「治療のステップアップ」

をおすすめし、今度は顕微授精を３

周期受けていただきました。３回と

も卵子は十分採卵できましたが、顕

微授精の受精率は低く、しかも受精

卵は不良なものばかりで移植できる

ようなものに発育しません。

　私たちは考えました。なぜ受精卵

のグレードが不良になってしまうの

か。考えられる理由は２つ。１つ目

は、Ｍさんの奥さまの卵子そのもの

の状態がもともと悪いということ。

２つ目は、Ｍさんの奥さまの卵子は

採卵、顕微授精という体外での操作

によるストレスに耐えられない、と

ても繊細でもろい卵子であるという

こと。もし前者であればどうしよう

もありません。しかし、もし後者な

らまだチャンスはあるはずです。私

たちは後者の可能性にかけてみるこ

とにしました。

　最初は戸惑っていたＭさんご夫妻

も、じっくり説明するうちに真意を

理解し、ステップダウンに同意して

くださいました。そこで、翌月から

人工授精の治療を再開したのです。

１回目から４回目はむなしく不成功

でしたが、なんと５回目（お２人に

とっては通算 10 回目）の人工授精

で妊娠反応陽性が出たのです。その

後、奥さまは無事に元気な赤ちゃん

を出産されました。この幸せな出来

事は私たちに大きな教訓を残してく

れました。

　やはり卵管は、神様が私たちに与

えてくださった最高の育生環境なの

です。われわれ医療従事者、研究

者が一生懸命、培養液を改良し、培

養器も改良し、あたかも卵管の中の

条件を体外で再現しているつもりで

も、そして多くの患者さまの受精卵

を胚盤胞まで培養できるようになっ

ても、卵管にはかないません。まだ

繊細でもろい卵子へ
治療のステップダウン

卵管は、神様が私たちに
与えた最高の育生環境

「治療のステップダウン」
という選択

まだ培養条件には改善の余地がある

ということです。さらに、受精卵の

グレードが不良であっても、「あな

たの卵子が不良であるから」ではな

く、「あなたの卵子、受精卵を、体

外で適切に育てる私たちの技術が未

熟であるために、受精卵のグレード

が不良になるのかもしれない」と考

えるようになりました。

　Ｍさんご夫妻の場合、卵管には大

きな異常がなく、精子も自然妊娠を

期待できる程度に良好であったた

め、ステップダウンをおすすめする

ことができたのです。卵管が閉塞し

ている場合や、精子の状態が極端に

弱い場合には、人工授精へのステッ

プダウンをおすすめできないことも

あるでしょう。

　今後の課題は、受精卵の培養環境

をいかに卵管の中に近づけるかとい

うことになります。この課題を克

服するのはまだまだ難しい状況です

が、克服できた暁には、体外受精、

顕微授精の治療成績が格段にアップ

するものと期待しています。
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不育症の原因と治療

不育症と流産

不育症と遺伝

P48

P50

P51 不
育
症
と
は
？

不
育
症
と
は
、
妊
娠
は
成
立
す
る
も
の
の
流
早
産
を
繰
り
返
す
こ

と
を
い
い
ま
す
。
続
け
て
２
回
の
妊
娠
で
流
産
す
る
こ
と
を
反
復

流
産
、
続
け
て
３
回
以
上
の
妊
娠
が
流
産
と
な
っ
た
場
合
に
は
習

慣
流
産
と
い
い
ま
す
。
原
因
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
困
難
な
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
す
が
、
内
分
泌
代
謝
異
常
、
自
己
免
疫
疾
患
、
同

種
免
疫
異
常
、
子
宮
の
異
常
、
夫
婦
の
染
色
体
異
常
な
ど
が
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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当
院
の

不
育
症
治
療
の
方
針

①
内
分
泌
代
謝
異
常 

20
％

●
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
（
潜
在
性

も
含
む
）
＝
不
妊
の
原
因
と
し
て

も
知
ら
れ
、
妊
娠
維
持
に
関
与
し

て
い
ま
す
。

治
療
↓
テ
ル
グ
リ
ド
Ⓡ
を
内
服

●
甲
状
腺
機
能
異
常
＝
甲
状
腺
機
能

異
常
の
方
に
初
期
流
産
が
多
い
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

治
療
↓
甲
状
腺
薬
、
抗
甲
状
腺
薬
を

　
　

内
服

●
黄
体
機
能
不
全
＝
妊
娠
継
続
を
維

持
す
る
黄
体
ホ
ル
モ
ン
の
不
足
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

治
療
↓
黄
体
ホ
ル
モ
ン
内
服
、
Ｈ
Ｃ

　
　

Ｇ
注
射
な
ど

●
糖
尿
病
＝
空
腹
時
血
糖
値
を
測
定

し
ま
す
。高
血
糖
は
流
産
を
招
き
、

胎
児
奇
形
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

治
療
↓
食
事
療
法
、
内
服
、
イ
ン
ス

リ
ン
注
射
治
療

　

一
度
で
も
流
産
を
経
験
さ
れ
る
と
、
次
回

の
妊
娠
を
望
む
一
方
で
、
流
産
を
繰
り
返
す

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
ど
う
し
て
も

つ
い
て
ま
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
適
切
な
検

査
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
不
育
症
と
診

断
さ
れ
た
方
で
も
、
流
産
を
阻
止
し
、
妊
娠
、

出
産
に
至
る
方
が
全
体
の
80
％
以
上
に
な
り

ま
す
。
当
院
で
は
、
正
し
い
情
報
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、不
安
と
向
き
合
い
な
が
ら
で
も
、

次
の
妊
娠
に
向
け
て
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
治
療
方
針
が
決
ま
っ
た
後

も
、
ま
た
妊
娠
後
も
、
慎
重
に
管
理
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
不
育
症
の
要
因
に
つ
い
て

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

不
育
症
の
原
因
と
治
療

流
産
や
不
育
症
の
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

こ
こ
で
は
不
育
症
の
検
査
で
異
常
が
判
明
し
た
場
合
の
原
因
と
そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

②
子
宮
の
異
常 

10
％

子
宮
筋
腫
、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
形

態
異
常
（
双
角
子
宮
、
中
隔
子
宮
、

重
複
子
宮
な
ど
）、
子
宮
腔
内
癒
着

な
ど
が
流
早
産
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

治
療
↓
開
腹
に
よ
る
手
術
や
、
内
視

　
　

鏡
に
よ
る
子
宮
の
形
成
術
を

　
　

行
い
ま
す
。

③
感
染
症
（
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
な
ど
）　
１
％

腟
、
子
宮
、
卵
管
な
ど
に
炎
症
を
起

こ
し
や
す
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
病
原

微
生
物
の
感
染
に
よ
り
ま
す
。

治
療
↓
抗
菌
薬
の
内
服

④
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群 

20
〜
30
％

抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群
で
は
、
血
液
が
固
ま
り
や
す
く
（
血
栓
が

で
き
や
す
く
）、
胎
盤
の
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
流
産
を
起
こ
し

や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

治
療
❶ 

低
用
量
ア
ス
ピ
リ
ン
療
法

月
経
周
期
の
高
温
●
（
７
日
目
頃
）
か
ら
ゼ
ン
ア
ス
ピ
リ

ン
錠
®
１
０
０
、
も
し
く
は
バ
フ
ァ
リ
ン
配
合
錠
Ａ
81
®
を

１
日
１
回
、
１
錠
内
服
し
ま
す
。
通
常
妊
娠
27
週
末
ま
で

続
け
ま
す
。

治
療
❷ 

ヘ
パ
リ
ン
療
法

妊
娠
判
明
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。
異
常
項
目
の
種
類
や
過

去
の
流
死
産
の
既
往
に
よ
り
、
妊
娠
初
期
の
み
、
あ
る
い

は
分
娩
前
頃
ま
で
、
ヘ
パ
リ
ン
２
５
０
０
〜
５
０
０
０

単
位
を
１
日
２
回
皮
下
注
射
（
合
計
１
日
５
０
０
０
〜

１
０
０
０
０
単
位
）
し
ま
す
。
毎
日
注
射
し
ま
す
の
で
、

自
己
注
射
を
ご
指
導
い
た
し
ま
す
。

※
治
療
①
・
②
の
単
独
、
ま
た
は
治
療
①
・
②
の
併
用
療
法
を
行
い

ま
す
。
併
用
療
法
は
原
則
と
し
て
検
査
値
が
２
回
連
続
し
て
陽
性

の
場
合
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
治
療
に
よ
る
副
作
用
》

低
用
量
ア
ス
ピ
リ
ン
療
法
、
ヘ
パ
リ
ン
療
法
を
行
う
と
、
通
常
に

比
べ
出
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ヘ
パ
リ
ン
療
法
開
始
時
は
、
ま

れ
で
す
が
血
小
板
減
少
と
い
う
副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
頻
回
に
血
液
検
査
し
て
異
常
が
な
い
か
調
べ
ま
す
。
安

定
す
れ
ば
２
週
〜
１
カ
月
お
き
に
検
査
し
ま
す
。
出
血
の
危
険
性

が
高
い
た
め
、
ヘ
パ
リ
ン
療
法
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

が
１
％
弱
の
確
率
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ス
ピ
リ
ン

に
よ
り
喘
息
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
喘
息
の
既
往
が

あ
る
方
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
治
療
成
績
》

抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群
で
は
、
無
治
療
の
場
合
、
次
回
の
妊
娠

が
流
産
し
な
い
割
合
は
20
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
ス
ピ
リ
ン
療

法
単
独
で
は
40
〜
50
％
、
ア
ス
ピ
リ
ン
・
ヘ
パ
リ
ン
併
用
療
法
で

は
70
〜
80
％
の
割
合
で
流
産
を
予
防
で
き
ま
す
。
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⑤
血
液
凝
固
系
異
常
20
％

プ
ロ
テ
イ
ン
Ｓ
、
プ
ロ
テ
イ
ン
Ｃ
、

第
Ⅻ
因
子
な
ど
、
血
栓
を
予
防
す
る

物
質
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
血

が
固
ま
り
や
す
く
な
り
、
流
産
を
起

こ
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
↓
④
参
照

⑥
自
己
抗
体
異
常
10
％

自
己
抗
体
異
常
と
は
、
自
分
の
体
の

細
胞
を
自
分
の
抗
体
で
攻
撃
し
て
し

ま
う
病
態
で
す
。
本
来
、
抗
体
は
細

菌
な
ど
の
異
物
に
対
し
て
自
分
を
守

る
た
め
に
攻
撃
を
行
う
も
の
で
す

が
、
自
己
抗
体
異
常
の
場
合
は
、
自

分
の
細
胞
に
対
し
て
攻
撃
し
、
流
産

を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

治
療
❶
低
用
量
ア
ス
ピ
リ
ン
療
法

↓
④
参
照

治
療
❷
柴さ

い
れ
い
と
う

苓
湯
®
（
漢
方
）
内
服
療

法
↓
異
常
が
判
明
し
だ
い
内
服
開
始

し
、
分
娩
前
ま
で
継
続
し
ま
す
。

治
療
❸
プ
レ
ド
ニ
ン
®
内
服
療
法

↓
異
常
が
判
明
し
だ
い
内
服
開
始

し
、
妊
娠
中
期
頃
ま
で
続
け
ま
す
。

た
だ
し
、
感
染
し
や
す
い
、
胃
腸

障
害
を
起
こ
す
な
ど
の
副
作
用
も

あ
り
ま
す
。

※
状
況
に
応
じ
て
治
療
①
に
加
え
、

治
療
②
、
③
も
併
用
し
ま
す
。

⑦
同
種
免
疫
異
常
１
％

人
に
は
本
来
、
体
の
中
に
異
物
が

入
っ
て
き
た
時
に
そ
れ
を
攻
撃
す
る

反
応
が
起
こ
り
ま
す
。
胎
児
の
半
分

は
父
親
の
遺
伝
子
由
来
で
す
の
で
、

胎
児
は
母
体
に
と
っ
て
自
分
と
は
異

な
る
遺
伝
子
を
も
つ
「
異
物
」
で

す
。
妊
娠
時
は
母
体
側
と
胎
児
側
と

の
「
免
疫
応
答
」
と
呼
ば
れ
る
反
応

が
働
き
、
妊
娠
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、同
種
免
疫
異
常
の
場
合
、

そ
の
免
疫
応
答
が
う
ま
く
働
か
ず
に

流
産
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
↓
３
回
以
上
の
流
産
経
験
が
あ

　
　

り
、
分
娩
歴
が
な
く
、
一
般

　
　

的
な
不
育
症
に
関
す
る
検
査

　
　

で
異
常
を
認
め
な
い
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
主
に
、　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー（
Ｎ
Ｋ
）

活
性
値
を
参
考
と
す
る
検
査

を
行
い
ま
す
。
ピ
シ
バ
ニ
ー

ル
®

の
筋
肉
注
射
、
柴
苓

湯
®
（
漢
方
）
内
服
療
法
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

《
治
療
成
績
》

同
種
免
疫
異
常
で
は
無
治
療
の
場

合
、
次
回
妊
娠
が
流
産
し
な
い
割

合
が
70
％
に
対
し
、
ピ
シ
バ
ニ
ー

ル
®
投
与
を
行
う
と
、
78
％
の
方

で
流
産
の
予
防
が
可
能
で
す
。

⑧
染
色
体
異
常

（
夫
あ
る
い
は
妻
）
５
％

夫
、
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
に
染
色

体
異
常
が
あ
る
場
合
に
流
産
を
繰
り

返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
染
色
体
の

異
常
が
わ
か
っ
た
場
合
、
残
念
な
が

ら
治
療
の
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
最
終
的
に
は
赤
ち
ゃ
ん
を
授

か
る
こ
と
が
で
き
る
ケ
ー
ス
も
多
い

の
で
す
。
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

て
詳
し
く
ご
説
明
し
て
い
ま
す
。

⑨
原
因
不
明
40
％
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■流産のリスク■

女
性
の
流
産
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て

流
産
回
数
に
よ
る
検
査
方
針
の
違
い
に
つ
い
て

　

流
産
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
に
お
い
て
は
、
妊
娠
経
験
者
の

約
40
％
が
、
流
産
の
経
験
者
で
も
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
超
音
波
検
査
で
妊
娠
と
わ
か
る
５

週
目
以
降
の
流
産
率
は
15
％
前
後
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
妊
娠
し
た
女

性
の
６
〜
７
人
の
う
ち
、
１
人
は
流
産
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
３
回
以

上
、
連
続
し
て
流
産
す
る
こ
と
も
決
し
て
ま

れ
で
は
な
く
、
出
産
年
齢
の
女
性
の
１
０
０

人
に
１
〜
２
人
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
回
以
上
の
流
産
の
経
験
が
あ
る
女
性

が
、
次
の
妊
娠
で
も
流
産
す
る
危
険
性
は
お

よ
そ
50
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
複
数
回
の
流
産
の
経
験
が
あ
る
方

は
、
そ
の
原
因
を
調
べ
、
治
療
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

不
育
症
と
流
産

流
産
の
原
因
の
大
半
は
、
原
因
不
明
の
胎
児
の
染
色
体
異
常
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
院
で
は
複
数
回
の
流
産
が
続
く
場
合
、
不
育
症
を
疑
い
、
検
査
の
検
討
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
医
学
的
に
は
流
産
検
査
、
お
よ

び
治
療
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

流
産
に
対
す
る
不
安
が
強
く
、
検
査
の
ご
希

望
が
あ
る
場
合
に
は
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
は
、
正
常

妊
婦
で
も
５
％
の
陽
性
率
（
習
慣
流
産
の
患

者
さ
ま
で
は
約
20
％
）で
す
。
し
た
が
っ
て
、

検
査
を
行
い
、
異
常
が
判
明
し
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
治
療
を
選
択
す
る
か
は
、
ご
相
談

の
う
え
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

年
齢
、
不
妊
治
療
歴
、
患
者
さ
ま
の
ご
希

望
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
検
査
項
目
を
検
査

す
る
か
、
あ
る
い
は
選
択
し
て
検
査
す
る
か

を
相
談
し
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
す
べ
て
の
検
査
項
目
を
調
べ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
抗

リ
ン
脂
質
抗
体
の
検
査
は
自
費
検
査
の
項
目

が
多
く
、
１
項
目
で
も
陽
性
項
目
が
あ
れ
ば

治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
経
済
的
負

担
を
考
慮
し
て
、
先
に
健
康
保
険
の
適
用
の

あ
る
項
目
か
ら
調
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ

れ
ら
に
異
常
が
な
け
れ
ば
、
自
費
検
査
項
目

に
進
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
実
際

に
は
自
費
検
査
項
目
で
の
陽
性
率
の
方
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
流
産
歴
が

１
回
だ
け
の
場
合

反
復
流
産

（
２
回
の
流
産
）の
場
合

習
慣
流
産

（
３
回
以
上
の
流
産
）の
場
合

化
学
流
産
に
つ
い
て

　

妊
娠
判
定
は
陽
性
と
な
る
も

の
の
、
そ
の
後
の
超
音
波
検
査

で
子
宮
の
中
に
胎た
い
の
う嚢

（
赤
ち
ゃ

ん
が
育
つ
袋
）
を
確
認
で
き
る

前
に
流
産
と
な
る
こ
と
を
化
学

流
産
と
い
い
ま
す
。
自
然
妊
娠

の
場
合
で
も
月
経
が
や
や
遅
れ

て
き
た
場
合
、
あ
る
い
は
妊
娠

判
定
キ
ッ
ト
で
陽
性
反
応
が
出

た
も
の
の
、
そ
の
数
日
後
に
は

反
応
が
消
え
て
し
ま
い
、
月
経

が
来
た
場
合
な
ど
は
、
化
学
流

産
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
体
外
受
精
で
胚
移
植

後
の
妊
娠
判
定
日
に
、
血
液
検

査
で
Ｈ
Ｃ
Ｇ
（
ヒ
ト
絨
毛
性
ゴ

ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
）
の
値
が
高
く

な
り
、
妊
娠
と
診
断
さ
れ
た
も

の
の
、
超
音
波
検
査
で
胎
嚢
確

認
前
に
数
値
が
下
が
る
、
な
ど

の
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

化
学
流
産
は
妊
娠
成
立
後
の

ご
く
初
期
の
流
産
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
当
院
で
は
、

２
回
以
上
の
化
学
流
産
が
続
け

ば
、
不
育
症
の
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
、
不
育
症
検
査
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。
当
院
受
診
前
も
合

わ
せ
、お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

担
当
医
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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着
床
前
診
断

に
つ
い
て

　

着
床
前
診
断
（
Ｐ
Ｇ
Ｄ
）
と
は
、
着
床
前

に
お
け
る
受
精
卵
の
段
階
で
、
染
色
体
お
よ

び
遺
伝
子
の
検
査
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま

す
。
日
本
で
は
１
９
９
８
年
に
条
件
付
き
で

実
施
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
に
重
篤
な
遺
伝
性
の
病
気
が
伝
わ
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
と
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
お
よ

び
両
方
の
染
色
体
に
相
互
転
座
が
あ
り
、
流

産
を
繰
り
返
し
て
い
る
場
合
に
行
わ
れ
ま

す
。
相
互
転
座
と
は
、
ヒ
ト
の
体
の
設
計
図

で
あ
る
染
色
体
の
一
部
が
他
の
染
色
体
の
一

部
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
状
態
で
、
健
康
上

は
問
題
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
妊

娠
後
に
流
産
を
繰
り
返
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

検
査
を
実
施
す
る
に
は
体
外
受
精
が
必
要

で
す
が
、
検
査
は
一
例
ご
と
に
学
会
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
背
景

に
は
、
Ｐ
Ｇ
Ｄ
を
行
っ
た
後
の
長
期
的
な
影

響
に
つ
い
て
確
認
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
検

査
の
正
確
性
が
１
０
０
％
で
は
な
い
こ
と
、

正
常
で
な
い
と
判
断
し
た
受
精
卵
を
廃
棄
す

る
こ
と
の
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
検
査
を
希
望
さ
れ
て
か
ら
、
学
会

へ
の
申
請
・
承
認
に
は
半
年
か
ら
１
年
ほ
ど

不
育
症
と
遺
伝

「
流
産
を
繰
り
返
さ
な
い
か
不
安
」「
高
齢
妊
娠
が
心
配
」
な
ど
、
不
育
症
の
ご
相
談
で
多
い
の
が
遺
伝
の
問
題
で
す
。

最
後
に
遺
伝
子
や
染
色
体
に
つ
い
て
調
べ
る
着
床
前
診
断
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

当
院
は
２
０
０
９
年
春
に
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
か
ら
Ｐ
Ｇ
Ｄ
実
施
施
設
と
し
て
認
可

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
相
互
転
座
を
伴
う
習

慣
流
産
の
４
症
例
に
実
施
い
た
し
ま
し
た

（
２
０
１
１
年
１
月
現
在
）。
本
技
術
を
応
用

し
た
研
究
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

当
院
で
は
こ
の
Ｐ
Ｇ
Ｄ
を
発
展
途
上
の
技
術

で
あ
る
と
と
ら
え
、
今
後
も
治
療
の
質
の
向

上
の
た
め
、
継
続
し
て
研
究
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

羊
水
染
色
体

検
査
に
つ
い
て

　

羊
水
染
色
体
検
査
と
は
、
妊
娠
し
た
あ
と

に
、
胎
児
に
染
色
体
や
遺
伝
子
の
異
常
が
な

い
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
15
〜
16
週
あ
た

り
で
行
う
の
が
一
般
的
で
、
出
生
前
診
断
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　さまざまな情報に簡単にアクセスできる時代、情
報に振り回されてしまうことも少なくありません。
当院の遺伝カウンセリングでは、専門の遺伝カウン
セラーが、お一人おひとりの状況にあった情報を提
供しています。羊水染色体検査などは繊細な問題で
あるだけに、きちんとした情報がなく、どう考えて
よいかわからない、相談できる人もいない、という
場合があります。難しい選択肢に直面した方々にも、
それぞれの価値観にあった将来の方向性を考えてい
ただくことができるようにサポートしています。完
全予約制ですので事前の予約が必要です。詳細は当
院受付までお問い合わせください。

遺伝カウンセリングとは？

承認後、PGD 実施

日本産科婦人科学会に申請、
書類審査

日本産科婦人科学会
審査小委員会

日本産科婦人科学会
倫理審査委員会

施設内倫理審査委員会で
協議

施設内遺伝
カウンセリング

■着床前診断までの流れ
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体
と
心
の
体
質
改
善

統
合
医
療
の
ご
紹
介

不
妊
治
療
は
、
体
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
を

し
っ
か
り
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

当
院
で
は
、
漢
方
、
鍼し

ん

灸き
ゅ
う

な
ど
の
東
洋
医
学
や
、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら

皆
さ
ま
の
体
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
合
っ
た
方
法
で
、

体
質
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東洋医学の力で体質改善

漢方相談外来
● 毎月第 2（火）・（木）・（金）● 予約制

神戸東洋医療学院教授の邵
ショウキ

輝先生による漢方相談です。

漢方薬治療や鍼灸療法、気功などの東洋医学に関して深

い知識を有しておられます。漢方薬治療をご希望の方は

もちろん、冷えが気になる方や、不妊治療でなかなかよ

い結果が得られない方はぜひご相談ください。

体本来の力を高める

鍼灸室「たんぽぽ」
● 毎週（月）～（土）　● 予約制

東洋医学で古くから人々に馴染みの深い鍼灸治療。鍼
はり

を

打ったり灸をすえることで、経
けいらく

絡や皮膚に刺激を与え、

体内の機能改善を行います。鍼灸で、人間が本来持って

いる自然治癒力を高めることにより、病気を予防し、体

を温めることで妊娠しやすい体づくりを目指します。

健康的なからだを作る

ニュートリションサポート
●毎週（水）（日）　●予約制

妊娠するためにはまず健康的なからだを作ることが大切

です。また、健康な赤ちゃんを生み育てるためにも妊娠

前から栄養バランスのよい食事をとることが重要になりま

す。ニュートリションサポートセンターでは、妊娠しやすい

からだ作りのために普段の食事内容についてのアドバイス

や、試しやすいメニューの提案など患者様の栄養面からサ

ポートをさせていただく栄養カウンセリングを行います。
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ストレッチ・フィットネスで
妊娠パワーアップ！

be マザー・スマイルビクス
● 毎週（水）　● 予約制

竹内邦子先生によるストレッチ・フィットネスを通じて、

妊娠パワーのアップを目指します。このポイントは、子宮、

卵巣、骨盤内の血流のみならず、ホルモンを分泌させる

間脳・脳下垂体への血液の流れを増やすこと。この教室

では全身の血液循環の改善効果を期待でき、冷え症の方

や治療に取り組んでいるのになかなかいい結果を得られ

ていない方には特におすすめです。

体と心をソフトに調和させる

ヨガ教室
● 毎月（日）1回、（金）3回　● 予約制

「adjust balance yoga」の難波志穂先生による患者さま

に好評のヨガ教室です。また、萬波先生のヨガ教室も開

催しています。時間は1時間 30 分～2時間とゆったりと

お取りしています。専門の先生と一緒にヨガを通じてス

トレスを和らげ、妊娠しやすい体づくりを目指すことがで

きます。

安心・安定した心と体づくり

アロマテラピー
● 毎週（月）～（土）　● 予約制

赤ちゃんは「安心した心・安定した体に宿る」といわれ

ています。心地よい香りとともにゆったりとアロママッサ

ージを受けることで、呼吸が深く落ち着き、血行が促進

され、体内のバランスが整っていきます。不安な時や緊

張している時などに利用していただくと、心も体も温まり、

穏やかな気持ちになることができます。移植前に緊張を

和らげるために利用される方も多いです。

血行改善、新陳代謝の活性化に

レーザー治療
● 常時可能　● 予約制

内科的レーザー（低反応レベルレーザー治療：LLLT）と

呼ばれる、体を傷つけたりすることのない弱いレベルの

レーザーを使用し、血行改善、新陳代謝を促し、卵子

の質の向上、子宮内膜の増加を促す治療です。治療用レ

ーザーとして厚生労働省の承認を得た機械を使用してい

ます。治療を希望される方は、医師の問診、および同意

書の提出が必要です。
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公式YouTubeチャンネル

体外受精オンラインセミナー

公式ブログ

　不妊治療について詳しくご説明している動画を 

YouTube の英ウィメンズクリニック公式チャンネル

にアップしています。

●妊娠の仕組みから、不妊の原因を調べるスクリーニ

ング検査について

●体外受精治療の詳しい内容について

●出生前診断を検討される方への遺伝カウンセリング

に向けて

などの動画をいつでもご視聴いただけます。疑問や不

安に感じていることへも理解が深まるのではないで

しょうか。ぜひご活用ください。

　英ウィメンズクリニック公式ブログ 通称ハナブロ

を 2018 年 2 月に開始しました。インターネットが身

近になり、さまざまな情報が氾濫する昨今、不妊治療

に関する国内外の最新情報を提供することでみなさま

のご理解の一助になればと考えています。

　また、英ウィメンズクリニックの医師をはじめとし

たスタッフの紹介、各種セミナー、イベントの案内か

らちょっと一休みといった記事もアップしています。

不妊治療について何か気になることがあればぜひ「ハ

ナブロ」で検索してアクセスしてみてください。

LINE、Instagramも開設しています

体外受精教室は
Zoomを使用し、オンラインで
開催させて頂いております。
月に１回土曜日もしくは
日曜日の 16 時 30 分から
開催いたします。

　現在治療中の方、これから治療をお考えの方、全国どこからでもどなた

でもご参加いただけます。

　体外受精・顕微授精まで不妊治療についてお話します 。 質疑応答の質

問も設けておりますので奮ってご参加下さい！

　予約ではなく公開講座として開催させて頂いており、システムの都合に

より、定員 100 名とさせていただきます。

　誠に申し訳ございませんが、定員に達した場合はご参加いただけません

ので、次回以降のセミナーにご参加いただければ幸いです。

恐れ入りますが、ご了承の程よろしくお願いいたします。

【スケジュール 】

①16時30分～17時00分：プレゼンテーション

②17時00分～17時15分：質疑応答
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妊娠とお薬外来（薬剤師外来）のご案内

胎児超音波ドックのご案内

日　　　時

完全予約制（1組約30分）＊祝日はお休み
実施時間はHPで確認下さい

場　　　所

英ウィメンズクリニック 2階

料　　　金

20,000 円（税別）

担　当　者

医師：林 奈央／山田 聡

※FMF（The Fetal Medicine Foundation）は
イギリスを本部とする胎児医学の研究団
体で、胎児超音波や妊娠中の子宮の計測
の診断に資格者の規定を定めています。
ソフトウェア使用ライセンスはNT資格・
鼻骨資格・三尖弁逆流資格・静脈管血流
資格がないと得られないものです。
※赤ちゃんの位置や向きなどのため評価が
困難な場合は、時間がかかることや、後
日再検させていただく場合もあります。
（再検時は追加費用なし）

FM F（The Fetal Medicine Foundation）の初期胎児スクリー

ニング資格取得医師による胎児超音波です。 11 ～ 13 週台

で、胎児スクリーニングとともに FM Fソフトウェアを用い

た 13/18/21 トリソミーの確率を結果算出できます。結果

によっては、遺伝カウンセリグおよび精密検査のご相談をさ

せていただきます。

　妊娠中にお薬を服用することには注意が必要です。不妊治

療を受けていただくにあたっては、普段服用されているお薬

について妊娠前から妊娠された後の計画をしっかり立ててお

くことが大切になります。そのための相談やお薬に関するさ

まざまな疑問について薬剤師がお受けしています。つぎのよ

うな方には「妊娠とお薬外来」をおすすめしています。

※他院よりお薬を処方されている場合は、処方医と診療情報の交換・共有を行う場
合があります

※お薬手帳をお持ちの方はご持参ください
※「妊娠とお薬外来」の問診票がございますので、記入の上ご持参いただくとスムー
スに受診いただけます。問診票は英ウィメンズクリニックホームページの各種ダ
ウンロードのページに掲載しております

●継続して服用している薬がある

●薬のアレルギーや副作用が心配

●不妊治療で使用する薬のことを詳しく知りたい

●妊娠したことに気づかずに薬を飲んでしまった

●妊娠後に薬を飲む場合の注意などを知っておきたいな

ど、お気軽にご相談ください

日　　　時

実施時間はHPで確認下さい

場　　　所

英ウィメンズクリニック 2階

費　　　用

おひとり：1,000 円（税別）   院外の方：3,000 円（税別）

担　当　者

薬剤師：山田 明子／山本 健児
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自
分
の
血
液
を
使
っ
て

子
宮
内
膜
を
活
性
化
す
る
治
療

　

体
外
受
精
で
良
好
な
受
精
卵
（
胚
）
を
複
数
回
移
植

し
て
も
妊
娠
に
い
た
ら
な
い
、
反
復
着
床
不
成
功
例
の

な
か
に
は
、
受
精
卵
を
受
け
入
れ
る
子
宮
内
膜
の
厚
さ

が
３
〜
４
㎜
未
満
と
か
な
り
薄
く
、
厚
く
な
り
に
く
い

方
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に
対
し
て
は
、
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
増
量
し
て
子
宮
内
膜
を
厚
く
し
た
り
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や
ペ
ン
ト
キ
シ
フ
ィ
リ
ン
を
単
独
や
組
み

合
わ
せ
て
使
う
な
ど
し
て
、
子
宮
内
膜
の
血
流
を
上
げ

る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
治
療
を
し
て
も

着
床
し
や
す
い
と
さ
れ
る
子
宮
内
膜
の
厚
さ
の
基
準

（
７
㎜
）
に
達
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
移
植
を
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
り
、
移
植
し
て
も
妊
娠
に
い
た
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
は
ご
自
身
の
血
液
か
ら
Ｐ
Ｒ
Ｐ
（
多
血

小
板
血
漿
）
を
抽
出
し
て
、
子
宮
内
に
注
入
す
る
新
し

1984 年、宮崎医科大学卒業とともに岡山大学医学部産婦人科学教室に入局。1992年医学
博士（岡山大学）。高知県立中央病院産婦人科勤務を経て、神戸掖済会病院産婦人科部長
に。2004 年より英ウィメンズクリニック勤務、2013 年同院長に就任。

〈 取材協力 〉英ウィメンズクリニック
●さんのみやクリニック　
兵庫県神戸市中央区三宮町1-1- 2 三宮セントラルビル2・7・8F
●たるみクリニック
兵庫県神戸市垂水区日向1- 4 -1
レバンテ垂水１ 番館２Fレバンテクリニックモール

英ウィメンズクリニック　苔口 昭次 先生

着床率を上げる新技術？！PRP療法のことを教えて！
（多血小板血漿）

受精卵の着床や妊娠が成立しにくい
反復着床不成功例の方に対して、

新たな治療法として
注目されている PRP療法。
くわしい治療内容について、

英ウィメンズクリニックの苔口先生に
教えていただきました。

再生医療で
子宮内膜を
活性化する
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い
治
療
法
で
す
。
Ｐ
Ｒ
Ｐ
に
含
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
成

長
因
子
に
は
、
細
胞
の
組
織
を
修
復
し
て
成
長
を
う
な

が
し
た
り
、
血
管
を
新
し
く
作
り
出
し
た
り
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
着
床
や
妊
娠
の
成
立
に
は
、
子
宮
内
膜

の
上
皮
細
胞
、
間
質
細
胞
、
血
管
内
皮
細
胞
、
炎
症
性

細
胞
（
白
血
球
、
リ
ン
パ
球
）
の
４
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
子
宮
内
膜
が
か
な

り
薄
い
方
で
も
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
で
子
宮
内
膜
の
細
胞
を
活
性

化
し
て
再
生
能
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
着
床
や
妊
娠
し

や
す
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

国
の
認
可
を
受
け
た
施
設
で

受
け
ら
れ
る
高
度
な
再
生
医
療

　

Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
は
、
歯
科
や
整
形
外
科
、
皮
膚
科
、
美

容
外
科
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
高
度
な
再
生
医
療

で
す
。
「
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
」
の
も
と
で
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
省
の
認
可
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
国
内
で
実
施
で
き
る
施
設
は
ま
だ
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
生
殖
医
療
の
分
野
で
も

広
く
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

治
療
は
ホ
ル
モ
ン
補
充
周
期
の
10
日
目
と
12
日
目
の

２
回
行
い
ま
す
。
当
日
に
採
取
し
た
ご
自
身
の
血
液

（
約
20
㎖
）か
ら
Ｐ
Ｒ
Ｐ（
約
１
㎖
）を
約

30
分
か
け
て
抽
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
Ｐ

Ｒ
Ｐ
を
移
植
に
用
い
る
チ
ュ
ー
ブ
で
子
宮

内
に
注
入
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
が
子
宮
内
膜
に
浸

透
す
る
ま
で
院
内
で
約
30
分
間
安
静
に
し

て
か
ら
ご
帰
宅
い
た
だ
き
ま
す
。
治
療
後

は
副
作
用
や
痛
み
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

ふ
だ
ん
通
り
に
生
活
で
き
ま
す
。
２
回
目
の
Ｐ
Ｒ
Ｐ
治

療
を
終
了
さ
れ
た
ら
、
胚
移
植
の
流
れ
へ
と
進
ん
で
い

き
ま
す
。

　

こ
の
治
療
で
は
特
殊
な
試
験
管
と
、
ご
自
身
の
血
液

の
み
を
使
い
ま
す
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な
ど
が
起

こ
り
に
く
く
、
安
全
性
の
高
い
治
療
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
少
な
い
採
血
量
の
中
か
ら
炎
症
反
応
を
引
き
起
こ

す
赤
血
球
を
完
全
に
取
り
除
い
て
、
高
濃
度
の
Ｐ
Ｒ
Ｐ

の
み
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
治
療
中
の
感
染
の
リ
ス
ク

に
つ
い
て
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
の
で
、
患

者
さ
ま
は
身
体
的
に
少
な
い
ご
負
担
で
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
次
の

胚
移
植
周
期
か
ら
す
ぐ
に
治
療
が
で
き
ま
す
か
ら
、
限

ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
治
療
さ
れ
た
い
方
に
も

お
す
す
め
で
す
。

子
宮
内
の
外
科
的
処
置
な
ど
で

内
膜
が
薄
く
な
っ
た
方
に
有
効

　

Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
は
反
復
着
床
不
成
功
例
の
方
を
広
く
対

象
に
し
て
い
ま
す
が
、
当
院
で
は
子
宮
内
膜
の
厚
さ
が

基
準
の
７
㎜
に
達
し
な
い
方
で
、
な
お
か
つ
既
往
歴
と

し
て
子
宮
内
膜
ポ
リ
ー
プ
や
ア
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
症
候
群

な
ど
に
よ
る
子
宮
内
癒
着
、
流
産
を
繰
り
返
す
な
ど
の

理
由
で
、
子
宮
内
の
外
科
的
処
置
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
９
月
か
ら
10
名
の
方
に
Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
７
名
が
妊
娠
（
6
名
は
妊
娠
継

続
）
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
子

宮
内
膜
が
癒
着
・
剥
離
さ
れ
た
方
や
、
移
植
時
の
子
宮

内
膜
の
厚
さ
が
４
㎜
程
度
で
も
妊
娠
を
継
続
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
移
植
し
て
も
成
功
す
る
見

込
み
が
薄
か
っ
た
方
が
、
７
名
も
ご
妊
娠
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
手
応
え
の
あ
る
治
療
法
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
に
含
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
因

子
の
有
効
性
は
わ
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
１
０

０
％
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
反
復
着
床

不
成
功
例
の
原
因
に
は
受
精
卵
側
の
問
題
も
か
か
わ
っ

て
き
ま
す
か
ら
、
治
療
の
有
効
性
に
は
個
人
差
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
宮
内
の
外
科
的
処
置

に
よ
っ
て
子
宮
内
膜
が
薄
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
手
立
て

が
な
か
っ
た
方
に
と
っ
て
有
効
な
治
療
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
原
因
不
明
の
反
復
着
床
不
成
功
の
方
へ
の
応

用
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
着
床
の
成
立
に
は
子

宮
内
膜
の
上
皮
細
胞
か
ら
出
る
Ｌ
Ｉ
Ｆ
（
白
血
病
阻
害

因
子
）
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
解
明
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
が
Ｌ
Ｉ
Ｆ
を
つ
く
り
出
せ
る
可
能
性

は
理
論
的
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で

は
Ｐ
Ｒ
Ｐ
が
習
慣
性
流
産
や
卵
巣
機
能
の
改
善
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
一
つ
ひ
と
つ
の
治
療
法
を
し
っ
か
り
確
立
し
て
、
応

用
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

英ウィメンズクリニックでPRP 組
成に使用している特殊な試験管。
抗凝固剤を含んでおらず、100
％自己血由来のPRP 治療が可能
となる。
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不妊治療
の

おもな薬

クロミフェンクエン酸塩 ®

富士製薬（経口薬）

ゴナールエフ皮下注 ®

メルクセローノ（皮下注射）

不妊治療に使われる薬は
どんなものを

何の目的で使うの？
不妊治療では患者さまの治療目的に合わせ、

さまざまな薬を使い分けます。
ここでは、それぞれの特徴と、

使用されるケースをご説明しましょう。

●クロミフェン
特 徴  クロミフェンクエン酸塩を成分とした、無排卵の場
合の初期段階に使われる経口薬です。脳下垂体に働きかけ
て、排卵に不可欠な卵胞刺激ホルモン（FSH）や黄体化ホ
ルモン（LH）の分泌を促進し、卵胞を成熟させて排卵を促し
ます。皮下に直接注射するFSH製剤やHMG（ヒト下垂体
性性腺刺激ホルモン）製剤に比べると穏やかな効き目。月経
開始２～５日目から、１日50mg（１錠）を５日間連続して服用
することから始めます。１錠でうまく排卵しない場合、次の周
期に100mg（２錠）に増量するなど、処方を変更します。

適応ケース  クロミフェン療法によるタイミング療法や
体外受精、軽度の多嚢胞性卵巣症候群の治療に使用されます。

卵胞を成熟させ排卵をうながす 排卵誘発剤

●FSH製剤
 特 徴  「ゴナールエフⓇ」は、遺伝子組み換え卵胞刺激ホル
モン（rFSH）製剤といい、原料にヒトの尿を用いず、遺伝子工
学を利用して作られた皮下注射薬です。同じFSH製剤である
P-HMG製剤、HMG製剤が卵胞刺激ホルモン（FSH）と黄
体化ホルモン（LH）を含んでいるのに対して、卵胞刺激ホルモ
ン１種類しか入っていないのが特徴。体内に黄体化ホルモンや
テストステロンなどの男性ホルモンは過剰にあるものの、卵胞刺
激ホルモンは正常範囲内であり、バランスが崩れた多嚢胞性卵
巣症候群などの治療に有用とされています。ただし、ホルモン
の質や効果が高い分、費用は高め。通院しにくい人には、自分
で簡単に注射できるペン型注射もあります。

  適応ケース  クロミフェンクエン酸塩を服用してもう
まく排卵しない多嚢胞性卵巣症候群や、体外受精で複数
の卵子を採卵する場合に用いられます。
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フォリルモンP ®

富士製薬（注射）

●P-HMG製剤
特 徴  「フォリルモンⓇ」は、閉経後の女性の尿を原料に
した皮下注射薬です。一般的に閉経後の女性の尿は、卵
胞刺激ホルモン（FSH）と黄体化ホルモン（LH）の2種
類を含んでいますが、このタイプは特別な精製技術で黄
体化ホルモンをできる限り取り除き、ほぼ純粋なFSHで
あるのが特徴です。体内に黄体化ホルモンが過剰にある
多嚢胞性卵巣症候群の治療などに使用され、質のいい卵
子を複数育てる手助けをします。

  適応ケース  　多嚢胞性卵巣症候群など、黄体化ホル
モンを過剰分泌しやすい人を含め、排卵誘発目的で使用
されます。

セトロタイド®

塩野義製薬（皮下注射）

排卵をコントロールする 早期排卵防止剤

●HMG製剤
特 徴  HMG「FⓇ」、「フェリングⓇ」は、閉経後の女性の
尿が原料で、卵胞刺激ホルモン（FSH）と黄体化ホルモ
ン（LH）の２種類を含んでいます。ほかの排卵誘発剤に
比べて、黄体化ホルモンを比較的多く含んでいるのが特
徴。例えば、黄体ホルモン (プロゲステロン )が減少す
る40歳以上の場合、排卵誘発を促すのに有利とされま
す。ただし、FSHとLHの配合比率が、F３：１、フェ
リング１：１と、メーカーごとに異なっているため、黄体
化ホルモンの必要度に応じて使い分けられます。

  適応ケース  　エストロゲン（卵胞ホルモン）の不足に
よる第二度無月経、卵子の成長過程で黄体化ホルモンが減
少しやすい場合、40歳以上の排卵誘発などに使用します。

HMG注フェリング®

フェリング・ファーマ（筋肉注射）

特 徴  「セトロタイドⓇ」は、GnRHアンタゴニスト製剤
と呼ばれ、体外受精の際に、排卵誘発剤と合わせて使わ
れるのが一般的です。いずれも脳下垂体に働きかけて、卵
胞刺激ホルモン（FSH）と黄体化ホルモン（LH）の分泌
を抑制します。排卵誘発剤で成熟した卵胞を、採卵前に
体内で排卵しないよう調整します。体外受精では、排卵か
ら卵子の成熟まですべてコントロール下で行うため、予定
外に排卵して、せっかく育てた卵子を採卵できなくなるの
を防ぐためです。卵子の排卵前のサイン（卵胞の直径が
15㎜を超えた時）が現れたら処方します。

  適応ケース  　体外受精、顕微授精で採卵を行うため
に使用されます。

※薬剤は、用途や目的、価格、患者さまのご希望に応じて考慮しながら投与いたします。

HMG筋注用 F ®
富士製薬（筋肉注射）
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ルナベル ®

富士製薬（経口薬）

マーベロン ®

MSD（経口薬）

プラノバール ®

あすか製薬（経口薬）

ジュリナ ®

バイエル（経口薬）

月経不順やホルモンバランスを整える 卵胞刺激・黄体化ホルモン合剤（ピル）

特 徴  排卵誘発剤を服用する前に卵巣を休ませたり、
黄体機能不全の治療のために、排卵を抑制する薬です。
一時的に無排卵状態をつくることによって、月経不順、
ホルモンバランスを整える働きをします。「ルナベルⓇ」は、
卵胞刺激ホルモン（FSH）と黄体化ホルモン（LH）が
低用量で、子宮内膜症やそれに伴う月経困難の治療に使
用。健康保険が適用されます。「マーベロンⓇ」は、低用
量で生理不順の改善や体外受精の前月に卵巣の働きを整
えるために使用。健康保険が適用外になります。「プラ
ノバールⓇ」は、中用量で強い作用があるため、しっかり
した効果を出す必要がある場合に使用されます。

  適応ケース  　「ルナベルⓇ」「プラノバールⓇ」は子宮
内膜症、それに伴う月経困難。体外受精の前月に卵巣の
働きを整えるために使用します。「マーベロンⓇ」は避妊にも。

卵巣の機能を補う 卵胞ホルモン製剤

特 徴   「ジュリナⓇ」、「エストラーナⓇテープ」は、卵胞
ホルモンが不足しているときに処方される薬です。血中
の卵胞ホルモンの濃度を高め、卵胞ホルモンの不足や低
下症による卵巣の機能を補います。子宮内膜を整えて着
床しやすい状態にしたり、月経不順や無月経の治療など
に使用。ヒトのホルモンからできているため、ナチュラ
ルに作用します。経口薬のほかに、「エストラーナⓇテープ」
のような下腹部に貼る薬もあり、体質に応じて使い分け
ができます。もともと卵胞ホルモン剤は、更年期障害の
治療薬として開発されたため、不妊治療に使用する場合、
健康保険が適用されません。

  適応ケース  　凍結保存した受精卵を子宮に戻す場合、
子宮を妊娠しやすい状態に整えるために使用します。

エストラーナ ®テープ
久光製薬（貼り薬）



61 Hanabusa with Jineko ※薬剤は、用途や目的、価格、患者さまのご希望に応じて考慮しながら投与いたします。

ISM1®
オリジオ社

ヘパリンカルシウム®

持田製薬（皮下注射）

受精卵を培養する 培養液

特 徴  培養液は細胞などを培養する液体です。おもに
精子と卵子を受精させるため、または受精卵を育てるた
めに使われています。いわば母体の卵管と同じ役目を果
たすものです。そのため、体外に取り出した受精卵が、
最大6日間、培養液の中で元気に育つために、さまざま
な栄養素をバランスよく含んでいることが大切です。ま
た、受精卵はとてもデリケートなため、これ以外に温度
やガス濃度といった培養中の環境も重要になります。

  適応ケース  　人工授精、体外受精のための胚盤胞移
植、胚の凍結保存に使用されます。

不育症の場合に使用 血液凝固阻止の薬

特 徴   「ヘパリンカルシウムⓇ」は血液の凝固や血栓を
防ぐ薬で、心筋梗塞や脳卒中の再発予防などに幅広く使
われています。不妊治療においては、妊娠後に行う血液
検査や血液凝固検査の結果、抗リン脂質抗体症候群が
要因で、流産を繰り返す不育症と判断された場合、すみ
やかに処方します。この抗リン脂質抗体が胎盤の中に血
栓をつくるのを防ぎ、母体の環境を整えるのが目的です。
自己注射タイプで、1日2回、出産予定日1～ 2週間前
まで打ち続けます。

  適応ケース  　抗リン脂質抗体症候群による不育症（習
慣流産）、不妊の一因とされる血液凝固症などに使用さ
れます。

global®
ライフグローバル社

レビトラ ®

バイエル薬品（経口薬）

勃起障害に使用する 男性不妊の治療

特 徴   「レビトラⓇ」、「シルデナフィルOD錠Ⓡ」、「シア
リスⓇ」は、ペニスが勃起しない、あるいは勃起が持続し
ない男性に処方する経口薬です。ペニスへの血流を増大
させて勃起を手助けします。服用しても性的興奮がなけ
れば勃起しないため、性欲がない人には効果がありませ
ん。「レビトラⓇ」、「シルデナフィルOD錠Ⓡ」は、性行為
が予測される30分前に服用すると約４時間効果が持続
します。一方、「シアリスⓇ」の効果の持続時間は24時間。
1日1錠服用すると1日中効果があるため、性交渉が予
測しにくい時などに有効とされます。ただし、使用感や
副作用には個人差があるため、カウンセリングをもとに、
医師によって処方されます。

  適応ケース  　勃起障害（ED）のある場合に使用しま
す。シアリス®

日本新薬（経口薬）

シルデナフィルOD錠 ®

ファイザー（経口薬）



※英ウィメンズクリニック医師にお問い合わせください。
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人
間
の
身
体
は
、約
90
日
間
で

つ
く
り
換
え
ら
れ
る
。

　

ヒ
ト
の
身
体
は
、
約
60
兆
個
の
細
胞
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
細
胞
は
、
組
織
と
な
り
、
器
官
を
構
成
し
、
ヒ

ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
を
働
か
せ
、
活
動
を
支
え
ま
す
。

　

一
部
を
除
い
て
細
胞
は
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
細
胞
と
入
れ
換

わ
っ
て
い
ま
す
。
「
新
陳
代
謝
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
心
臓
は
約

22
日
間
、
皮
膚
は
約
28
日
間
、
筋
肉
と
肝
臓
は
約
60
日
間
、
骨
は

約
90
日
間
で
新
た
な
細
胞
に
換
わ
り
ま
す
。
臓
器
に
よ
っ
て
差
は

あ
り
ま
す
が
、
長
く
と
も
約
90
日
間
で
ほ
と
ん
ど
の
臓
器
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
日
々
行
わ
れ
て
お
り
、
休
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
栄
養
不
足
等
が
続
く
と
、
新
陳
代
謝
に
支
障
を
き
た
し
、
本

来
持
っ
て
い
る
能
力
を
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

よ
り
良
い
状
態
の
身
体
を
つ
く
り
、

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、

日
々
の
積
み
重
ね
で
す
。

　

良
い
状
態
の
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
積
み
重
ね

プレグナ［ベーシック］

希望小売価格4,667円（税抜）
健康を維持するために大切なビタミンおよびミネラル等を24 種
類配合しました。その中には妊娠を望まれる女性に欠かせな
い葉酸 400µgをはじめとして、妊活中の男女に重要といわれ
ている成分がバランス良く含まれています。

BASIC

［内容量］180粒（30日分）　
［一日の目安量］6粒
［内容成分のご案内（一部抜粋）］
βカロテン／ビタミンB群／葉酸／ビタミンＣ／ビタミンＤ／ビタミン
Ｅ／亜鉛／ヘム鉄／カルシウム／その他

「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
90
日
間
以
上

摂
り
続
け
て
欲
し
い」と
い
う
想
い
に
は
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
理
由
が
あ
り
ま
す
。

葉酸400µg／日

妊活中の身体づくりをサポート
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生活に必要な栄養素の
整った食事をしていても、
妊娠のために必要なビタミン、
ミネラルは不足しがちです。
体質改善、妊娠を
サポートするためにも
「サプリメント」を活用し、
より妊娠しやすい
身体づくりをしましょう。

が
必
要
で
す
。
新
陳
代
謝
を
良
い
状
態
で
続
け
る
た
め
に
は
、
食

事
、
睡
眠
、
運
動
、
ス
ト
レ
ス
管
理
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
食
事
は
身
体
の
材
料
と
な
る
成
分
や
必
須
栄
養
素
を
補
給
す

る
の
で
最
も
大
切
で
す
。
た
だ
、
食
事
か
ら
継
続
的
に
十
分
な
栄

養
素
な
ど
を
摂
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
と
い
え
ま
す
。
食
事

で
は
足
ら
な
い
部
分
、
あ
る
い
は
多
く
あ
っ
て
も
問
題
な
い
成
分

を
満
た
す
た
め
に
「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
理

に
か
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
食
事
と
「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
で
、
栄
養
素
の
補
給

を
行
い
、
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
約
90
日
間
の
継
続
は
、
身
体
の
細
胞
が
一
通
り
入
れ
換
わ
る
期

間
に
相
当
し
、
常
に
よ
り
良
い
状
態
に
保
つ
こ
と
が
、
妊
娠
し
や

す
い
身
体
づ
く
り
に
は
必
要
だ
か
ら
で
す
。
ま
さ
に
、
「
ロ
ー
マ

は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
で
す
。

プレグナ［女性用］プレグナ［男性用］

希望小売価格4,380円（税抜）希望小売価格5,528円（税抜）
特に女性に摂っていただきたい妊活サポート成分を厳選し､
配合しました。L-カルニチン、レスベラトロール、アスタキサン
チン、ビタミンE等、14 種類の成分が健やかな身体づくりを
サポートします。

L-アルギニン、L-カルニチン、亜鉛などの成分と共に、牡蠣
エキスや有機マカなどを配合しました。トータルバランスで男性
の妊活をサポートします。

WOMENMEN

［内容量］90カプセル（30日分）　
［一日の目安量］3カプセル
［内容成分のご案内（一部抜粋）］
L-カルニチン／ローズヒップ／コエンザイムQ10／ショウガエキス／
ビタミンＥ／ヘスペリジン／プロアントシアニジン／リコピン／クロ
セチン／葉酸／ビタミンD／その他

［内容量］120カプセル（30日分）　
［一日の目安量］4カプセル
［内容成分のご案内］
L-アルギニン／L-カルニチン／有機マカ／高麗人参／コエンザイム
Q10／ヤマイモ／ビタミンE／牡蠣エキス／亜鉛／セレン／ビタミンD

製品に関する質問や要望は
お気軽にご連絡ください。

販売元 株式会社メニコン
ライフサイエンス部

https : //www. menicon- l i fesc ience. com
お客様窓口 ０１２０-６１２-８６０［平日10：00～17：00］

葉酸200µg／日
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タ
イ
ミ
ン
グ
指
導
で
、幸
い
に
も
す
ぐ
に
妊
娠
が
で
き
た
カ
ナ
さ
ん
。

し
か
し
、高
齢
出
産
で
も
し
生
ま
れ
る
子
に
異
常
が
見
つ
か
っ
た
ら
…
…

思
い
切
って
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

高
齢
出
産
、あ
ま
り
丈
夫
で
は
な
い
自
分
の
体
や
、経
済
面
な
ど
現
実
問
題
を
頭
が
よ
ぎ
り
…
…

そ
れ
で
も
、赤
ち
ゃ
ん
を

こ
の
手
に
…
…
。

諦
め
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ
た

英ウィメンズクリニックでは、
数多くの患者さまを妊娠、出産へ

導いています。
クリニックを受診する患者さまの症状は

人それぞれです。
ここでは様々な症例と、

ドクターからの診察時の様子を参考に、
未来の妊娠に向けて勇気をもって、
治療に進んでいきましょう。

妊娠
ストーリー
私はこうして妊娠・出産できました

英ウィメンズクリニック

帰
郷
、そ
し
て
結
婚
。

焦
り
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
…
…

「
年
齢
も
年
齢
な
の
で
、
早
く
治
療
を
始

め
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
」

　

地
元
の
産
婦
人
科
医
院
を
受
診
し
、
簡

単
な
検
査
と
不
妊
治
療
に
関
す
る
説
明
の

後
、
医
師
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
言
葉
。

結
婚
３
年
目
で
も
妊
娠
の
兆
し
が
な
く
、

焦
り
を
感
じ
て
い
た
の
は
事
実
だ
が
、
そ

ん
な
き
つ
い
言
い
方
を
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
…
…
と
い
う
の
が
正
直
な
気

持
ち
だ
っ
た
。

「
同
世
代
の
友
人
た
ち
が
晩
婚
で
も
す
ぐ

に
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ

ほ
ど
焦
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
結
婚
３
年
目
で
さ
す
が
に
危
機
感
を

持
ち
、
地
元
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
検
査
を
し

て
も
ら
っ
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
」

　

高
校
卒
業
後
、
進
学
の
た
め
、
地
元
で

あ
る
関
西
か
ら
東
京
へ
。
就
職
後
も
20
〜

30
代
は
仕
事
を
中
心
に
過
ご
し
て
き
た
カ

ナ
さ
ん
。
帰
郷
後
は
30
代
の
後
半
ま
で
、

資
格
取
得
を
目
指
し
な
が
ら
地
元
で
働
い

て
い
た
。

「
若
い
頃
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
仕
事

を
頑
張
り
た
い
タ
イ
プ
で
、
結
婚
は
40
歳

に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
担
当
医
の
お
っ

し
ゃ
る
こ
と
は
よ
く
理
解
で
き
た
の
で
す

が
、
何
と
な
く
相
性
が
合
わ
な
い
気
が
し

て
、
１
回
目
の
体
外
受
精
で
妊
娠
・
出
産

し
た
友
人
に
相
談
。
彼
女
が
治
療
を
受
け

た
『
英
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
を
受

診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

43
歳
の
遅
い
治
療
デ
ビ
ュ
ー
。
不
安
と

と
も
に
、
ち
ょ
っ
と
気
恥
ず
か
し
い
よ
う

な
、
先
生
に
申
し
訳
な
い
よ
う
な
複
雑
な

気
持
ち
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
出
向
い
た
。

嬉
し
か
っ
た
ド
ク
タ
ー
の

「
諦
め
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
」

と
い
う
言
葉

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
一
生
子
ど
も
を
抱
け

な
い
か
も
？
そ
ん
な
不
安
な
気
持
ち
で
、

お
そ
る
お
そ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
初
診
の
予

約
を
入
れ
た
と
い
う
カ
ナ
さ
ん
。
女
性
ス

タ
ッ
フ
の
穏
や
か
で
丁
寧
な
対
応
に
、
少

し
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
初
診
当
日
は

ご
主
人
も
付
き
添
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
の
日
の
う
ち
に
採
血
し
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
必
要
な
検
査
を
ス
タ
ー
ト
。
排

卵
日
を
予
測
し
て
、
と
り
あ
え
ず
医
師
の

指
導
で
性
交
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
か
る
、

タ
イ
ミ
ン
グ
指
導
で
様
子
を
見
な
が
ら
治

療
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
。

「
子
宮
卵
管
造
影
検
査
で
は
、
卵
管
が
細

く
、
通
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
卵

管
狭
窄
と
の
診
断
結
果
。
体
外
受
精
に
つ

い
て
、
夫
婦
で
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
主
人
は
そ
の
頃
、
ま

だ
子
ど
も
は
自
然
に
で
き
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
よ
う
で
、
迷
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。
高
額
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
治
療
費
に

つ
い
て
も
気
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す

し
。
私
自
身
は
覚
悟
が
で
き
て
い
て
、『
も

し
今
年
、
妊
娠
で
き
な
か
っ
た
ら
、
一
生

子
ど
も
は
で
き
な
い
か
も
』
と
い
う
く
ら

い
追
い
つ
め
ら
れ
た
気
分
で
し
た
」

◉撮影協力：のじまスコーラ　TEL：0799-82-1820 

カ
ナ
さ
ん

（
44
歳
、会
社
員
）
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丈
夫
で
は
な
い
自
分
の
体
や
、
夫
婦
の
収

入
な
ど
、
経
済
的
な
こ
と
が
現
実
問
題
と

し
て
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
で
す
」。

　

家
族
や
ご
主
人
に
も
相
談
し
た
結
果
、

カ
ナ
さ
ん
は
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
決
心

す
る
。
子
宮
に
穿
刺
し
て
胎
児
の
染
色
体

異
常
を
調
べ
る
羊
水
検
査
を
行
う
こ
と
に

し
た
。

　

治
療
を
決
意
し
た
８
月
の
初
診
日
か
ら

数
え
て
５
カ
月
目
。
年
の
瀬
も
迫
っ
た
12

月
に
出
た
検
査
結
果
は
い
ず
れ
も「
正
常
」

だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
張
り
つ
め
た
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し

て
く
れ
た
の
は
先
生
の
言
葉
だ
っ
た
。

「
妊
娠
で
き
る
確
率
は
高
く
な
い
と
い
う

前
置
き
の
後
、
諦
め
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
、

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
焦
っ
て
は
い

た
も
の
の
、
こ
れ
は
自
業
自
得
な
ん
だ
。

結
婚
や
子
ど
も
を
産
む
時
期
が
遅
く
な
っ

た
の
も
、
高
齢
に
な
る
ま
で
放
っ
て
お
い

た
自
分
の
せ
い
な
ん
だ
と
少
し
自
分
を
責

め
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
余
計
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
」

　

性
交
後
の
子
宮
頸
管
粘
液
を
調
べ
る

ヒ
ュ
ー
ナ
ー
検
査
の
結
果
が
良
好
だ
っ
た

こ
と
も
気
分
を
明
る
く
し
て
く
れ
た
。

「『
す
ご
く
い
い
状
態
。
も
し
か
し
た
ら
今

回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
妊
娠
で
き
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
よ
』
と
い
う
言
葉
に
救
わ
れ

る
よ
う
な
思
い
が
し
ま
し
た
」

妊
娠
の
喜
び
と

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
こ
と

「
妊
娠
し
て
い
ま
す
よ
！
」

　

ヒ
ュ
ー
ナ
ー
検
査
の
次
の
診
察
日
の
こ

と
だ
っ
た
。
妊
娠
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
尿
検

査
の
結
果
は
陽
性
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
指
導

さ
れ
た
排
卵
日
の
前
後
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を

取
り
、
生
理
は
遅
れ
て
い
た
が
、
医
師
か

ら
妊
娠
を
告
げ
ら
れ
て
も
、
カ
ナ
さ
ん
は

ま
だ
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
も

早
く
結
果
を
出
せ
た
こ
と
に
、
家
族
や
ご

主
人
も
手
放
し
で
喜
ん
で
く
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
喜
び
は
、
同
時
に
不
安

も
引
き
寄
せ
た
。
そ
れ
は
44
歳
と
い
う
高

齢
出
産
に
伴
う
、
ご
く
自
然
な
感
情
の
動

き
で
も
あ
っ
た
。

「
高
齢
で
出
産
す
る
子
ど
も
の
こ
と
が
や

は
り
心
配
で
し
た
。
も
し
障
害
を
持
つ
子

ど
も
を
出
産
し
た
と
し
た
ら
…
…
あ
ま
り

ゆったりとした時間が流れる兵庫県・淡路島
がカナさんの故郷。日の光を浴びて穏やかに
光る、瀬戸内海の海を見下ろしながら。

あまり体は強いほうではないが、ようやくここまで育ってきた
大事な命に、今は感謝の気持ちでいっぱい。

手
遅
れ
に
な
る
前
に

治
療
が
で
き
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
…
…

　

見
慣
れ
た
故
郷
の
海
を
見
つ
め
な
が

ら
、
カ
ナ
さ
ん
は
考
え
て
い
た
。
治
療
に

通
っ
た
日
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
大
き
な

危
機
感
と
や
り
場
の
な
い
閉
塞
感
に
さ
い

な
ま
れ
た
日
々
。
思
い
切
っ
て
一
歩
を
踏

み
出
し
、
検
査
や
治
療
を
受
け
て
よ
か
っ

た
、
と
。

「
治
療
を
始
め
た
頃
、『
43
歳
だ
か
ら
子
ど

も
が
で
き
な
い
』
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
き
っ
と
も
う
少
し
遅
か
っ
た
ら
、

子
ど
も
は
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
」

「
私
は
体
が
小
さ
い
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
も

ち
っ
ち
ゃ
い
み
た
い
な
ん
で
す
」
と
笑
う

カ
ナ
さ
ん
。
大
事
を
取
り
、
出
産
の
１
カ

月
前
か
ら
地
元
の
病
院
へ
入
院
。
今
は
穏

や
か
に
、
そ
の
日
を
待
っ
て
い
る
。

fromドクター

●岡本恵理先生

治療を振り返って

子宮卵管造影検査が、
結果として数少ない
自然妊娠を可能に
　カナさんのように初診の段階で43歳を越え
ていらっしゃると、まずお伝えしなければなら
ないのが妊娠率の低さです。統計的な妊娠
の可能性としては10％程度。本当にどうして
も妊娠したいという患者さんには、１～２年く
らい、できる期間だけでも集中して体外受精
をされてみてはどうかというお話をさせていた
だきます。驚かれる方もいらっしゃいますが、
年齢的にやはり時間の余裕がないので、そこ
はあえて体外受精のお話から始めますね。
　カナさんの場合、年齢的には卵巣の予備
能が高いほうですし、ご主人の精液検査の結
果にも大きな異常は見当たりませんでした。
自然妊娠できる可能性も考えられたのですが、
当院で子宮卵管造影検査を受けた直後に妊
娠されていますね。今まで妊娠率が低かった
のは、おそらく卵管のほうの問題だったので
しょう。自然妊娠が難しい年齢に入っていた
のは間違いないので、その数少ないチャンス
をしっかりつかまれたのかなと思います。
　カナさんは44歳で無事に出産されました
が、当院で遺伝カウンセリングを受診された
うえで、羊水検査を希望されました。母体年
齢別の統計では、44歳で染色体異常のお子
さんを出産する確率は低くないのが現実。そ
のことをお知りいただくという理由で、当院で
は40代で妊娠された方には遺伝カウンセリン
グの受診をご案内しています。
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治療中はよく“子宝祈願”
の旅行に出掛けたと笑う
shoさん。「行く先々でお
守りなんかもよく買ってい
ましたね」。

家
族
に
支
え
ら
れ
、や
っ
と
出
会
え
た
赤
ち
ゃ
ん
に

今
ま
で
の
治
療
が
す
べ
て

報
わ
れ
た
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す

妊娠
ストーリー
私はこうして妊娠・出産できました

英ウィメンズクリニック

結
婚
後
、す
ぐ
に
婦
人
科
へ
。

両
親
に
早
く
孫
の
顔
を

見
せ
た
い
。

「
あ
な
た
も
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
な
ら
、

早
め
に
調
べ
て
お
い
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が

い
い
わ
」

　

仲
の
よ
い
２
歳
年
上
の
姉
か
ら
掛
け
ら

れ
た
言
葉
に
、
ｓ
ｈ
o
さ
ん
は
素
直
に
従

う
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
何

を
す
る
に
も
一
緒
。
高
校
卒
業
後
、
進
学

の
た
め
に
実
家
を
出
た
後
は
、
姉
妹
で
二

人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
。

「
結
婚
し
て
２
カ
月
後
に
は
、
も
う
近
く

の
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
ま

し
た
。
29
歳
で
結
婚
し
た
姉
も
、
２
年
以

上
子
ど
も
が
で
き
な
く
て
…
…
。
そ
れ
を

そ
ば
で
ず
っ
と
見
て
い
た
の
で
抵
抗
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

２
度
ほ
ど
そ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ
た

も
の
の
、
一
般
的
な
婦
人
科
検
診
で
は
、

不
妊
の
原
因
と
な
る
大
き
な
異
常
が
指
摘

◉撮影協力：海のホテル 島花　TEL：0799（22）2521

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
は

基
礎
体
温
を
記
録
し
た
り
、
排
卵
日
を
予

測
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
取
る
日
々
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
自
己
流
の
妊
活
に
も
限

界
を
感
じ
て
い
た
頃
、
ち
ょ
う
ど
転
職
時

期
が
重
な
り
、
思
い
切
っ
て
姉
が
治
療
を

受
け
て
い
た
「
英
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
受
診
す
る
こ
と
に
。
初
診
に
は
ご

主
人
も
付
き
添
っ
て
く
れ
た
。

　

特
に
こ
の
時
期
は
会
社
に
務
め
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
月
経
周
期
に
よ
る

ホ
ル
モ
ン
値
や
超
音
波
検
査
、
子
宮
卵
管

造
影
検
査
な
ど
の
必
要
な
検
査
を
順
次
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ポ
リ
ー
プ
切
除
の
後
、

６
回
に
及
ん
だ
人
工
授
精

　

ｓ
ｈ
o
さ
ん
の
子
宮
に
小
さ
な
ポ
リ
ー

プ
が
見
つ
か
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
。

実
は
彼
女
の
姉
も
子
宮
頸
管
ポ
リ
ー
プ
が

あ
り
、
切
除
手
術
を
し
た
途
端
に
自
然
妊

娠
で
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

「
ポ
リ
ー
プ
が
な
く
な
れ
ば
、
す
ぐ
に
赤

ち
ゃ
ん
が
で
き
る
！
」

　

そ
ん
な
ふ
う
に
楽
観
的
に
考
え
て
い

た
。
切
除
手
術
を
受
け
る
前
か
ら
、

ｓ
ｈ
o
さ
ん
は
も
う
ほ
と
ん
ど
妊
娠
で
き

た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
な
か
な
か
で
き

な
か
っ
た
ん
で
す
。
私
、
子
宮
卵
管
造
影

検
査
で
卵
管
に
造
影
剤
を
通
し
て
も
全
然

痛
く
な
く
て
、
異
常
な
し
。
ポ
リ
ー
プ
が

あ
る
以
外
、
他
に
原
因
が
ど
こ
に
も
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に
手
術

を
し
て
も
妊
娠
で
き
な
い
。か
え
っ
て『
ど

う
し
て
な
の
？
』
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
」

　

仕
事
を
や
め
、
３
カ
月
く
ら
い
の
間
、

自
宅
で
完
全
に
専
業
主
婦
を
し
て
い
た
こ

と
も
、
気
分
的
に
は
逆
に
作
用
し
た
。
急

に
時
間
が
で
き
た
け
れ
ど
、
治
療
以
外
に

や
る
こ
と
が
な
い
。
同
世
代
の
友
人
た
ち

は
仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
い
。

　

自
分
よ
り
も
後
で
結
婚
し
た
友
人
に
す

ぐ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
り
、
時
に
は
２

人
目
が
生
ま
れ
た
と
い
う
声
ま
で
聞
こ
え

て
く
る
。

「
友
人
が
妊
娠
し
て
も
、
悲
し
い
こ
と
に

少
し
も
喜
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
ど
ん
ど
ん
落
ち
込
ん
で
、
生
理
が
来

る
度
に
泣
い
て
い
ま
し
た
」

　

基
本
的
に
は
自
然
妊
娠
を
目
指
し
、
通

院
し
て
い
な
い
と
き
も
自
分
な
り
に
タ
イ

ミ
ン
グ
を
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、
最
終
的

に
人
工
授
精
の
回
数
は
６
回
に
上
っ
た
。

つ
ら
く
泣
い
た
日
々
を
経
て

１
度
目
の
体
外
受
精
で
妊
娠
！

　

こ
ん
な
精
神
状
態
が
続
い
て
は
、
妊
娠

の
た
め
に
も
き
っ
と
よ
く
な
い
。

　

す
ぐ
に
危
機
感
を
覚
え
た
ｓ
ｈ
o
さ
ん

は
、
時
間
を
持
て
余
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

フ
ル
タ
イ
ム
の
教
員
仕
事
と
不
妊
治
療
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
…
…

ｓ
ｈｏ
さ
ん

（
34
歳  

元
教
員
）

姉
も
通
院
し
て
い
た「
英
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク
」。姉
の
助
言
も
受
け
、

ｓ
ｈo
さ
ん
は
す
ぐ
に
妊
娠
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
実
際
は
約
1
年
半
の
月
日
が
た
ち
…
…
。

つ
ら
く
泣
い
た
日
々
を
経
て
、１
度
目
の
体
外
受
精
で
無
事
妊
娠
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

S t o r y  t o  p r e g n a n c y
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ご自宅近くのホテルに隣接するハーバーを見ながら。明るく自然体でいながら、逆境を
跳ね返す強さも。治療の経験を通して得られたものも多いと感じている。

ら
い
だ
っ
た
。

静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
た

家
族
の
存
在
に
感
謝

　

最
も
つ
ら
い
時
期
、
ｓ
ｈ
o
さ
ん
が
救

わ
れ
た
の
は
、
隣
で
静
か
に
見
守
っ
て
く

れ
た
ご
主
人
や
、
実
家
の
家
族
の
存
在

だ
っ
た
。

「
彼
は
結
婚
前
か
ら
、
私
が
赤
ち
ゃ
ん
を

欲
し
が
っ
て
い
る
と
ず
っ
と
知
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
最
初
か
ら
治
療
に
理
解
が
あ

り
、か
な
り
協
力
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

姉
夫
婦
が
一
緒
に
通
院
し
て
い
た
こ
と
も

知
っ
て
い
た
の
で
、
不
妊
治
療
に
は
抵
抗

が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。『
子

ど
も
は
で
き
な
か
っ
た
ら
で
き
な
い
で
い

い
よ
』
と
も
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
」

　

も
と
も
と
、
お
酒
や
タ
バ
コ
は
た
し
な

思
考
に
走
り
が
ち
な
生
活
を
リ
セ
ッ
ト
す

る
た
め
、
学
生
時
代
に
取
得
し
て
い
た
教

員
免
許
を
生
か
し
て
、
程
な
く
フ
ル
タ
イ

ム
の
補
助
教
員
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
。

仕
事
が
順
調
に
回
り
始
め
る
と
、
次
第
に

治
療
に
向
か
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が

り
始
め
る
。

　

人
工
授
精
だ
け
で
な
く
、
体
外
受
精
を

視
野
に
入
れ
た
高
度
な
治
療
を
検
討
す
る

覚
悟
も
少
し
ず
つ
固
ま
っ
て
き
た
。

　

ホ
ル
モ
ン
剤
や
排
卵
誘
発
剤
を
投
与
し

な
が
ら
、
排
卵
や
胚
移
植
の
時
期
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
体
外
受
精
は
、
仕
事
を

持
つ
女
性
に
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
治
療
法
で

も
あ
る
。
勤
務
先
で
あ
る
学
校
の
夏
休
み

を
目
前
に
控
え
た
あ
る
と
き
、「
今
し
か

な
い
」
と
直
感
し
た
彼
女
は
、
つ
い
に
体

外
受
精
に
踏
み
切
る
決
意
を
す
る
。

「
先
生
に
は
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法
に
よ
る

卵
巣
刺
激
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
連
日
、
神
戸
ま
で
通
う
の
は
大
変
な

の
で
、
自
宅
で
ホ
ル
モ
ン
剤
を
注
射
で
き

る
よ
う
自
己
注
射
の
教
室
に
も
参
加
。
結

構
、
順
調
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
10
個
採

卵
し
、
そ
の
う
ち
胚
盤
胞
ま
で
育
っ
た
３

個
の
受
精
卵
を
凍
結
保
存
し
ま
し
た
。
子

宮
内
膜
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
た

め
に
１
周
期
置
い
て
、
特
に
グ
レ
ー
ド
が

よ
か
っ
た
胚
盤
胞
を
移
植
。
幸
い
に
も
１

度
目
の
体
外
受
精
に
よ
る
胚
移
植
で
、
妊

娠
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

出
口
の
見
え
な
い
１
年
半
を
思
え
ば
、

あ
っ
け
な
い
ほ
ど
に
全
て
が
う
ま
く
い
っ

た
。
医
師
に
血
液
検
査
の
結
果
か
ら
、
妊

娠
し
て
い
ま
す
よ
と
告
げ
ら
れ
た
の
に
、

ど
う
喜
ん
で
い
い
か
戸
惑
っ
て
し
ま
う
く

ま
ず
、
普
段
か
ら
健
康
そ
の
も
の
の
生
活

と
い
う
ｓ
ｈ
o
さ
ん
の
ご
主
人
。
治
療
の

た
め
に
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
な
か
っ
た

が
、
土
日
の
通
院
時
に
は
必
ず
ク
リ
ニ
ッ

ク
ま
で
車
で
送
っ
て
く
れ
て
、
ち
ょ
う
ど

診
察
が
終
了
す
る
頃
に
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
で
き
て
い
た
。

　

妊
娠
が
わ
か
っ
た
と
き
は
「
ビ
ッ
ク
リ

さ
せ
て
や
ろ
う
！
」
と
、
わ
ざ
と
い
つ
も

の
よ
う
に
声
の
調
子
を
下
げ
気
味
に
電
話

に
出
た
と
笑
う
ｓ
ｈ
o
さ
ん
。
帰
宅
後
、

彼
女
の
様
子
が
お
か
し
い
こ
と
に
気
付

き
、「
え
っ
、
も
し
か
し
て
…
…
そ
う
な

の
! ?　

電
話
の
感
じ
で
て
っ
き
り
ダ
メ
か

と
思
っ
て
た
！
」
と
、
驚
き
な
が
ら
喜
ん

で
く
れ
た
ご
主
人
を
見
て
胸
が
熱
く
な
っ

た
。

　

治
療
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
聞
か

ず
、
静
か
に
見
守
り
続
け
て
く
れ
た
実
家

の
母
の
気
持
ち
も
嬉
し
か
っ
た
。「
も
う

諦
め
か
け
て
い
た
」
と
、
ホ
ッ
と
し
た
様

子
で
喜
ん
で
く
れ
た
父
。
そ
し
て
、
行
き

詰
ま
っ
た
と
き
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
た
姉
。
治
療
を
通
じ
て
、
身
近
に
い

る
家
族
の
あ
り
が
た
さ
を
再
認
識
し
た
。

「
治
療
に
か
け
た
期
間
は
ト
ー
タ
ル
で
２

年
弱
く
ら
い
。
す
ご
く
つ
ら
い
時
期
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、赤
ち
ゃ
ん
も
で
き
た
し
、

頑
張
れ
て
よ
か
っ
た
な
ー
っ
て
思
い
ま

す
。
友
人
を
横
目
で
見
て
、『
あ
そ
こ
は

結
婚
し
て
す
ぐ
で
き
て
い
い
な
』
と
か
、

自
分
で
自
分
が
嫌
な
と
き
も
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
し
た
。
今
は
自
然
に
よ
か
っ
た
ね
〜

と
喜
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
自
分
に
戻
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
」

fromドクター

●水澤友利先生

治療を振り返って

家族の支えや医師の勧めや
治療方針を理解した上での
治療が良い結果に
　shoさんは年齢がまだ33歳とお若く、不妊期
間もそれほど長くなかったので、不妊原因の一
般的な検査を最初に優先しました。その結果、
子宮にポリープが見つかり、ポリープの手術後、
人工授精へという流れになったのだと思います。
　通常、精液中の運動精子が1000万個/mL以
上ある方が人工授精を行った場合、統計的に６
回以上はあまり有効ではないといわれています。
３、４回で体外受精へと進まれる方もいらっしゃ
いますが、shoさんの場合、卵管の状態、ご主
人の精液所見がそれほど悪くなかったので、妊
娠率が頭打ちとなる６回まで待とうという方針
になったのでしょう。
　体外受精へのステップアップ後は順調でし
た。凍結できた受精卵は３個ですが、すべて胚
盤胞まで達しています。移植に際してはシート法
を選択されていますね。受精卵を培養したとき
の培養液を用いて移植するシート法は、単独の
胚盤胞移植よりも妊娠率が高くなります。
　shoさんのよかった点は、治療のあらゆる局
面で、医師の勧めに傾聴していただき、素直に
ご協力いただいたこと。治療方針をきちんとご
理解いただいたうえで、治療に向かわれたこと
がよい結果につながったと思います。そして何よ
り、ご主人をはじめとする家族の支えが大きかっ
たのではないでしょうか。おめでとうございます！
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「ピンク大好き！」な、めぇさん。愛娘の洋服やブランケットもピ
ンクでそろえて、子育てを目いっぱい楽しんでいる。子どもはも
う１人欲しいので、間もなく体外受精に再挑戦するつもり。

卵
巣
手
術
で
、治
療
の
提
案
は
初
め
か
ら
体
外
受
精
。

で
も
気
の
持
ち
方
を
大
切
に
、

夫
婦
で
乗
り
越
え
た
不
妊
治
療

妊娠
ストーリー
私はこうして妊娠・出産できました

英ウィメンズクリニック

卵
巣
嚢
腫
の
た
め

20
代
で
卵
巣
を
手
術

20
代
の
後
半
に
、
重
症
化
し
た
卵
巣
嚢

腫
を
取
り
除
く
た
め
、
右
側
の
卵
巣
を
部

分
的
に
切
除
し
た
め
ぇ
さ
ん
。
当
時
、
交

際
中
だ
っ
た
ご
主
人
と
は
「
子
ど
も
が
で

き
た
ら
結
婚
し
よ
う
」
と
約
束
し
合
っ
て

い
た
が
、
妊
娠
に
は
至
ら
ず
、
31
歳
で
結

婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
結
婚
す
る
と
、
周
囲
に
必
ず
『
子
ど
も

は
？
』
っ
て
聞
か
れ
ま
す
よ
ね
。
手
術
を

し
た
後
は
体
調
も
す
ご
く
よ
か
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
結
婚
後
、
手
術
し
た
病
院
で
不

妊
の
原
因
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
う
ち

に
、
卵
管
に
水
腫
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
主
治
医
の
先
生
か
ら
、『
卵
管

が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
の
ま
ま
で
は
自

然
妊
娠
は
難
し
い
。
う
ち
に
は
不
妊
外
来

が
な
い
か
ら
、
一
度
、
専
門
医
に
相
談
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
よ
』
と
言
わ
れ
、

紹
介
さ
れ
た
の
が
『
英
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ

ニ
ッ
ク
』
で
し
た
」

　

治
療
を
決
意
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
33
歳

の
と
き
。
35
歳
を
目
前
に
し
て
焦
り
始
め

て
い
た
め
ぇ
さ
ん
だ
っ
た
が
、
緊
張
し
な

が
ら
訪
れ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
思
っ
た

よ
り
も
周
囲
の
患
者
さ
ん
の
年
齢
層
が
高

く
て
少
し
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
。

「
治
療
し
て
ダ
メ
だ
っ
た
と
き
は
ダ
メ

だ
っ
た
と
き
の
こ
と
。
自
然
に
任
せ
て

待
っ
て
い
る
よ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も

で
き
な
か
っ
た
ら
、
そ
こ
で
諦
め
た
ら
い

い
。
と
り
あ
え
ず
行
っ
て
み
る
か
！
」

ダ
メ
で
も
と
も
と
、
ど
こ
か
そ
ん
な
す
が

す
が
し
い
気
分
だ
っ
た
。

医
師
か
ら
は

体
外
受
精
の
治
療
提
案
が

　

以
前
の
病
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
卵
管
水

腫
と
診
断
さ
れ
、
両
側
の
卵
管
が
閉
塞
し

た
状
態
だ
っ
た
の
で
、
医
師
か
ら
は
す
ぐ

に
体
外
受
精
に
よ
る
治
療
が
提
案
さ
れ

た
。「
い
き
な
り
『
そ
れ
で
は
い
つ
に
し

ま
し
ょ
う
か
？
』と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、

驚
い
た
り
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
図
書
館
へ
行
っ
て
体
外
受

精
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
調
べ
た
り
、
そ

れ
を
主
人
に
教
え
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま

し
た
の
で
」

　

次
の
生
理
周
期
を
待
ち
、
約
１
カ
月
後

に
排
卵
誘
発
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
自
己
注
射

も
経
験
し
た
。
初
回
の
採
卵
で
受
精
し
た

２
個
の
受
精
卵
の
内
、
１
個
が
順
調
に
成

長
し
、
そ
れ
を
初
期
胚
の
段
階
で
子
宮
へ

と
戻
し
た
と
こ
ろ
、
順
調
に
着
床
。
ダ
メ

で
も
と
も
と
の
気
持
ち
で
挑
ん
だ
体
外
受

精
は
、
１
回
目
の
採
卵
、
胚
移
植
で
見
事

に
成
功
し
た
。

「
通
院
期
間
は
５
カ
月
ほ
ど
。
全
て
が
す

ご
く
順
調
で
し
た
」
と
、
め
ぇ
さ
ん
。
ご

主
人
に
は
「
体
外
受
精
を
し
た
か
ら
必
ず

生
ま
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ

は
す
ご
い
こ
と
な
ん
だ
よ
」
と
あ
え
て
説

明
し
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

「
妊
娠
が
わ
か
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
受
精
卵
が
順
調
に
分
裂
す
る
様
子

を
写
真
で
見
た
と
き
は
、『
こ
こ
か
ら
進

自
然
に
任
せ
て
待
つ
よ
り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
ら
、そ
こ
で
諦
め
た
ら
い
い
。

20
代
の
後
半
に
、右
側
の
卵
巣
手
術
を
行
っ
た
め
ぇ
さ
ん
。

卵
管
造
影
検
査
後
、医
師
か
ら
は
す
ぐ
に
体
外
受
精
に
よ
る
治
療
を
提
案
さ
れ
た
が
、

事
前
に
調
べ
て
い
た
た
め
、驚
き
も
迷
い
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

『
絶
対
に
妊
娠
で
き
る
！
』と
い
う
根
拠
の
な
い
自
信
、

そ
し
て
ダ
メ
で
も
と
も
と
の
気
持
ち
で
挑
ん
だ
体
外
受
精
は
、

１
回
目
の
採
卵
、胚
移
植
で
見
事
に
成
功
し
ま
し
た
。

S t o r y  t o  p r e g n a n c y

め
ぇ
さ
ん

（
35
歳  

主
婦
）
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バギーを押しながら、海岸の
散歩道。こんな何気ない日
常にも幸せを感じる。

い
て
い
た
お
店
に
、
一
人
暮
ら
し
の
ご
主

人
が
よ
く
ご
飯
を
食
べ
に
来
て
い
た
。
ほ

と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
る
う

ち
に
、
大
ら
か
で
優
し
い
性
格
の
ご
主
人

に
惹
か
れ
る
よ
う
に
。

　

今
振
り
返
れ
ば
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

ま
で
の
10
年
間
は
、
卵
巣
囊
腫
の
手
術
、

仕
事
、
結
婚
、
不
妊
治
療
と
、
慌
た
だ
し

く
過
ぎ
て
い
っ
た
。今
は
仕
事
も
休
ん
で
、

愛
娘
と
家
族
３
人
の
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

穏
や
か
な
毎
日
と
い
う
。

「
35
歳
が
一
つ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
と

ら
え
て
い
た
の
で
、
早
く
治
療
し
な
け
れ

ば
と
焦
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
す
ね
。
で

も
、
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
専
門
医
を
紹
介

さ
れ
て
、
早
い
時
期
に
、
い
い
流
れ
で
治

療
で
き
た
な
と
思
い
ま
す
。
仕
事
も
大
変

な
時
期
だ
っ
た
け
れ
ど
、
通
院
が
嫌
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」

　

交
際
中
か
ら
折
に
触
れ
、「
子
ど
も
は

で
き
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
言
っ
て

く
れ
た
、ご
主
人
の
言
葉
の
意
味
も
深
い
。

知
り
合
い
に
、
子
ど
も
は
い
な
い
け
れ
ど

仲
睦
ま
じ
い
50
代
の
ご
夫
婦
が
い
て
、「
こ

う
い
う
夫
婦
の
関
係
も
い
い
よ
ね
」
と
二

人
で
話
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
日
々
も
今
は
懐
か
し
く
、
愛
お

し
く
思
え
る
ほ
ど
、
三
人
で
幸
せ
を
か
み

し
め
て
い
る
。

ん
で
い
く
ん
だ
な
』
と
思
っ
て
一
番
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。
今
で
も
写
真
を
大
切
に

持
っ
て
い
ま
す
。
移
植
の
瞬
間
は
モ
ニ

タ
ー
で
。『
今
、赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
に
入
っ

た
！
』
と
思
い
ま
し
た
」

母
に
な
る
た
め
と
思
え
ば
、

禁
酒
も
減
量
も
頑
張
れ
た

　

妊
娠
に
向
け
て
、最
も
努
力
し
た
の
が
、

禁
酒
と
減
量
だ
っ
た
。
血
液
検
査
の
肝
臓

の
数
値
か
ら
、「
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
か
な
。

そ
れ
と
も
甘
い
も
の
が
好
き
？　

出
産
に

も
影
響
す
る
の
で
減
量
し
た
ほ
う
が
い
い

で
す
よ
」
と
、
最
初
に
先
生
か
ら
や
ん
わ

り
注
意
を
受
け
た
め
ぇ
さ
ん
は
、
３
〜
４

カ
月
ほ
ど
で
約
10
㎏
の
減
量
に
成
功
す

る
。

「
お
酒
は
今
も
大
好
き
な
ん
で
す
が
、
妊

活
中
は
も
ち
ろ
ん
禁
酒
。
お
酒
を
や
め
た

ら
食
べ
る
量
も
減
っ
て
、
自
然
と
、
苦
し

く
な
く
、
痩
せ
て
い
き
ま
し
た
」

　

電
車
は
前
の
駅
で
降
り
て
、
ひ
と
駅
分

よ
け
い
に
歩
く
。
食
べ
物
も
玄
米
や
雑

穀
、
青
汁
、
豆
乳
と
、
体
に
よ
い
食
材
を

選
ん
で
献
立
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
体

重
は
み
る
み
る
落
ち
て
い
っ
た
。

「
な
ぜ
か
私
は
『
絶
対
に
妊
娠
で
き
る
！
』

と
い
う
根
拠
の
な
い
自
信
が
あ
っ
た
の

で
、
今
は
そ
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
る
ん

だ
と
思
え
ば
、
不
思
議
と
つ
ら
く
な
か
っ

た
で
す
ね
」

　

当
時
、
彼
女
は
介
護
福
祉
士
と
し
て

ハ
ー
ド
な
仕
事
と
通
院
を
両
立
し
て
い
た

が
、
通
院
の
日
は
重
い
気
持
ち
や
、
マ
イ

ナ
ス
の
気
分
を
払
拭
す
る
た
め
の
「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
日
」
と
と
ら
え
る
よ
う
に
し

た
。
診
察
が
終
わ
っ
た
後
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
み
、
い
つ
も
気
持
ち
に
余
裕
を

持
つ
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
と
い
う
。

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

専
門
医
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た

　

め
ぇ
さ
ん
が
ご
主
人
と
知
り
合
っ
た
の

は
、
お
よ
そ
10
年
前
。
当
時
、
彼
女
の
働

fromドクター

●山田　聡先生

治療を振り返って

35歳以下での訪院、治療の決断が
初回の初期胚移植で成功を導くカギに
　卵巣膿腫のせいで卵管に問題があり、不妊期間が２年を
越えていたことから、前院の婦人科の先生は体外受精を勧
められたのでしょう。卵巣膿腫は再発する可能性が高いの
で、再発する前に早めに専門医の受診をと提案されたのか
もしれません。
　めぇさんの場合、おそらく手術の影響で、卵巣予備能の
指標となるＡＭＨの値が2.81ng/mLと決して高くはない状
態でした。排卵誘発は、クロミフェンとHGC注射を併用す

る、いわゆるマイルド法。結果、２個の採卵で、そのうち１
個の受精卵を７分割の初期胚で移植することになりました。
　子宮側の環境に問題があれば、凍結して時期を改めるの
ですが、彼女の場合は特に問題なく、せっかく育った１個の
胚を大切にしようということで行った初回の初期胚移植がよ
い結果につながりました。やはり35歳以下という年齢によ
るところが大きいと思います。卵巣や卵管の問題を自覚し、
早期に相談していただいたことがよかったのではないでしょ
うか。
　妊娠中の減量についても彼女は頑張られたようですね。
私たちの不妊治療は、決して妊娠をゴールとは考えていませ
ん。糖尿病、甲状腺疾患、肝機能障害などの症状は妊娠
中に重くなりますから、そうすると早産の原因になったり、
出産後の母体の健康状態を損なう可能性もあるのです。妊
娠中のトラブルを少しでも減らすためにも体重のコントロー
ルは重要です。

69 Hanabusa with Jineko



友人から贈られた安産のお守りは、今も大切な宝物。

可
能
性
が
あ
る
な
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
…
…
。

勇
気
を
出
し
て
、検
査
に
踏
み
出
せ
て
よ
かっ
た

妊娠
ストーリー
私はこうして妊娠・出産できました

英ウィメンズクリニック

嬉
し
い
は
ず
の
妊
娠
が

つ
ら
い
思
い
出
に

　

同
郷
の
ご
主
人
と
は
36
歳
で
結
婚
。
仕

事
の
関
係
で
、
新
婚
生
活
は
東
京
で
ス

タ
ー
ト
し
た
ま
ろ
ん
さ
ん
。
結
婚
後
、
故

郷
へ
の
初
め
て
の
帰
省
準
備
も
整
っ
た
、

あ
る
年
の
瀬
の
早
朝
、
鈍
い
腹
痛
で
目
が

覚
め
る
。
最
初
は
遅
れ
て
い
た
生
理
が
来

た
の
か
と
軽
く
考
え
た
が
、
い
つ
も
と
は

様
子
が
違
う
。
そ
れ
に
痛
み
は
ど
ん
ど
ん

ひ
ど
く
な
る
一
方
で
治
ま
ら
な
い
。

　

痛
み
に
耐
え
か
ね
、
救
急
車
を
呼
ん
で

搬
送
さ
れ
た
病
院
で
告
げ
ら
れ
た
の
は
、

陽
性
の
妊
娠
反
応
と
、
卵
管
へ
の
子
宮
外

妊
娠
の
可
能
性
と
い
う
思
い
も
よ
ら
な
い

事
実
だ
っ
た
。

「
２
カ
月
近
く
生
理
が
来
な
く
て
、
も
し

帰
省
中
に
始
ま
ら
な
か
っ
た
ら
産
婦
人
科

を
受
診
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
出

来
事
で
し
た
」

　

事
の
重
大
さ
が
よ
く
飲
み
込
め
な
い
ま

ま
、
搬
送
先
の
病
院
に
そ
の
ま
ま
入
院
。

痛
み
が
治
ま
ら
ず
、
右
側
の
卵
管
を
切
除

す
る
手
術
を
行
っ
た
の
は
翌
日
の
こ
と

だ
っ
た
。

「
子
宮
外
妊
娠
と
い
う
言
葉
も
全
く
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
知
識
が
な
く

て
、私
も
主
人
も
、実
家
の
親
た
ち
も
、『
子

宮
外
妊
娠
っ
て
何
？
』
と
い
う
感
じ
で
し

た
。
妊
娠
し
た
ら
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る

ん
だ
と
、
そ
の
と
き
初
め
て
知
っ
た
の
で

す
」

　

結
婚
し
て
１
年
足
ら
ず
。
子
ど
も
は
欲

し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
妊
娠
の
仕
組
み

に
つ
い
て
の
知
識
も
お
ぼ
ろ
げ
で
、
ま
だ

何
も
具
体
的
に
考
え
て
い
な
い
頃
の
こ
と

だ
っ
た
。

「
妊
娠
す
る
の
が
怖
い
」

ト
ラ
ウ
マ
に
縛
ら
れ
る
日
々

　

初
め
て
の
妊
娠
が
出
産
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
、
そ
の
後
、
大
き
な
ト
ラ
ウ
マ

と
な
り
、
２
年
近
く
ま
ろ
ん
さ
ん
を
苦
し

め
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

退
院
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情

報
収
集
を
始
め
、
子
宮
外
妊
娠
は
一
度
経

験
す
る
と
再
発
し
や
す
い
こ
と
を
知
っ

た
。
さ
ら
に
状
態
に
よ
っ
て
は
卵
管
を
温

存
で
き
る
手
術
法
も
あ
る
と
知
っ
て
、
病

院
側
の
対
応
に
疑
問
を
感
じ
る
よ
う
に
。

「
運
悪
く
年
末
年
始
の
休
診
日
と
重
な
り
、

病
院
で
は
十
分
な
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
全
身
麻
酔
で
手
術
を
し
た
の

で
す
が
、
麻
酔
が
醒
め
た
後
に
も
の
す
ご

く
苦
し
く
て
。
術
後
の
痛
み
も
１
カ
月
く

ら
い
続
き
ま
し
た
の
で
、
子
ど
も
は
欲
し

い
け
れ
ど
、
正
直
、
ま
た
こ
う
い
う
つ
ら

い
思
い
を
す
る
の
は
怖
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」

子
宮
外
妊
娠
に
よ
り「
妊
娠
す
る
の
が
怖
い
」と
、ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
た
日
々
…
…

初
め
て
の
妊
娠
が
子
宮
外
妊
娠
に
よ
り
、卵
管
を
切
除
し
た
ま
ろ
ん
さ
ん
。再
び
妊
娠
で
き
る
の
か
…
…
。

恐
怖
と
不
安
、そ
し
て
年
齢
や
ま
わ
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、そ
れ
で
も「
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
が
欲
し
い
…
…
」。

ま
ろ
ん
さ
ん
は
、勇
気
を
出
し
て
、再
び
ク
リ
ニッ
ク
を
訪
れ
ま
し
た
。

S t o r y  t o  p r e g n a n c y

ま
ろ
ん
さ
ん

（
40
歳  

主
婦
）
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妊娠した後も、初期流産や早産などが心配で、なか
なか安心できなかったというまろんさん。3200gで無
事に女の子を出産したときは本当にホッとしたそう。

ど
、
こ
れ
は
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
前
向
き
に
考
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

検
査
結
果
を
踏
ま
え
た
医
師
の
治
療
方

針
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
指
導
で
３
回
く
ら
い

様
子
を
見
た
後
、
体
外
受
精
へ
と
進
ん
だ

ほ
う
が
よ
い
と
い
う
も
の
。
受
精
卵
が
卵

管
を
移
動
し
な
が
ら
子
宮
に
着
床
す
る
自

然
妊
娠
よ
り
も
、
子
宮
内
膜
に
直
接
移
植

す
る
体
外
受
精
の
ほ
う
が
、
子
宮
外
妊
娠

の
リ
ス
ク
が
下
が
る
と
い
う
説
明
も
納
得

が
い
く
も
の
だ
っ
た
。

「
夫
は
残
業
が
多
い
の
で
、
排
卵
時
期
に

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い
か

も
」
と
、
ほ
と
ん
ど
体
外
受
精
に
照
準
を

合
わ
せ
て
考
え
て
い
た
ま
ろ
ん
さ
ん
。
し

か
し
、
出
席
す
る
は
ず
だ
っ
た
体
外
受
精

説
明
会
を
待
た
ず
に
、
次
の
診
察
で
待
っ

て
い
た
の
は
嬉
し
い
結
果
だ
っ
た
。

「
５
週
目
で
す
。
今
度
は
正
常
な
状
態
で

子
宮
内
膜
に
着
床
し
て
い
ま
す
ね
」

　

自
然
な
妊
娠
。
子
宮
外
妊
娠
の
つ
ら
い

記
憶
の
せ
い
で
、
エ
コ
ー
で
胎
嚢
が
確
認

さ
れ
る
ま
で
は
判
定
が
素
直
に
喜
べ
な

か
っ
た
ま
ろ
ん
さ
ん
。
先
生
の
言
葉
で
よ

う
や
く
待
ち
望
ん
で
い
た
妊
娠
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

「
今
思
え
ば
、
周
囲
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

な
け
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
ず
る
ず
る
と
タ
イ

ム
オ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
。

可
能
性
が
ま
だ
あ
る
う
ち
に
治
療
を
始
め

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
、
娘
の
小
さ
な
手
を
取
っ
た
ま
ろ
ん
さ

ん
は
、
母
親
の
表
情
で
微
笑
ん
で
い
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
ご
主
人
の
実
家
の
親
か

ら
は
「
一
日
も
早
く
孫
の
顔
を
見
せ
て
」、

「
も
う
若
く
な
い
の
だ
か
ら
…
…
」
と
い

う
暗
黙
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
悪
気
は
な
い
の
は
わ
か
っ
て
い
た

が
、不
妊
に
関
す
る
記
事
の
話
が
で
た
り
、

自
分
の
母
親
を
通
じ
て
、
そ
れ
と
な
く
治

療
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
落
ち
込

ん
だ
。

　

卵
管
の
切
除
で
自
然
妊
娠
の
確
率
が
大

き
く
下
が
っ
た
こ
と
は
、
自
分
自
身
が
一

番
よ
く
理
解
し
て
い
た
。

可
能
性
に
賭
け
る
た
め
、

検
査
を
受
け
て
み
た
い
！

　

そ
ん
な
ま
ろ
ん
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た

の
は
、
ご
主
人
の
転
勤
で
夫
婦
そ
ろ
っ
て

関
西
に
帰
郷
後
の
こ
と
。
か
つ
て
の
同
級

生
た
ち
と
の
親
し
い
交
流
も
復
活
。
そ
こ

で
自
然
と
耳
に
入
っ
て
き
た
の
が
『
英

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
の
評
判
や
、

体
外
受
精
の
実
績
だ
っ
た
。

「
以
前
、
東
京
で
受
診
し
た
産
婦
人
科
で

も
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
が
い
て
、
子

宮
卵
管
造
影
検
査
を
ど
う
し
て
も
受
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。『
ジ
ネ
コ
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
ド
ク
タ
ー
の
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
も
参
考
に
。
特
に
私
と
同
じ

よ
う
に
卵
管
を
切
除
さ
れ
た
方
の
体
験
談

や
、
子
宮
卵
管
造
影
検
査
に
関
す
る
記
事

は
詳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
」

　

残
さ
れ
た
左
側
の
卵
管
が
通
っ
て
い
れ

ば
、
自
然
妊
娠
の
可
能
性
は
ま
だ
残
さ
れ

て
い
る
は
ず
。
ま
ず
は
検
査
で
、
今
の
自

分
の
卵
管
の
状
態
を
少
し
で
も
詳
し
く
知

り
た
い
。

　

そ
ん
な
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
訪
ね
た

『
英
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
』。
ま
ろ
ん

さ
ん
の
年
齢
は
39
歳
に
な
っ
て
お
り
、
検

査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
体
外
受
精
も
辞

さ
な
い
覚
悟
が
で
き
て
い
た
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
、

治
療
と
向
き
合
え
て
よ
か
っ
た

「
念
願
の
子
宮
卵
管
造
影
検
査
は
、
痛
い

と
い
う
よ
り
、
息
が
で
き
な
く
て
苦
し

か
っ
た
で
す
」
と
、
検
査
の
様
子
を
振
り

返
っ
て
苦
笑
い
す
る
ま
ろ
ん
さ
ん
。
検
査

結
果
は
、
重
度
の
卵
管
狭
窄
。
検
査
後
、

担
当
し
た
医
師
か
ら
も
「
限
り
な
く
閉
塞

に
近
い
状
態
。
相
当
痛
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

「
で
も
、
痛
か
っ
た
人
ほ
ど
、
造
影
剤
が

通
る
こ
と
で
狭
窄
の
状
態
が
改
善
す
る
と

も
聞
い
て
い
た
の
で
、
苦
し
か
っ
た
け
れ

fromドクター

●十倉陽子先生

治療を振り返って ご主人の転勤が心機一転のチャンスに。
体外受精を決めたことで気持ちが解放され
自然妊娠につながった可能性も。

　まろんさんのように、不妊原因として卵管に問題を抱えて
いる方は多くいらっしゃいます。大切な妊娠のチャンスを失
わないためには卵管の評価がとても重要になります。当院
では複数の検査を組み合わせて適正に評価しています。
　まろんさんは、左側が重度の狭窄というかなり厳しい診
断結果でしたので、次の治療の選択肢として、FT（卵管鏡
下卵管形成術）や体外受精の説明をさせていただいたと思
います。結果として、その直後に自然妊娠でお子さんを授か
ることができて本当に良かったです。おそらく卵管造影検査
により狭窄が改善されたか、あるいは体外受精に進む決心
をされたことで、肩の力が抜けて良い結果につながったので
しょう。
　子宮外妊娠にかかわらず、流産を経験された方のなかに

も、「妊娠するのが怖い」とおっしゃる方は多く、次の妊娠
まで時間がかかってしまうことがあります。まろんさんは、
ご主人の転勤が心機一転につながるいいチャンスでしたね。
　一方で、現在もつらい状況にいらっしゃる方については、
年齢とともに妊娠率は低下しますので、できれば少しでも若
いうちに治療に戻ってきていただきたいと思います。気力が
回復しない場合はしっかりとした休養が必要ですが、たとえ
ば、同じ施設での治療がつらい時は転院して少し気分を変
えてみるのも一つの方法です。また、カウンセリングの利用
をはじめ、治療に理解のある看護師さんなど、誰かに気持
ちを聞いてもらうことでも一歩前に進みやすくなります。治
療はお休みしても、鍼灸やレーザー、漢方外来などで体を
整えるだけでも回復の自信につながります。
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現在は治療をお休みしてダイエット中なのですが、
血中のプロラクチンの値が高い（高プロラクチン血症）と
着床に支障があると聞き、不安に思っています。
ヒューナー検査の結果がよかったり悪かったりするのも気になります。
来年から治療を再開したいと思っているので、
ステップアップするかどうかも含めてアドバイスをお願いします。

macco。さん（26歳）からの相談

Q.1

Ｓ
は
あ
く
ま
で
も
排
卵
や
着
床
が
う
ま
く

起
こ
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

現
時
点
で
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
メ
リ
ッ

ト
は
あ
ま
り
な
い
。
こ
の
方
の
治
療
の
メ

イ
ン
は
排
卵
誘
発
治
療
で
し
ょ
う
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
排
卵
誘
発
治
療
の

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

塩
谷
先
生
●
大
き
く
分
け
て
３
つ
。
１
つ

は
、
彼
女
が
す
で
に
行
っ
て
い
る
ク
ロ
ミ

フ
ェ
ン
の
飲
み
薬
に
よ
る
治
療
。
保
険
も

使
え
ま
す
し
、
こ
れ
が
ま
ず
フ
ァ
ー
ス
ト

チ
ョ
イ
ス
で
す
。
次
に
、
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン

で
結
果
が
出
な
い
と
き
は
、
リ
コ
ン
ビ
ナ

ン
ト
Ｆ
Ｓ
Ｈ
製
剤
を
毎
日
少
量
ず
つ
注
射

す
る
治
療
法
。
７
〜
10
日
く
ら
い
で
い
い

卵
が
育
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
の
患
者
さ
ん
は
保
険
が
使
え
ま

す
。
３
つ
目
は
レ
ト
ロ
ゾ
ー
ル
。
も
と
も

と
は
乳
が
ん
の
治
療
薬
で
保
険
が
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
頸
管
粘
液
の
量
が
減
る
、

子
宮
内
膜
が
薄
く
な
る
と
い
っ
た
ク
ロ
ミ

フ
ェ
ン
の
よ
う
な
副
作
用
が
な
い
。
卵
を

１
個
だ
け
排
卵
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

多
胎
に
も
な
り
に
く
い
と
、
使
用
す
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
排
卵
誘
発
剤
の
副
作
用
を
理
解
し
た
う

え
で
、
治
療
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す

ね
。

妊
娠
し
な
い
原
因
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
。

塩
谷
先
生
●
月
経
周
期
が
28
〜
32
日
と
や

や
延
長
ぎ
み
で
あ
る
こ
と
、
肥
満
（
Ｂ
Ｍ

Ｉ
30.8
）、
血
中
の
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
の
値
が

高
い
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
方

は
多
嚢
胞
性
卵
巣
症
候
群
（
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）

と
診
断
さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
妊
娠
で
き
な
い
一
番

大
き
な
原
因
で
し
ょ
う
。
一
般
的
に
妊
娠

し
や
す
い
の
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
下
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
方
は
14
㎏
の
減
量

が
理
想
的
で
す
が
、
こ
れ
は
一
朝
一
夕
に

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
せ
め
て
１
㎏
で

も
２
㎏
で
も
、
時
間
を
か
け
て
体
重
を
減

ら
す
努
力
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

出
産
の
こ
と
も
考
え
る
と
、
今
の
状
態

で
は
た
い
て
い
難
産
に
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、帝
王
切
開
と
な
る
危
険
性
も
あ
り
、

何
よ
り
ご
自
身
が
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
ま

す
か
ら
、
頑
張
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
体
に
よ
く
な
い
で
す
よ
ね
。

塩
谷
先
生
●
は
い
。
ヒ
ュ
ー
ナ
ー
検
査
で

い
い
結
果
が
出
て
い
る
し
、
い
い
卵
を
う

ま
く
排
卵
さ
せ
て
あ
げ
さ
え
す
れ
ば
、
妊

娠
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｏ

お
そ
ら
く
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
が
不
妊
原
因
で
は
。

い
い
卵
を
う
ま
く
排
卵
で
き
れ
ば

妊
娠
で
き
る
と
思
い
ま
す

With Jineko.net

フリーマガジン
『ジネコ』から
女性のための健康生活マガジン『Jineko.net』で
皆さまのさまざまな質問に答えています。
ここでは、今までの記事をまとめてご紹介。

高プロラクチン血症は
着床に支障があると
聞いて不安です
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子宮内膜症による癒着があり、
卵管采の動きを悪くしているため、
すぐに腹腔鏡手術を受けるように言われました。
早く手術を受けたほうがいい？
それとも体外受精を考えたほうがよいのでしょうか。
日に日に不安が募っていきます。

インコさん（29歳）からの相談

Q.2

１
ぐ
ら
い
の
割
合
で
意
見
が
分
か
れ
る
で

し
ょ
う
ね
。

そ
ん
な
に
分
か
れ
る
も
の
で
す
か
？

塩
谷
先
生
●
は
い
。
そ
の
医
師
の
考
え
、

経
験
、
技
量
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
イ
ン

コ
さ
ん
は
年
齢
が
ま
だ
若
い
こ
と
と
、
治

療
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
当
院
で
は
ホ

ル
モ
ン
治
療
か
体
外
受
精
で
様
子
を
み
る

で
し
ょ
う
ね
。
特
に
、
卵
巣
に
で
き
る
子

宮
内
膜
症
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
す
。
手

術
後
に
う
ま
く
妊
娠
で
き
る
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
卵
巣
の
健
康
な
部
分
ま
で
失
く

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
再

発
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
病
巣
を
で
き
る
だ

け
き
れ
い
に
取
り
除
く
べ
き
だ
と
い
う
ド

ク
タ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
宮
内
膜
症
は
正
常
な
部
分
と

異
常
な
部
分
の
境
界
が
あ
い
ま
い
な
の

で
、
き
れ
い
に
取
ろ
う
と
思
え
ば
思
う
ほ

ど
、
正
常
な
部
分
も
一
部
取
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
選
択
は
、
最
終
的
に
患
者
さ
ま
自

身
が
行
う
し
か
な
い
ん
で
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
た
と
え
ば
、
不
妊
治
療
は
登

山
の
よ
う
な
も
の
。頂
上
は
一
つ
だ
け
ど
、

山
に
登
る
と
き
の
ル
ー
ト
は
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
。
頂
上
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
医
師
は
頂
上
ま
で
案

内
す
る
ガ
イ
ド
役
。
崖
を
避
け
て
遠
回
り

す
る
の
か
、
崖
が
あ
る
け
ど
近
道
を
選
ぶ

の
か
、
ど
の
ル
ー
ト
を
選
ぶ
か
は
山
に
登

る
人
が
決
め
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

不
妊
治
療
は
医
師
と
の
信
頼
関
係
が
と
て

も
大
切
な
の
で
す
。

卵
管
采
の
動
き
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
や
は
り
す
ぐ
に
手
術
す
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
？

塩
谷
先
生
●
卵
管
采
は
、
卵
管
の
先
の
ほ

う
き
の
よ
う
に
な
っ
た
部
分
。
卵
管
造
影

剤
だ
け
で
癒
着
は
な
か
な
か
見
つ
け
に
く

い
ん
で
す
。
そ
れ
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
軽
く
考
え
ら
れ
な
い
状
況
だ
と

い
う
こ
と
。
卵
管
が
閉
塞
す
る
原
因
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
子
宮
内
膜

症
も
そ
の
一
つ
。
子
宮
内
膜
症
の
場
合
、

一
番
大
切
な
こ
の
卵
管
采
が
侵
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
意
見
が
分
か
れ
る
ん
で
す
よ
。

不
妊
治
療
の
前
に
、
腹
腔
鏡
手
術
で
病
巣

を
き
れ
い
に
取
り
除
く
の
か
、
や
は
り
ホ

ル
モ
ン
治
療
か
、
あ
る
い
は
体
外
受
精
へ

行
く
の
か
。
大
き
く
分
け
て
こ
の
３
つ
の

考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
何
人
か
の
医

師
に
聞
い
て
み
て
も
、
お
そ
ら
く
１
：
１
：

医
師
に
よ
っ
て
考
え
方
は
違
い
ま
す
か
ら
、

患
者
さ
ま
が
ど
う
し
た
い
か
、

そ
し
て
医
師
と
患
者
さ
ま
の

信
頼
関
係
が
大
切
で
す

子宮内膜症の影響で
卵
ら ん か ん さ い

管采に異常あり。
手術を受けたほうがいい？
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来年、体外受精に初トライしようと
決心したのですが、
排卵誘発剤の注射が痛いとか、
採卵時に痛むとか、いろいろと
聞いたことがあって不安です……。
採卵時には麻酔などをするのでしょうか？
今から心の準備をしておきたいので
教えてください。

だんだんさん（主婦・38 歳）からの相談

Q.3
体
外
受
精
が
初
め
て
と
い
う
人
は
、
治

療
に
伴
う
「
痛
み
」
に
つ
い
て
、
漠
然
と

し
た
不
安
や
恐
怖
心
を
抱
く
方
が
多
い
よ

う
で
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
ま
ず
、
痛
み
と
い
う
の
は
人

に
よ
っ
て
か
な
り
感
じ
方
が
異
な
り
ま

す
。
全
然
平
気
な
人
も
い
れ
ば
、
身
を
よ

じ
る
ほ
ど
痛
が
る
人
も
い
る
。
不
思
議
で

す
よ
ね
（
笑
）。
関
西
で
は
「
痛
が
り
」

な
ん
て
い
い
ま
す
が
、
私
が
20
年
間
か
け

て
医
者
と
し
て
た
ど
り
着
い
た
結
論
は
、

そ
の
人
は
「
痛
が
り
」
な
の
で
は
な
く
、

本
当
に
痛
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
。

　

世
の
中
に
は
、
１
の
痛
み
を
１
０
０
く

ら
い
に
強
く
感
じ
て
し
ま
う
方
が
少
な
か

ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
れ
な
の
に
、

い
つ
も
周
囲
か
ら
、
大
げ
さ
だ
と
か
、
こ

れ
ぐ
ら
い
我
慢
し
な
さ
い
と
か
言
わ
れ
て

し
ま
う
。

　

た
だ
、
心
理
的
な
恐
怖
心
が
働
け
ば
、

痛
み
は
そ
の
２
倍
、
３
倍
に
も
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
先
生

と
の
信
頼
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
な
か
っ

た
り
す
る
と
、
苦
痛
は
間
違
い
な
く
２
倍

に
な
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
す
べ
て
を
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
く
ら
い
先
生
を
信
頼
し
て
い
た

ら
、
痛
み
も
半
分
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

ジ
ネ
コ
で
も
、
排
卵
誘
発
剤
の
筋
肉
注

射
が
痛
い
と
い
う
声
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

塩
谷
先
生
●
針
を
皮
膚
に
刺
す
の
で
す
か

ら
、
ま
っ
た
く
痛
く
な
い
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
耐
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
痛
み
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

排
卵
誘
発
剤
の
注
射
は
、
方
法
に
よ
っ

て
は
、
７
〜
10
日
間
で
毎
日
１
本
ず
つ
打

つ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
自
宅
で
自

己
注
射
を
す
る
方
も
増
え
て
お
り
、
当
院

で
は
指
導
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
皮
下
注
射
の
フ
ォ
リ
ス
チ

ム
Ⓡ

は
、
扱
い
や
す
い
ペ
ン
型
の
注
入
器

が
日
本
で
も
発
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
注
射
の
た
め
だ
け

に
通
院
し
な
く
て
も
い
い
の
で
、
遠
方
の

方
や
お
勤
め
の
方
に
有
効
だ
と
思
い
ま

す
。

　

皮
下
注
射
は
筋
肉
注
射
に
比
べ
て
痛
み

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、
痛
み
に
弱

い
人
は
、
皮
下
注
射
で
で
き
る
治
療
を
医

師
に
お
願
い
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
患
者
さ
ま
の
体
質
と
か
ホ
ル
モ
ン
の

値
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
筋
肉
注
射
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
。

注
射
を
せ
ず
に
採
卵
す
る
方
法
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

塩
谷
先
生
●
痛
み
に
対
す
る
恐
怖
心
が
極

端
に
強
い
人
は
、
自
然
周
期
と
か
、
ク
ロ

ミ
ッ
ド
Ⓡ

な
ど
の
飲
み
薬
を
使
う
採
卵
方

法
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
一
般
的
に
注
射

薬
を
使
っ
た
ほ
う
が
、
１
回
当
た
り
の
妊

娠
率
が
、
使
わ
な
い
場
合
に
比
べ
て
お
よ

そ
３
倍
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
他
の
選
択
肢
も
提
示
し
ま
す

が
、
当
院
で
は
費
用
対
効
果
の
関
係
で
注

射
の
選
択
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
ね
。

注
射
と
並
ん
で
心
配
な
の
が
、
採
卵
時

の
痛
み
で
す
。
麻
酔
と
聞
く
と
少
し
構
え

て
し
ま
い
ま
す
が
、
麻
酔
を
せ
ず
に
採
卵

す
る
と
や
は
り
痛
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

塩
谷
先
生
●
採
卵
は
針
を
卵
巣
に
進
め
て

採
取
し
ま
す
が
、
大
体
採
血
の
痛
さ
だ
と

考
え
て
も
ら
え
れ
ば
。
で
す
の
で
、
採
血

で
き
る
人
は
採
卵
も
で
き
ま
す
よ
。
卵
が

１
個
の
場
合
な
ら
、
採
血
す
る
の
と
同
じ

痛
さ
な
の
で
、麻
酔
は
し
ま
せ
ん
。
で
も
、

卵
が
10
個
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
お
腹
の

中
で
針
を
動
か
す
の
で
、
や
は
り
苦
痛
を

伴
い
ま
す
。
当
院
で
は
１
〜
３
個
な
ら
座

薬
で
痛
み
を
軽
減
す
る
方
法
、
４
個
以
上

な
ら
点
滴
で
静
脈
麻
酔
を
し
ま
す
。

体外受精に
初挑戦するのですが
痛くないか不安です

痛
み
の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
の
に
、

不
思
議
で
す
よ
ね

　

プ
ロ
ポ
フ
ォ
ー
ル
と
い
う
静
脈
麻
酔
用

の
薬
は
、副
作
用
が
な
く
、目
覚
め
も
ス
ッ

キ
リ
（
笑
）。「
眠
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

と
、
必
ず
患
者
さ
ま
か
ら
「
全
身
麻
酔
な

の
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
る
の

で
す
が
、
全
身
麻
酔
と
は
ま
っ
た
く
別
。

呼
吸
は
そ
の
ま
ま
に
、
20
分
ほ
ど
完
全
に

眠
っ
て
い
る
状
態
で
採
卵
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
、
静
脈
内
に
薬
を
点
滴
す
る
際
の

痛
み
は
あ
り
ま
す
。
担
当
医
と
よ
く
相
談

し
て
、
最
も
体
に
負
担
の
少
な
い
方
法
を

選
択
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。
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ロング法で 2 度目の採卵をした者です。
採卵で 16 個の卵が採れましたが、
1つも胚盤胞まで育ちませんでした。
初めて採卵したときも、胚盤胞には1つも育っていません。
初回より卵の数は増えましたが、
またもや胚盤胞ゼロには呆然です。
卵巣過剰刺激症候群も発症しています。もう一生、
自分の子どもを持つことはできないのではと考えてしまいます。

ざくろさん（会社員・31歳）からの相談

Q.4
受精卵が胚

は い ば ん ほ う

盤胞まで
育ちません……

塩
谷
先
生
●
一
つ
は
培
養
液
の
見
直
し
。

当
院
で
も
３
種
類
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

担
当
医
に
他
の
培
養
液
を
試
し
て
み
た
い

と
お
願
い
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
、
開
発
さ
れ
た
ば
か
り
の

技
術
に
揺よ
う
ど
う動
培
養
が
あ
り
ま
す
。
培
養
器

と
卵
管
内
の
大
き
な
違
い
は
、卵
管
は「
動

い
て
」、
培
養
器
は
「
動
か
な
い
」
こ
と
。

そ
こ
で
卵
管
内
の
環
境
に
近
づ
け
る
た
め

に
、
培
養
液
の
中
で
卵
を
動
か
し
て
や
ろ

う
と
い
う
の
が
揺
動
培
養
で
す
。
当
院
で

は
、
過
去
に
胚
盤
胞
が
な
か
な
か
育
た
な

か
っ
た
人
で
デ
ー
タ
を
取
っ
た
結
果
、
定

置
培
養
に
比
べ
て
揺
動
培
養
の
ほ
う
が
、

胚
盤
胞
の
発
生
率
が
４
％
上
が
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
精
子
に
注
目
す
れ
ば
、
当
院

で
は
、
よ
り
良
好
な
精
子
を
選
ぶ
た
め
の

Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
に
よ
る
顕
微
授
精
を
２
年
前
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
顕
微
鏡
の
倍

率
は
４
０
０
倍
で
す
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
は
６

０
０
０
倍
。通
常
の
顕
微
授
精
に
比
べ
て
、

胚
盤
胞
へ
の
到
達
率
が
７
％
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
た
っ
た
７
％
で
す
が
、

妊
娠
で
き
な
い
患
者
さ
ま
が
こ
の
わ
ず
か

な
数
に
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
と
は
、
卵
子
や
精
子
に
大
き
な
問
題
が

な
い
な
ら
、
再
度
、
人
工
授
精
に
戻
っ
て

み
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
よ
。

高
度
な
治
療
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

後
に
、
人
工
授
精
に
戻
る
の
で
す
か
？

塩
谷
先
生
●
は
い
。
受
精
卵
は
卵
管
の
中

で
成
長
す
る
の
が
理
想
的
な
本
来
の
姿
。

で
す
か
ら
、
卵
管
で
受
精
さ
せ
る
人
工
授

精
で
、
卵
管
を
培
養
設
備
と
し
て
使
う
の

で
す
。
当
院
で
は
、
人
工
授
精
５
回
、
顕

微
授
精
５
回
の
治
療
で
、
い
ず
れ
も
結
果

が
得
ら
れ
ず
、
し
か
も
胚
盤
胞
ま
で
一
度

も
到
達
し
な
か
っ
た
患
者
さ
ま
が
、
人
工

授
精
に
戻
っ
て
５
回
目
に
妊
娠
し
た
と
い

う
例
が
あ
り
ま
し
た
。
普
通
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
ス
テ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
い
う
の

も
一
つ
の
選
択
肢
。
我
々
も
体
外
で
は
絶

対
無
理
と
諦
め
か
け
て
い
た
の
に
、
こ
の

患
者
さ
ま
を
通
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

胚
盤
胞
に
育
た
な
い
こ
と
を
悲
観
し
す

ぎ
な
い
。
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
、
方
法
は

い
く
つ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
そ
う
で
す
。
あ
る
人
の
受
精

卵
は
培
養
器
で
は
胚
盤
胞
に
な
れ
な
い
。

あ
る
人
の
受
精
卵
は
子
宮
の
中
な
ら
胚
盤

胞
に
な
れ
る
。
だ
か
ら
、
初
期
胚
を
子
宮

に
戻
す
の
も
一
つ
の
選
択
肢
で
す
。　

な
ん
だ
か
希
望
が
わ
い
て
き
ま
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
そ
れ
だ
け
不
妊
治
療
は
教
科

書
通
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
最

後
に
、
究
極
の
解
決
方
法
と
し
て
、
受
精

卵
を
卵
管
に
移
植
す
る
ジ
フ
ト
法
が
あ
る

の
で
す
が
、
こ
れ
は
全
身
麻
酔
、
腹
腔
鏡

の
使
用
な
ど
、
身
体
的
負
担
が
大
き
い
の

で
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
す
ね
。

　

ざ
く
ろ
さ
ん
の
場
合
は
、
特
に
年
齢
が

お
若
い
で
す
し
、
卵
も
た
く
さ
ん
採
れ
て

い
ま
す
。
ジ
フ
ト
法
に
ま
で
進
ま
な
く
て

も
、
諦
め
な
け
れ
ば
早
い
段
階
で
妊
娠
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
思
い
ま
す

よ
。
希
望
を
捨
て
ず
に
治
療
を
続
け
て
く

だ
さ
い
。

受
精
卵
が
胚
盤
胞
ま
で
到
達
し
な
い
と

い
う
相
談
で
す
。
ロ
ン
グ
法
、
ア
ン
タ
ゴ

ニ
ス
ト
法
、
い
ず
れ
の
排
卵
誘
発
方
法
で

も
１
つ
も
育
た
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

塩
谷
先
生
●
ざ
く
ろ
さ
ん
は
31
歳
と
ま
だ

お
若
い
で
す
し
、
諦
め
る
の
は
早
い
と
思

い
ま
す
ね
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
い
う
対
策
な
の
で
す
が
、
ま
ず
は
排
卵

誘
発
方
法
を
変
え
て
み
る
こ
と
。
卵
と
い

う
の
は
２
ヵ
月
か
け
て
育
っ
て
い
く
も
の

な
の
で
、
過
去
２
ヵ
月
間
の
体
調
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
抗
ミ
ュ
ラ
ー
管
ホ

ル
モ
ン
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
検
査
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
他
の
排
卵
誘
発
方
法
も
ぜ
ひ
検

討
す
べ
き
で
す
。

　

次
に
体
質
改
善
。
漢
方
薬
、
鍼
灸
、
ヨ

ガ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
の
運
動
も
い
い

で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
と
い

う
薬
の
服
用
も
、
ざ
く
ろ
さ
ん
の
体
質
に

は
合
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
来

は
糖
尿
病
の
治
療
薬
で
す
が
、
受
精
卵
を

育
て
る
働
き
を
期
待
で
き
る
薬
で
す
。

　

以
上
が
一
般
的
な
対
策
で
す
が
、
次
に

重
要
な
の
が
培
養
環
境
の
見
直
し
で
す
。

「
卵
が
悪
い
」
と
い
う
言
い
方
を
医
療
者

側
が
使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
卵
が
胚

盤
胞
に
な
ら
な
い
の
は
何
も
患
者
さ
ま
の

せ
い
で
は
な
い
。
受
精
卵
は
本
来
、
卵
管

内
で
発
育
す
る
も
の
。
生
殖
医
療
で
は
卵

管
と
同
じ
環
境
を
体
外
で
再
現
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
当
然
な
が
ら
卵
管
内
に

は
及
び
ま
せ
ん
。
培
養
方
法
に
は
ま
だ
ま

だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
の
で
す
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
？

培
養
環
境
の
見
直
し
や
、

と
き
に
は
ス
テ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も

治
療
の
一
つ
の
選
択
肢
で
す
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体外受精の移殖のタイミングについて迷っています。
前回、3日後に 4分割と8 分割の初期胚を
2 つ移植するも、結果は陰性。
胚盤胞まで待つと変性してしまって
移殖できないのでは？ と思ったり、
いや、胚盤胞まで培養できないものは
移殖しても着床しない？
と思ったりしています。アドバイスをお願いします。

ねこにゃんさん（主婦・38 歳）からの相談

Q.5
胚移植のタイミング、
初期胚か胚

は い ば ん ほ う

盤胞か
迷っています

体
外
受
精
の
場
合
、
受
精
卵
を
い
つ
子

宮
内
に
戻
す
の
か
？　

と
い
う
、
胚
移
植

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
相
談
で
す
。

塩
谷
先
生
●
受
精
卵
は
５
日
間
ほ
ど
培
養

す
る
と
、
胚
盤
胞
と
い
う
２
０
０
分
裂
く

ら
い
の
細
胞
に
育
ち
ま
す
。
４
分
割
や
８

分
割
な
ど
、
胚
盤
胞
に
な
る
前
の
初
期
胚

の
段
階
で
移
植
す
る
の
か
、
胚
盤
胞
に

な
っ
て
か
ら
移
植
す
る
の
か
。
こ
れ
は
や

は
り
大
き
な
分
か
れ
道
な
ん
で
す
ね
。

　

ま
ず
、
当
院
の
場
合
、
不
妊
症
の
治
療

は
、
な
る
べ
く
少
な
く
お
手
伝
い
す
る
の

が
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
に
妊
娠

で
き
る
な
ら
、
自
然
が
一
番
い
い
わ
け
で

す
。体
外
受
精
を
し
な
く
て
す
む
の
な
ら
、

体
外
受
精
し
な
い
の
が
本
来
の
姿
。
そ
の

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
３
日
間
体
外
で
培

養
す
る
初
期
胚
移
植
と
、
５
日
間
体
外
で

培
養
す
る
胚
盤
胞
移
植
で
は
、
よ
り
た
く

さ
ん
お
手
伝
い
し
て
い
る
の
は
胚
盤
胞
移

植
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

と
い
う
こ
と
は
…
…
つ
ま
り
、
よ
り
少

な
く
お
手
伝
い
す
る
初
期
胚
移
植
の
ほ
う

が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
原
則
的
に
は
そ
う
で
す
。
次

に
我
々
は
、
こ
れ
か
ら
胚
移
植
し
よ
う
と

し
て
い
る
受
精
卵
は
、
ど
っ
ち
が
居
心
地

が
い
い
の
か
を
考
え
ま
す
。
も
っ
と
培
養

液
の
中
に
い
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
子
宮

の
中
に
早
く
入
り
た
い
の
か
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
受
精
卵
が
子
宮
内
膜
で
着
床
す
る

の
は
６
日
目
く
ら
い
な
の
で
、
３
日
目
で

受
精
卵
を
子
宮
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
６

日
目
ま
で
は
着
床
で
き
ま
せ
ん
。
本
来
、

３
日
目
の
受
精
卵
は
、
卵
管
の
中
に
あ
る

べ
き
も
の
な
ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
れ

が
体
外
受
精
の
場
合
、
な
ぜ
か
受
精
卵
は

シ
ャ
ー
レ
ー
の
培
養
液
の
中
に
い
る
！　

つ
ま
り
、
ま
と
め
る
と
こ
う
な
り
ま
す
。

３
日
目
の
受
精
卵
に
と
っ
て
、
一
番
居
心

地
が
い
い
の
は
卵
管
の
中
、
二
番
目
は
培

養
液
の
中
、
三
番
目
は
子
宮
の
中
。

な
る
ほ
ど
！　

非
常
に
わ
か
り
や
す
い

で
す
。　

塩
谷
先
生
●
実
は
子
宮
の
中
と
い
う
の

は
、
３
日
目
の
受
精
卵
に
と
っ
て
、
あ
ま

り
居
心
地
が
よ
く
な
い
場
所
な
ん
で
す

ね
。
そ
ん
な
場
所
に
２
〜
３
日
も
い
て
成

長
、
着
床
す
る
の
は
け
っ
こ
う
ハ
ー
ド
な

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
体
外
の
培
養
液
の

中
で
５
日
間
か
け
て
培
養
す
る
胚
盤
胞
移

植
と
い
う
の
は
か
な
り
有
効
な
ん
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
母
体
と
受
精
卵
は
、
受
精

卵
が
で
き
た
段
階
か
ら
、
い
ろ
ん
な
信
号

を
や
り
と
り
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ

を
隔
離
し
て
し
ま
う
の
が
体
外
受
精
で

す
。
初
期
胚
移
植
な
ら
、
隔
離
す
る
時
間

は
２
〜
３
日
と
短
い
で
す
が
、
胚
盤
胞
移

植
で
は
５
日
間
も
母
体
に
一
切
信
号
が
届

き
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
着
床
は
初
期
胚
の
ほ
う
が

胚
盤
胞
よ
り
も
少
し
早
く
起
こ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
胚
盤
胞
移
植
は
隔
離

し
た
後
に
受
精
卵
を
い
き
な
り
戻
す
の

で
、子
宮
が
ビ
ッ
ク
リ
す
る
わ
け
で
す
よ
。

母
体
は
受
精
卵
か
ら
の
信
号
が
来
な
い
の

で
、
今
月
は
も
う
諦
め
か
け
て
い
る
。
そ

こ
へ
急
に
受
精
卵
が
や
っ
て
き
て
、
慌
て

て
準
備
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

受
精
卵
を
い
つ
子
宮
へ
戻
す
か
、
見
極

め
る
の
が
難
し
そ
う
で
す
ね
。
先
生
は
ど

の
よ
う
に
治
療
を
さ
れ
ま
す
か
？

塩
谷
先
生
●
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、
過
去
の
治
療
歴
の
経

過
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
に
見
な
が
ら
、
初
期

胚
か
胚
盤
胞
の
い
ず
れ
を
移
植
す
る
か
決

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ね
こ
に
ゃ
ん
さ

ん
の
場
合
、「
３
日
目
に
４
分
割
、８
分
割
」

と
い
う
と
、
こ
れ
は
か
な
り
状
態
の
い
い

受
精
卵
な
ん
で
す
ね
。
当
院
な
ら
１
個
を

子
宮
に
戻
し
て
、
残
り
の
１
個
は
胚
盤
胞

ま
で
育
て
て
凍
結
し
て
か
ら
シ
ー
ト
法
で

戻
す
こ
と
に
し
ま
す
。

　

シ
ー
ト
法
と
は
、
受
精
卵
を
育
て
る
の

に
用
い
た
培
養
液
に
着
目
し
た
も
の
で
、

当
院
が
多
く
の
患
者
さ
ま
の
協
力
に
よ
っ

て
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
移
植
の
方
法

で
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
受

精
卵
か
ら
は
母
体
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

信
号
が
発
信
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
因
子

を
受
け
取
っ
た
培
養
液
を
、
移
植
の
３
日

前
に
子
宮
の
中
に
注
入
し
、
着
床
の
準
備

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
融
解
し
た
胚
盤
胞

を
移
植
。
今
ま
で
着
床
障
害
で
妊
娠
で
き

な
か
っ
た
人
の
突
破
口
と
な
る
こ
と
も
多

い
ん
で
す
。
二
段
階
胚
移
植
に
近
い
考
え

方
で
す
が
、
こ
れ
は
移
殖
す
る
受
精
卵
が

基
本
的
に
１
個
な
の
で
、
多
胎
の
心
配
が

ほ
と
ん
ど
な
い
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

２
つ
の
受
精
卵
で
よ
り
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

受
精
卵
と
母
体
は
、

受
精
卵
が
で
き
た
段
階
か
ら

信
号
を
や
り
と
り
し
て
い
る
の
で
す
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無精子症の男性不妊です。精巣精子採取手術で精子は
見つかりませんでしたが、後期精子細胞が見つかり、
凍結保存。日本では後期精子細胞を使った顕微授精は、
倫理的な問題上、禁止されていると担当医から
聞かされましたが、後期精子細胞が見つかってしまった以上、
このまま治療を諦めきれません。実際のところ、
安全性はどの程度まで確立されているのでしょうか。
産婦人科ではセカンドオピニオンをすすめられました。

ウッドベッカーさん（28 歳）からの相談

Q.6
日本ではできない？
後期精子細胞を
用いた顕微授精

後
期
精
子
細
胞
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、

治
療
を
諦
め
き
れ
な
い
と
の
こ
と
。

塩
谷
先
生
●
悩
み
深
い
状
況
で
す
が
、
こ

の
方
に
は
４
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
１
つ
目
は
子
ど
も
を
得
る
こ
と
を

断
念
す
る
。
２
つ
目
は
何
ら
か
の
方
法
で

養
子
を
得
る
こ
と
を
考
え
る
。
３
つ
目
は

Ａ
Ｉ
Ｄ
、
つ
ま
り
非
配
偶
者
間
の
人
工
授

精
に
よ
り
妊
娠
す
る
。
そ
し
て
、
４
つ
目

の
選
択
肢
と
し
て
、
今
回
、
ご
相
談
に
あ

る
よ
う
に
、
精
子
は
い
な
い
け
れ
ど
、
精

子
に
な
る
一
歩
手
前
の
精
子
細
胞
を
用
い

た
顕
微
授
精
を
行
う
治
療
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
目
と
４
つ
目
に
関
し
て
は
、
日
本

で
は
ま
だ
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
治
療

で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

塩
谷
先
生
●
特
に
４
つ
目
で
す
ね
。
後
期

精
子
細
胞
は
、
授
精
そ
の
も
の
は
精
子
と

変
わ
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
９
年
に
は
、
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
が
会
告
と
し
て
、「
精
子
細

胞
を
用
い
た
顕
微
授
精
治
療
は
、
そ
の
安

全
性
お
よ
び
確
実
性
の
点
か
ら
も
現
時
点

で
の
臨
床
応
用
は
時
期
尚
早
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
７
年
に

は
、
日
本
生
殖
医
学
会
が
倫
理
委
員
会
報

告
で
、「
ヒ
ト
円
形
精
子
細
胞
の
臨
床
応

用
に
は
基
礎
的
な
研
究
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
臨
床
応
用

に
慎
重
で
あ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

主
治
医
の
先
生
が
倫
理
的
問
題
か
ら
禁

止
さ
れ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、

こ
の
会
告
や
倫
理
委
員
会
の
報
告
を
踏
ま

え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
い
ず
れ
も
10
年
以
上
前
の
も
の

で
、
は
っ
き
り
「
禁
止
」
と
書
い
て
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
生
殖

医
学
会
の
倫
理
委
員
会
報
告
は
、
円
形
精

子
細
胞
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
、

後
期
精
子
細
胞
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い

な
い
。
こ
の
10
年
の
間
に
は
、
動
物
実
験

で
の
安
全
性
が
確
か
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、

ま
だ
確
立
し
た
治
療
法
で
は
な
い
の
で
、

リ
ス
ク
も
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で

実
績
あ
る
施
設
に
相
談
し
て
み
て
は

実
際
に
日
本
国
内
で
も
後
期
精
子
細
胞
を

使
用
し
た
顕
微
授
精
で
、
１
０
０
名
以
上

の
赤
ち
ゃ
ん
の
妊
娠
・
出
産
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
特
別
な
危
険
性

は
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

す
で
に
国
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
多
く
の

実
績
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
そ
う
で
す
。
実
際
、
後
期
精

子
細
胞
が
見
つ
か
っ
た
こ
の
方
は
ラ
ッ

キ
ー
で
す
。
そ
れ
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
後
期
精
子
細

胞
を
使
用
し
た
治
療
法
を
選
択
肢
に
入
れ

る
余
地
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
し
、
ま
だ
確
立
し
た
治
療
法
で
は
な
い

こ
と
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に

つ
い
て
も
納
得
し
た
う
え
で
治
療
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
治
療
を
受

け
る
際
に
は
、
実
績
の
あ
る
施
設
を
慎
重

に
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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治療をやめてひと休みしたら妊娠した、とよく聞くのですが、
実行に移すとなると、とっても勇気のいるものですね。
休憩された方はどのように決心して休憩を実行できたのでしょうか?
「休憩」はする価値があるのでしょうか ?

いちごさん（主婦・26歳）からの相談

Q.7

思
っ
て
も
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
先
生
に
、
そ
れ
を
伝
え
る
と
な
る
と
、

先
生
に
悪
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し

ま
う
人
も
多
く
い
る
よ
う
な
ん
で
す
。

塩
谷
先
生
●
そ
れ
は
ま
っ
た
く
気
に
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
は
、
患
者
さ

ま
本
位
で
行
う
も
の
で
す
。
休
み
た
い
と

思
え
ば
、
遠
慮
な
く
そ
の
よ
う
に
伝
え
れ

ば
い
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
怒
る
医

師
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
ジ
ネ
コ
ユ
ー
ザ
ー
の
あ
る
悩

み
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ち
ご
さ
ん
か

ら
の
投
稿
な
の
で
す
が
。

塩
谷
先
生
●
拝
見
し
ま
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
法
で
、
１
年
く
ら
い
治
療

を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
結
果
が

伴
わ
ず
、
治
療
を
休
も
う
か
と
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

塩
谷
先
生
●
な
る
ほ
ど
。

こ
の
よ
う
に
悩
む
方
は
、
ジ
ネ
コ
ユ
ー

ザ
ー
で
も
多
く
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

70
％
の
方
が
、実
際
に
治
療
を
休
ん
だ
り
、

休
む
こ
と
を
考
え
た
と
の
結
果
が
出
ま
し

た
。

塩
谷
先
生
●
治
療
は
、
肉
体
的
に
も
、
精

神
的
に
も
負
担
が
か
か
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
か
ら
、
お
休
み
し
た
い
と
考
え
る
気

持
ち
は
わ
か
り
ま
す
。

そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
と

ホ
ッ
と
し
ま
す
。
治
療
を
休
み
た
い
と

治療に疲れたら、休んでもいい ?

そ
う
で
す
よ
ね
。
こ
ち
ら
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
も
、
お
休
み
し
た
い
と
い
う
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

塩
谷
先
生
●
え
え
、
い
ま
す
ね
。

先
生
は
、
お
休
み
し
た
い
と
い
う
患
者

さ
ま
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
？

塩
谷
先
生
●
そ
の
答
え
は
、
患
者
さ
ま
の

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
ね
。
ま
ず
、

い
ち
ご
さ
ん
の
よ
う
に
20
代
〜
30
代
前
半

の
患
者
さ
ま
に
は
、
し
ば
ら
く
お
休
み
し

て
も
よ
い
の
で
は
と
お
答
え
し
ま
す
。
お

休
み
す
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
よ
い
結
果
も

出
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
。

30
代
後
半
の
場
合
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

塩
谷
先
生
●
ご
本
人
も
、
時
間
が
な
い
と

焦
っ
て
し
ま
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
治
療

を
お
休
み
し
た
と
し
て
も
、
ス
ト
レ
ス
が

完
全
に
は
軽
減
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
完
全
に
治
療
を
お
休

み
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
ま
り
お
す
す
め

し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
治

療
に
疲
れ
て
い
る
の
に
無
理
し
て
続
け
て

も
、
効
果
は
な
い
で
し
ょ
う
。
よ
く
話
を

聞
い
て
、
そ
の
方
が
今
後
ど
う
あ
り
た
い

か
を
聞
い
た
う
え
で
、
一
番
よ
い
方
法
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

治
療
を
休
む
か
ど
う
か
は
、
自
己
判
断

し
な
い
で
、
プ
ロ
に
相
談
し
た
ほ
う
が
よ

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
そ
の
通
り
で
す
。
不
妊
治
療

は
、
た
と
え
る
な
ら
瞬
発
力
が
も
の
を
い

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、

休
憩
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
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う
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
は
な
く
、
持
久

力
が
も
の
を
い
う
マ
ラ
ソ
ン
だ
と
思
い
ま

す
。
休
憩
地
点
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

ジ
ネ
コ
で
も
、
治
療
を
少
し
休
ん
で
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
と
た
ん
に
妊
娠
し
た

と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
お
休
み
を
す
る

期
間
と
し
て
は
、
ど
れ
く
ら
い
を
目
安
に

し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

塩
谷
先
生
●
私
は
「
３
ヵ
月
を
目
安
に
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。

３
ヵ
月
と
い
う
期
間
に
は
、
ど
の
よ
う

な
理
由
が
？

塩
谷
先
生
●
３
ヵ
月
周
期
で
卵
巣
が
よ
い

状
態
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
考
え
る
か
ら
で

す
。
け
れ
ど
も
、
ご
自
分
で
気
持
ち
の
整

理
を
つ
け
た
ら
治
療
に
戻
ら
れ
る
の
が
一

番
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
等

は
自
分
の
気
持
ち
と
医
師
に
相
談
し
て
決

め
て
く
だ
さ
い
。

治
療
を
休
み
た
い
と
思
う
要
因
に
は
、

体
の
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
心

が
疲
れ
る
と
い
う
の
が
大
き
い
と
思
う
ん

で
す
ね
。

塩
谷
先
生
●
そ
う
で
す
ね
。

い
つ
ま
で
頑
張
れ
ば
い
い
の
か
終
わ
り

が
見
え
な
い
と
い
う
の
も
相
当
ス
ト
レ
ス

で
す
よ
ね
…
…
。

塩
谷
先
生
●
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
も
の
で

は
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
治
療
が
長

引
く
と
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
も

の
で
す
。
一
人
で
抱
え
て
い
る
と
、
悪
い

方
向
へ
進
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
か
ら
、

医
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
ど
ん
ど
ん
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
疲
れ
た
気
持
ち
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
の
も
、
私
た
ち
の
仕
事
で

す
か
ら
。

そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る

と
、
本
当
に
安
心
で
す
。
先
生
や
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
真
剣
に
話
を
受
け
止
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
か
、
こ
ち
ら
の
病
院
で

は
転
院
さ
れ
る
方
が
少
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
通
い
続
け
ら
れ
た
方
と
の
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す

か
？

塩
谷
先
生
●
こ
れ
は
、
開
業
し
て
以
来
、

大
変
に
う
れ
し
い
出
来
事
だ
っ
た
の
で
す

が
。
開
業
当
時
27
歳
で
当
院
に
通
っ
て
こ

ら
れ
た
方
が
い
た
ん
で
す
。
と
て
も
お
忙

し
い
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
女
性
で
、
治

療
期
間
が
思
い
の
ほ
か
長
引
い
て
し
ま
っ

た
。だ
ん
だ
ん
表
情
も
暗
く
な
っ
て
い
き
、

診
療
中
涙
ぐ
ま
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

し
た
。

わ
か
り
ま
す
…
…
。

塩
谷
先
生
●
そ
れ
で
も
、
ご
主
人
が
常
に

励
ま
さ
れ
て
、
い
つ
か
き
っ
と
妊
娠
で
き

る
だ
ろ
う
と
前
向
き
に
治
療
に
取
り
組
ま

れ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
、
彼

女
は
35
歳
で
妊
娠
し
ま
し
た
。

あ
あ
！　

そ
れ
は
、
先
生
も
一
緒
に
喜

ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

塩
谷
先
生
●
そ
れ
は
、
も
う
。
８
年
に
な

り
ま
す
が
、
産
科
の
病
院
に
移
ら
れ
る
と

き
に
は
、
長
年
苦
労
を
共
に
し
た
同
志
を

見
送
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
…
…
。

そ
う
で
し
ょ
う
ね
…
…
。

塩
谷
先
生
●
「
頑
張
っ
て
努
力
し
続
け
れ

ば
願
い
は
必
ず
叶
う
」
と
い
う
の
が
私
の

信
条
な
ん
で
す
が
、
信
じ
て
頑
張
っ
て
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
、
心
か
ら
思

い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
そ
の
方
は
途
中
で
治
療
を

休
ま
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
す
か
？

塩
谷
先
生
●
い
え
、
こ
の
方
は
８
年
間
休

む
こ
と
な
く
通
い
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

治
療
に
疲
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

塩
谷
先
生
●
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
治
療
の
ス
ト
レ
ス
と
仕
事
上
の
ス
ト

レ
ス
、
両
方
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
よ
。

そ
の
ス
ト
レ
ス
を
ど
の
よ
う
に
克
服
さ

れ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
か
？

塩
谷
先
生
●
彼
女
は
、
と
て
も
ハ
ー
ド
な

仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
時
に
そ

の
仕
事
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
治
療
中
も
時
間
を
や
り
く
り
す
る
の

に
大
変
そ
う
で
し
た
が
、
一
度
も
仕
事
を

休
み
た
い
と
か
辞
め
た
い
と
言
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
仕
事
で
治
療
の
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
。

そ
う
で
す
か
。
時
間
は
か
か
っ
た
け
れ

ど
、
最
後
に
願
い
が
叶
っ
た
そ
の
方
の
お

話
は
、
今
後
、
私
た
ち
の
励
み
に
も
な
り

ま
す
。

塩
谷
先
生
●
休
み
を
は
さ
ん
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
方
、
休
ま
ず
に
続
け
る
方
い
ろ

い
ろ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に
せ

よ
、
う
ま
く
ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
い
な
が

ら
自
分
で
納
得
が
い
く
や
り
方
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
ね
。
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排卵誘発はアンタゴニストを2 回、低刺激を 2 回行い、
それぞれ 4 ～ 6 個の卵子が採れました。
胚盤胞を2 回、初期胚を1回移植しましたが、
妊娠に至りません。
採卵数も少ないほうなのでしょうか？
毎回、すべて受精はしています。AMHの値は 3.42 です。
今後、どのような治療が向いているのか教えてください。
なお、胚移植後（治療を始めてからの？）の
経血の量が減ってきています。
妊娠に影響はありますか？
黄体の薬の影響でしょうか。
また、精子の運動率が基準のぎりぎりで、
顕微授精しかしてもらえません。
体外受精は無駄でしょうか？

ミルクさん（42歳）からの相談

●これまでの治療データ

検査・
治療歴 子宮卵管造影検査は異常なし。治療年数は3年。

不妊の原因
となる病名 不明

現在の
治療方針

最近の低刺激法は、ゴナールエフⓇ、フォリルモンⓇ、セロフェンⓇ

移植後、プロギノーバⓇ、ルトラールⓇ、バファリンⓇ

前回の低刺激法は、クロミッドⓇ、フォリスチムⓇ150×7
移植後、ルトラールⓇ、黄体注射

精子データ 精子濃度：7.2　運動率：43％　量：4.0
PMSC（直進運動精子濃度）：0.2　SMI（精子自動性指数）：4

Q.8
どのような卵巣刺激が
向いているのか
教えてください

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。ロ
ン
グ
法
は
、

比
較
的
若
い
患
者
さ
ん
を
対
象
に
行
う
刺

激
法
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
年
齢
の

方
に
ロ
ン
グ
法
を
試
み
て
妊
娠
率
が
ア
ッ

プ
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

簡
単
に
い
え
ば
、
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法

は
ご
自
身
の
ホ
ル
モ
ン
は
そ
の
ま
ま
に
、

上
か
ら
注
射
で
補
っ
て
い
く
方
法
で
、
ロ

ン
グ
法
は
ご
自
身
の
ホ
ル
モ
ン
の
レ
ベ
ル

を
少
し
下
げ
て
、
そ
の
上
か
ら
注
射
で

補
っ
て
い
く
方
法
。
も
し
か
し
た
ら
、
以

前
に
注
射
の
多
い
治
療
が
つ
ら
か
っ
た
と

い
う
経
験
が
お
あ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
以
前
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な

る
の
で
、
良
い
結
果
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
同
じ
低
刺
激
で
も
内
服

す
る
薬
を
替
え
て
み
る
こ
と
。
も
し
、
以

前
の
治
療
で
た
く
さ
ん
注
射
が
必
要
な
ア

ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法
が
つ
ら
か
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
ロ
ン
グ
法
よ
り
低
刺
激
が
い
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
セ
ロ
フ
ェ
ン
Ⓡ
、

ク
ロ
ミ
ッ
ド
Ⓡ

療
法
を
さ
れ
て
い
た
の

で
、
次
は
フ
ェ
マ
ー
ラ
Ⓡ

を
使
っ
た
低
刺

激
法
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
る
ほ
ど
。
受
精
の
方
法
と
し
て
は
、

や
は
り
通
常
の
体
外
受
精
よ
り
も
顕
微
授

精
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
か
？　

ご
主
人

の
精
液
所
見
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

苔
口
先
生
●
ご
主
人
の
デ
ー
タ
を
拝
見
し

ま
す
と
、
Ｓ
Ｍ
Ｉ
（
精
子
自
動
性
指
数
）

の
値
が
か
な
り
低
値
で
す
。
当
院
で
も
、

体
外
受
精
の
際
に
補
助
的
に
Ｓ
Ｍ
Ｉ
値
を

調
べ
て
い
ま
す
が
、
50
以
下
の
場
合
は
受

精
率
が
か
な
り
落
ち
ま
す
の
で
、
顕
微
授

精
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ご
主
人
の
４
と

い
う
値
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
っ
す
ぐ
に
進
ん

で
い
る
精
子
が
い
な
い
と
い
っ
て
も
い
い

状
態
。
あ
と
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
直
進
運
動

精
子
濃
度
）
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
0.2
と
か

な
り
低
値
で
す
。
体
外
受
精
の
場
合
、
精

子
は
ま
っ
す
ぐ
に
走
る
力
を
持
っ
て
い
る

ほ
う
が
受
精
し
や
す
い
で
す
よ
ね
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
が
50
以
上
と
か
で
あ
れ
ば
、
ス

プ
リ
ッ
ト
と
い
っ
て
、半
分
を
体
外
受
精
、

半
分
を
顕
微
授
精
と
分
け
て
受
精
さ
せ
る

方
法
も
ご
提
案
し
ま
す
が
、
こ
の
所
見
で

す
と
デ
ー
タ
が
低
す
ぎ
る
た
め
、
境
界
に

あ
り
ま
せ
ん
。
精
液
の
デ
ー
タ
は
体
調
や

ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法
と
低
刺
激
に
よ
る

卵
巣
刺
激
で
４
回
の
排
卵
誘
発
を
行
っ
た

も
の
の
結
果
が
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

排
卵
誘
発
法
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

苔
口
先
生
●
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法
、
低
刺

激
、
い
ず
れ
の
刺
激
法
に
お
い
て
も
、
受

精
し
て
き
ち
ん
と
胚
盤
胞
ま
で
育
っ
て
い

ま
す
の
で
、
治
療
方
針
と
し
て
は
間
違
っ

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
治
療

の
鉄
則
と
し
て
、
今
ま
で
と
ま
っ
た
く
同

じ
方
法
を
く
り
返
す
の
は
よ
く
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
私
か
ら
は
２
つ
の
方
法
を

ご
提
案
し
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
ロ
ン
グ
法
を
試
し
て
み

て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
刺
激
法
を
変
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卵巣刺激はロング法も
試してみるべき

精液所見からしても
顕微授精で

排卵誘発だけでなく
移植の方式も変えてみる

ス
ト
レ
ス
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
当
院
で
は
体
外
受
精
当
日
も
計
測

し
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
４
か
ら
改
善

し
て
50
に
な
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
や

は
り
、
確
実
に
受
精
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
顕
微
授
精
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。移

植
法
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

苔
口
先
生
●
ご
相
談
の
内
容
か
ら
は
、
ホ

ル
モ
ン
を
補
充
し
な
が
ら
移
植
し
て
い
る

の
か
、
自
然
周
期
で
排
卵
を
待
っ
て
移
植

し
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し

月
経
が
順
調
な
方
の
場
合
で
し
た
ら
、
自

力
の
排
卵
を
待
っ
て
移
植
す
る
こ
と
も
可

能
で
し
ょ
う
し
、
今
ま
で
自
然
周
期
だ
っ

た
場
合
は
ホ
ル
モ
ン
補
充
周
期
に
す
る
の

が
い
い
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
前

の
治
療
と
は
変
え
て
み
る
と
い
う
こ
と
が

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。移

植
後
の
経
血
の
減
少
を
気
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
黄
体
補
充
の
薬
の
影
響
は
あ
り

ま
す
か
？

苔
口
先
生
●
排
卵
誘
発
の
際
に
ク
ロ
ミ

フ
ェ
ン
と
注
射
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
お

そ
ら
く
そ
の
影
響
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
黄
体
補
充
の
薬
の
影
響
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。経
血
量
が
減
っ
て
い
る
の
は
、

ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
の
抗
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
作
用

の
影
響
が
続
い
て
い
て
、
子
宮
内
膜
が
薄

く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
す
ね
。

採
卵
数
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。

苔
口
先
生
●
年
齢
が
現
在
42
歳
と
い
う
こ

と
で
、
採
卵
数
は
や
は
り
10
個
程
度
が
妥

当
な
数
で
し
ょ
う
。
ロ
ン
グ
法
な
ど
に
比

べ
る
と
、ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法
の
場
合
は
、

や
は
り
採
卵
数
が
減
少
す
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
し
、
先
日
、
学
会
で
も
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
た
と

え
卵
子
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
と
し
て
も
、

妊
娠
率
は
低
刺
激
の
場
合
と
さ
ほ
ど
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
熟
し
た
卵
子
が
10

個
採
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
す
べ
て
妊

娠
に
結
び
つ
く
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

く
、
結
局
、
妊
娠
の
可
能
性
は
質
の
良
い

卵
子
１
〜
２
個
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
一
口
に
低
刺
激
と
い
っ
て
も
、

厳
密
に
は
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法
か
低
刺
激

か
と
い
う
２
つ
に
１
つ
の
選
択
肢
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
低
刺
激
法
、
と
い
う
ハ
ッ
キ

リ
と
し
た
定
義
な
ど
な
い
の
で
す
。
注
射

の
数
に
し
て
も
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
法
で
あ

れ
ば
７
〜
８
本
く
ら
い
、
低
刺
激
は
通
常

２
本
く
ら
い
が
一
般
的
だ
と
思
い
ま
す

が
、
低
刺
激
で
も
４
本
以
上
注
射
を
し
た

場
合
に
妊
娠
率
が
ア
ッ
プ
し
た
と
い
う
よ

う
な
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
も
患
者
さ
ん
の
状
況
に
よ
っ
て

内
服
薬
の
種
類
や
、
注
射
の
量
、
本
数
な

ど
が
決
ま
り
ま
す
。
排
卵
誘
発
、
受
精
、

移
植
、
い
ず
れ
の
治
療
法
も
、
大
切
な
の

は
同
じ
治
療
を
く
り
返
す
こ
と
な
く
、
状

況
に
応
じ
て
前
の
治
療
と
変
え
て
み
る
こ

と
。
そ
し
て
、
ミ
ル
ク
さ
ん
も
担
当
の
医

師
と
相
談
し
な
が
ら
な
る
べ
く
体
の
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
な
治
療
を
選
択
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

胚
盤
胞
は
で
き
て
い
る
の
で
、

次
回
は
排
卵
誘
発
や
移
植
の
方
式
を

変
え
て
み
る
べ
き
で
し
ょ
う

Doctor's advice!
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4 回採卵、5 回移植しましたが、
卵巣年齢が高いためか（40 歳代だと言われました）、
採卵しても最高 3 個しか採れません。
誘発方法は生理 3日目からHMG150 ～ 225 単位を
卵の育ち具合を見ながら、約 10日間毎日注射します。
点鼻薬は体に合わなかったのか、
打つと卵子が育たなくなるので使っていません。
卵子の数は少ないのですが、いつも受精はうまくいき、
グレードも 2AAや 2AB など、先生も褒めてくださいます。
卵巣年齢が高くても、誘発方法を変えることで、
採卵数が増えたりするのでしょうか？
数より質とは毎回言われますが、結果を見るとへこみます。
転院も考えて悩んでいますが、
今の先生が本当によくしてくださっているので、
できればここで嬉しい報告ができればと思っています。

もかさん（32歳）からの相談

Q.9
卵巣年齢が高いせいか
卵子が少ししか
採れません

と
褒
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
誘
発

法
が
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
と
思

い
ま
す
ね
。

治
療
法
を
変
え
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ

う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

岡
本
先
生
●
「
毎
回
は
受
精
卵
の
保
管
が

で
き
な
い
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
鮮
胚

移
植
だ
け
で
な
く
、
受
精
卵
を
凍
結
保
存

し
て
別
周
期
に
移
植
す
る
ホ
ル
モ
ン
補
充

周
期
を
も
う
少
し
試
し
て
み
ら
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？　

移
植
で
き
る
胚
盤
胞

を
あ
え
て
凍
結
し
、
そ
の
培
養
液
を
移
植

前
に
子
宮
の
中
に
注
入
す
る
シ
ー
ト
法

や
、
初
期
胚
と
胚
盤
胞
を
、
日
に
ち
を
ず

ら
し
て
移
植
す
る
二
段
階
胚
移
植
と
い
う

方
法
を
、
当
院
で
は
お
す
す
め
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
原
因
不
明
で
着
床
に
問
題

が
あ
る
場
合
、
有
効
な
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
胞
を
手
術
で
切
除
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
影
響
は
あ
り

ま
す
か
？

岡
本
先
生
●
も
か
さ
ん
は
、
お
そ
ら
く
手

術
で
卵
巣
を
切
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ａ

Ｍ
Ｈ
の
値
が
低
下
し
た
の
で
し
ょ
う
。
今

の
卵
巣
の
状
態
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
嚢
胞
が
原
因
で
採
卵
個
数
が
減

る
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
受
精
卵
の

着
床
に
は
ま
ず
影
響
が
な
い
と
思
い
ま

す
。32

歳
と
若
い
の
に
、
治
療
歴
が
８
年
に

お
よ
び
、転
院
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
後
の
治
療
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

岡
本
先
生
●
８
年
間
と
い
っ
て
も
、
お
そ

ら
く
体
外
受
精
だ
け
に
８
年
を
費
や
し
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
20

代
の
頃
は
タ
イ
ミ
ン
グ
指
導
や
人
工
授

精
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
胞
も
そ
の
間
に
手

術
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長
い
年
月
が
か

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
結
局
、
年
齢
が
若

い
方
は
１
回
あ
た
り
の
採
卵
数
が
多
い
の

で
妊
娠
し
や
す
い
し
、
卵
子
の
質
も
良
い

も
の
が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

し
か
し
、
Ａ
Ｍ
Ｈ
は
卵
子
の
質
と
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

　

転
院
も
考
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
転
院
す
れ
ば
、
治
療
は
ま
た
一
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

や
技
術
上
の
問
題
で
希
望
す
る
治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
転
院
と
い
う
選
択

肢
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
担
当
の
先
生

を
信
頼
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
な
ら
、
私

は
同
じ
と
こ
ろ
で
治
療
を
続
け
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
採
卵
数

が
少
な
い
と
、
い
い
卵
に
出
会
う
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
よ
ね
。
10
個
採
卵
す

る
の
に
３
回
、
４
回
と
、
時
間
も
お
金
も

か
か
る
の
で
、
若
い
と
費
用
や
精
神
的
な

こ
と
で
挫
折
し
が
ち
で
す
。
で
も
、
凍
結

し
た
ら
子
宮
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
く

な
り
ま
す
し
、
費
用
に
も
少
し
余
裕
が
で

き
ま
す
。
ま
だ
で
き
そ
う
な
こ
と
が
あ
る

の
で
、
治
療
を
断
念
す
る
の
は
少
し
も
っ

た
い
な
い
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ず
つ
お
休
み

し
な
が
ら
で
も
、
続
け
て
い
た
ら
必
ず
良

い
結
果
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
よ
。

転
院
だ
と
治
療
は
ま
た
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

少
し
お
休
み
し
な
が
ら
で
も
続
け
る
こ
と
が
良
い
結
果
に

卵
巣
年
齢
が
高
く
て
も
、
誘
発
法
を
変

え
る
こ
と
で
採
卵
数
が
増
え
る
の
か
と
い

う
ご
相
談
で
す
。

岡
本
先
生
●
30
歳
の
時
に
Ａ
Ｍ
Ｈ
※

が

１
・
06
ng
／
mL
と
、
ご
年
齢
の
割
に
低
値

で
す
の
で
、
お
そ
ら
く
誘
発
法
を
変
え
て

も
、
極
端
に
採
卵
数
が
増
え
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
最
高
の
採
卵
数
が
３
個

な
ら
、増
え
て
も
４
〜
５
個
く
ら
い
ま
で
。

受
精
卵
の
グ
レ
ー
ド
が
高
く
、
担
当
の
ド

ク
タ
ー
か
ら
「
良
い
受
精
卵
が
で
き
た
」



37歳直前に不妊専門病院デビュー。
一通りの検査の結果、「右卵管水腫、左卵管狭窄、
子宮筋腫（粘膜下に２cm、場所が悪い）と
ポリープ」がわかりました。
その他のホルモンや精子は異常ないようです。
検査の結果を受けて先生から
「受精と着床に問題があるので、
水腫（卵管）と子宮筋腫の摘出手術をし、
その後、様子を見て必要ならＦＴの手術もして、
妊娠に臨むのがよいと思う」
と言われました。手術をすれば半年～１年は
避妊期間が必要とも言われましたし、
遠回りのような気がしてなりません。
「遠回りでも仕方ない、先生がおっしゃることがもっとも」
と思いますが、他の先生ならどのような治療方針を
提案されるでしょうか。

山田のかかしさん（37歳）からの相談

卵管と子宮筋腫の
手術を検討中です

検
査
を
終
え
た
と
こ
ろ
、
受
精
と
着
床

の
い
ず
れ
に
も
問
題
が
あ
り
、
手
術
が
必

要
と
の
こ
と
。
先
生
は
ど
の
よ
う
に
ご
覧

に
な
り
ま
す
か
？

苔
口
先
生
●
ま
ず
受
精
の
問
題
と
な
る
卵

管
に
つ
い
て
。
右
が
卵
管
水
腫
、
左
が
卵

管
狭
窄
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
卵
管
水
腫

の
状
態
が
ど
の
程
度
か
と
い
う
こ
と
に
も

よ
り
ま
す
。
た
だ
検
査
を
受
け
て
手
術
を

勧
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
症

状
が
重
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｆ
Ｔ
（
卵

管
鏡
下
卵
管
形
成
術
）に
関
し
て
い
え
ば
、

卵
管
の
子
宮
に
近
い
部
分
に
は
効
果
が
あ

る
の
で
す
が
、
卵
管
水
腫
だ
と
卵
管
采
と

い
っ
て
外
側
の
ほ
う
に
病
変
が
あ
る
た

め
、
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
る
の
か
わ
か
ら

法
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

先
生
な
ら
ど
の
よ
う
な
治
療
方
針
と
な

る
で
し
ょ
う
か
？

苔
口
先
生
●
子
宮
鏡
下
で
筋
腫
の
手
術
、

腹
腔
鏡
で
卵
管
水
腫
手
術
を
一
緒
に
同
日

に
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
ど
こ
の
施
設
で
も
で
き
る
と
い
う
手
術

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
負
担
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
手
術
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
、
ま
ず
開
腹
せ
ず
に
子
宮
鏡
だ

け
で
ポ
リ
ー
プ
や
子
宮
筋
腫
の
手
術
を
し

て
、
待
っ
て
い
る
３
カ
月
の
間
に
体
外
受

精
で
胚
移
植
を
し
、
も
し
移
植
の
妨
げ
に

な
る
よ
う
だ
っ
た
ら
、
そ
の
段
階
で
卵
管

水
腫
の
手
術
を
検
討
す
る
の
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
自
然
な
妊
娠
を
目
指
し
て
い
く

と
い
う
先
生
の
意
見
か
ら
す
る
と
、

Ｆ
Ｔ
は
卵
管
の
状
況
も
わ
か
る
の
で
、

受
け
ら
れ
る
な
ら
早
め
に
。
術
後
の

３
カ
月
の
避
妊
期
間
も
有
効
に
使
い
な
が
ら

治
療
を
進
め
て
い
く
方
法
も

ち
ょ
っ
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
体
外
受
精
も
並
行
し
て
ゆ
こ

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

卵
管
を
使
っ
た
自
然
妊
娠
と
体
外
受
精

の
両
方
で
、
妊
娠
率
を
高
め
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

苔
口
先
生
●
体
外
受
精
を
し
な
い
と
い
う

最
終
判
断
な
ら
、
子
宮
鏡
に
よ
る
子
宮
筋

腫
の
手
術
後
、数
ヶ
月
間
は
様
子
を
見
て
、

そ
れ
で
自
然
妊
娠
が
難
し
い
よ
う
だ
っ
た

ら
Ｆ
Ｔ
を
受
け
て
経
過
を
見
て
い
く
と
い

う
方
法
も
あ
り
ま
す
。Ｆ
Ｔ
に
関
し
て
は
、

手
術
を
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
卵
管
の
中

の
状
態
を
確
認
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が

強
い
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
卵
管
の
中
の

ひ
だ
が
荒
れ
て
ダ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
ひ
ど

い
よ
う
な
ら
、
早
め
に
体
外
受
精
に
切
り

替
え
る
と
い
う
判
断
も
必
要
に
。

　

卵
管
水
腫
は
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
や
そ
の
他

の
雑
菌
が
入
り
込
ん
で
卵
管
が
炎
症
を
起

こ
し
て
い
る
状
態
で
す
が
、
感
染
が
右
だ

け
で
左
は
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
は
基
本
的

に
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
自
然
妊
娠
を
目
指

す
に
も
、
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
Ｆ
Ｔ
は
卵
管
の

状
況
も
わ
か
り
ま
す
の
で
、
受
け
ら
れ
る

な
ら
早
め
に
。
３
カ
月
の
避
妊
期
間
も
有

効
に
使
い
な
が
ら
治
療
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
で
す
ね
。
卵
管
の
症
状
が
改
善
さ
れ

る
と
し
た
ら
左
側
。
卵
管
狭
窄
に
関
し
て

は
多
分
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
気
に
な
っ
た
の
は
「
手
術
を

す
れ
ば
半
年
〜
１
年
は
避
妊
期
間
が
必

要
」
と
い
う
点
で
す
ね
。
病
院
に
よ
っ
て

避
妊
期
間
は
異
な
る
の
で
す
が
、
不
妊
治

療
を
行
う
専
門
的
な
施
設
で
は
３
カ
月
と

い
う
と
こ
ろ
が
主
流
だ
と
思
い

ま
す
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
水
腫
を
手
術
し
て
卵
管
采

の
部
分
を
広
げ
て
あ
げ
る
手
術

を
す
る
と
妊
娠
率
は
30
％
く
ら

い
に
な
り
ま
す
し
、
手
術
と
並

行
し
て
避
妊
期
間
に
体
外
受
精

を
さ
れ
た
ら
妊
娠
率
が
さ
ら
に

上
が
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
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自然妊娠で２回流産（７、８週のけい留流産）、
どちらも胎囊確認までするのに育ちません。
今回、体外受精、顕微授精、胚盤胞移植、
５週まで育つも６週にて h ＣＧの数値が下がり、
胎囊も小さく、何も確認できず、
数日後に生理が来るだろうと言われました。
体外受精ならいけるだろうと思っていたので
ショックです。やはり３回も同じ初期流産は、
高齢による卵子の質の低下で、
この先は何回やっても無理でしょうか？
ＡＭＨも 0.5ng/mL と低く、
自然周期のクリニックですが、
年齢的にも金銭的にも迷います。
よきアドバイスをお願いします。

りんりんごさん（主婦・42歳）からの相談

Q.1111

２
度
の
初
期
流
産
の
後
、
初
め
て
の
体

外
受
精
で
３
度
目
の
流
産
を
経
験
し
、
今

後
の
治
療
に
つ
い
て
迷
っ
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

岡
本
先
生
●
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
は
妊

娠
し
や
す
く
す
る
た
め
の
治
療
で
あ
り
、

決
し
て
流
産
率
を
下
げ
る
た
め
の
治
療
法

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
40
代
で
は
た
と
え
妊

娠
が
で
き
た
と
し
て
も
、
流
産
さ
れ
る
方

の
割
合
は
40
〜
50
％
に
も
上
り
ま
す
。　

　

つ
ま
り
流
産
は
あ
る
程
度
覚
悟
し
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
40
代
で
妊
娠
し
た
と
い
う
事
実

は
す
ご
く
大
き
く
て
、
今
後
も
体
外
受
精

や
自
然
妊
娠
で
妊
娠
さ
れ
る
可
能
性
が
十

分
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
流
産
す
る
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
半
分
の
確
率
で
出

産
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

高
齢
の
初
期
流
産
の
原
因
は
、
や
は
り

高
齢
に
よ
る
卵
子
の
老
化
が
大
き
な
原
因

な
の
で
す
か
？

岡
本
先
生
●
当
院
で
も
40
代
で
は
２
回
連

続
し
て
流
産
さ
れ
る
方
が
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。続
け
て
流
産
さ
れ
る
と
、次
は
も
っ

と
流
産
し
や
す
く
な
る
と
心
配
さ
れ
た
り

す
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
は
や
は
り
ご
自
分
の

せ
い
だ
と
責
め
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
が
多

い
で
す
ね
。

　

高
齢
の
方
の
流
産
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
染
色
体
異
常
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
こ
は
も
う
防
ぐ
こ
と
は
で
き

な
く
て
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き

な
い
。
患
者
さ
ん
に
は
と
に
か
く
妊
娠
で

き
る
と
い
う
こ
と
は

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

思
っ
て
治
療
に
向
か
わ

れ
た
ほ
う
が
い
い
と
お

話
し
ま
す
。

　

と
は
い
っ
て
も
、
ご
自
分
を
責
め
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
母
親
の
心
境
と

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
せ
い
だ
と
は
思
い
た

く
な
い
の
で
し
ょ
う
。当
院
で
は
流
産
後
、

原
因
を
確
認
す
る
た
め
に
絨
毛
検
査
を
行

う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

検
査
を
す
る
と
、
８
割
以
上
の
方
に
赤

ち
ゃ
ん
の
染
色
体
異
常
が
見
つ
か
り
ま

す
。
努
力
し
て
流
産
の
可
能
性
を
減
ら
そ

う
と
か
、
自
分
の
せ
い
だ
っ
た
と
思
う
と

つ
ら
い
で
す
が
、
検
査
を
す
る
と
「
自
分

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
な
の
だ
と

わ
か
っ
て
楽
に
な
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る

方
が
多
い
で
す
ね
。

現
在
、
自
然
周
期
で
採
卵
す
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
治
療
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
治
療
方
針

と
な
り
ま
す
か
？

岡
本
先
生
●
り
ん
り
ん
ご
さ
ん
は
Ａ
Ｍ
Ｈ

の
値
が
も
と
も
と
低
い
よ
う
な
の
で
、
お

そ
ら
く
卵
巣
を
刺
激
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
た

く
さ
ん
採
卵
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。
も

し
一
度
の
採
卵
で
１
個
か
２
個
し
か
卵
子

が
採
れ
な
い
の
な
ら
、
人
工
授
精
や
タ
イ

ミ
ン
グ
療
法
で
妊
娠
す
る
確
率
と
、
１
回

の
体
外
受
精
で
成
功
す
る
確
率
は
そ
れ
ほ

二人目不妊で
着床するけれど
育ちません

ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

体
外
受
精
に
か
か
る
費
用
は
や
は
り
高

額
で
す
。「
金
銭
的
に
も
迷
い
ま
す
」
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
体
外
受

精
は
あ
と
２
回
、
１
回
と
回
数
を
決
め
て

治
療
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
体

外
受
精
で
妊
娠
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

人
工
授
精
や
タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
に
ス
テ
ッ

プ
ダ
ウ
ン
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
ま
た
妊

娠
で
き
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
治
療
を
続
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

高
齢
の
方
の
流
産
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
染
色
体
異
常
に
よ
る
も
の
。

自
分
を
責
め
な
い
で
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て



　当院の培養部門は胚培養士30名、

培養補助スタッフ４名が在籍してい

ます。国内の不妊治療施設の中でも

胚培養士が多く在籍しているため、

独自に胚培養士育成プログラムを構

築し、人材の育成に特に力を注ぎ、

胚培養士の技術の平準化に力をいれ

ています。受精卵はとても繊細です

ので、胚培養士が行う胚の凍結・融

解、体外受精・顕微授精操作は培養

成績に大きく影響を与えます。その

ため、全員が高いレベルで、同じ結

果を出せるようになることは非常に

重要だと思っています。　　　　　

　生殖補助医療は常に最新の設備機

器や培養液などが開発されていま

すので、国内外の学会に積

極的に参加することで、常

に最新の知見を収集するよ

う努めています。また、現

状に満足することなく改善

を行い続ける組織体系であ

り続けるように取り組んで

おり、そのために培養室全

体の培養成績・個人成績を

見える化することで情報を

共有出来るようにしていま

す。

　上記のような取り組みを

行い、培養部門全体で培養

室のクオリティコントロー

ルが出来る体制を整えてい

ます。また、胚培養士とし

て日々の勉強はとても大事な部分に

なりますので、積極的に各自で自己

研鑽に励んでいけるような環境を整

え、胚培養士全体で志を高く持って

クオリティの高い培養室を目指して

いきたいと思っています。

当院では胚培養士が専門的な立場

からご主人様の精液所見、受精率、

受精卵のグレード、受精卵の凍結・

融解方法などについての詳細な説明

をさせて頂く、胚培養士外来を開設

しております。

　診察時間内では医師に聞きにく

かった点など、こうした場を設ける

ことによって、少しでも患者様のお

役に立てればと考えております。患

クオリティの高い技術

「生命の誕生に携わる仕事。
重大な責任を感じながら、
大切な受精卵をお預かりしています」

者様と一対一で向き合う胚培養士外

来の場は、私達胚培養士にとっても

大変意義が大きいです。胚培養士に

よる受精卵の説明は多くの施設で既

に導入されていますが、外来として

独立させることで、担当する胚培養

士の意識も高められると考えていま

す。多くの悩みを経験されてきた患

者さまの存在を、ひと時も忘れては

ならない。そのことを胸に刻み、目

の前の精子・卵子・受精卵と向き合

いたいと考えています。

　私達の一番の目標は、患者さまが

無事お子様を授かることです。培養

士として、そのご様子を見届ける機

会はなかなか少ないですが、卒業後

の患者さまから頂くお便りから、そ

の笑顔が見えてくるようです。この

ような瞬間をもっと増やしていける

よう努力してまいります。

培養部門 部長　
●古橋孝祐（ふるはしこうゆう）

培養技術指導の様子。

患者さまの大切な精子や卵子、受精卵を細心の注
意を払い、管理を行っています。

胚培養士の立場から
「培養士外来の設置」
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胚培養士
という仕事
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体
外
受
精
の
治
療
で
は
、
子
宮
の
中
に
移
植
し
た

胚
（
受
精
卵
）
が
着
床
し
て
妊
娠
に
結
び
つ
き
ま
す
。

し
か
し
最
近
は
、
良
質
な
胚
を
移
植
し
て
も
、
妊
娠

に
つ
な
が
ら
な
い
「
着
床
不
全
」
の
方
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
原
因
の
一
つ
が
、
子
宮
内
膜
の
問
題
で
す
。

子
宮
内
膜
が
胚
を
受
け
取
る
期
間
（「
着
床
の
窓
」）

は
、
１
〜
２
日
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

良
質
な
胚
を
移
植
し
て
も
、
子
宮
内
膜
の
胚
を
受
け

取
る
力
や
、
移
植
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く
合
わ
な

い
と
着
床
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｒ
Ａ
は
、
個
々
の
「
着
床
の
窓
」
を
特
定
す
る

検
査
で
す
。
検
査
は
実
際
の
胚
移
植
を
想
定
し
て
同

じ
時
期
・
手
順
で
行
い
、
子
宮
内
膜
か
ら
組
織
の
一

部
（
米
粒
大
）
を
採
取
し
ま
す
。
こ
れ
を
海
外
の
専

門
機
関
に
送
り
、
約
２
５
０
種
類
の
遺
伝
子
の
動
き

を
み
て
、
そ
の
方
の
「
着
床
の
窓
」
を
調
べ
ま
す
。

検
査
結
果
は
約
３
週
間
後
、
着
床
の
窓
が
〝
早
い
〞

か
ら
〝
遅
い
〞
ま
で
を
細
か
く
6
通
り
の
中
で
判
定

さ
れ
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
次
の
移
植
の
準
備

を
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、判
定
が「
正
常
」の
場
合
は
、

検
査
日
と
同
じ
時
期
に
移
植
し
ま
す
。「
１
日
早
い
」

の
場
合
は
、
検
査
日
よ
り
１
日
遅
ら
せ
て
移
植
し
ま

す
。

　

当
院
で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ａ
検
査
が
国
内
で
ス
タ
ー
ト

し
て
間
も
な
い
２
０
１
８ 

年
１
月
か
ら
導
入
し
て

い
ま
す
。
お
も
に
良
質
な
胚
を
２
回
以
上
移
植
し
て

も
妊
娠
に
い
た
ら
な
い
方
に
ご
提
案
し
、
こ
れ
ま
で

１
５
０
名
の
方
に
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、「
正
常
」
は
60
％
、「
１
日
早
い
」
は
40
％
、

ご
く
一
部
の
方
に
「
１
日
遅
い
」
と
い
う
判
定
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
「
１
日
早
い
」「
１
日
遅
い
」
の
判
定

が
出
た
方
に
、
結
果
に
も
と
づ
い
て
１
日
早
く
、
ま

た
は
１
日
遅
く
移
植
し
た
場
合
は
、
70
％
の
方
が
妊

娠
に
い
た
っ
て
お
り
、
検
査
の
効
果
の
高
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
正
常
」
の
判
定
が
出
た
方
に
、
検
査

日
と
時
期
を
変
え
ず
に
移
植
し
た
場
合
の
妊
娠
率
は

35
％
で
す
。「
正
常
」
と
い
う
判
定
で
も
妊
娠
に
つ

な
が
ら
な
い
時
は
、「
着
床
時
期
の
ず
れ
」
以
外
の

問
題
が
考
え
ら
れ
、
Ｅ
Ｒ
Ａ
以
外
の
検
査
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

体
外
受
精
の
治
療
で
は
、
こ
れ
ま
で
良
質
な
胚
を

育
て
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
近
年
、
私
た
ち
現
場
が
直
面
し
て
い
る

の
は
、
良
質
な
胚
を
移
植
し
て
も
着
床
し
な
い
、
あ

る
い
は
流
産
に
い
た
る
「
着
床
不
全
」
の
問
題
で
す
。

　

Ｅ
Ｒ
Ａ
検
査
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
子
宮
内
膜
の
細
菌
叢
や

免
疫
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
検
査
や

治
療
法
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
数

年
以
内
に
い
い
治
療
法
が
期
待
で
き
ま
す
。
着
床
不

全
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
明
る
い
希
望
を

も
っ
て
治
療
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

着
床
率
を
上
げ
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

 

〜
子
宮
内
膜
検
査
最
前
線
〜

そ
の
人
の「
着
床
の
窓
」を
見
つ
け

最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移
植

着
床
不
全
に
悩
む
方
に
朗
報
！

今
後
の
検
査
や
治
療
法
に
期
待

検
査
の
有
効
性
が
高
い
一
方
で
、

妊
娠
に
い
た
ら
な
い
場
合
は

他
の
原
因
も

ERA 子宮内膜の組織を採取し
最適な着床時期を特定
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